

取扱書 

よくお読みになってご使用ください。 
取扱書は車の中に保管しましょう。 
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TABLE OF CONTENTS 

目次 


運転する前に 

運転するまでに必要となる操作、ごを意び説明してあります。 
(ドアの開閉、シートの調整、チャイルドシートの取0扱いな 
ど） 

運転するとをに 

走行、停止のちまや安全運転のちまび説明してあ0ます。 
(エンジンのかけ方、ーターの見ちなど） 

室内装備の使い方 

室内装備を快適にご使用いただくための説明びしてあります。 
(室内なのつけ方、室内装備の使いちなど） 

お手入れのしかた 

お車のお手入れ、><ンテナンスに関する方法が説明して 
あります。（内-が装の手入れ、電球の交換など） 

トラブルび起きた5 

故障やパンクしたとさなど、万一のと去の対処に関する 
説明びしてあります。（けん引について、警告灯びついた 
ときの対処など） 

車両の仕様 

お車の仕様やカスタマイズ機能に関する情報び記載して 
あります。（指定燃料、各オイル量、カスタマイズ項目など） 

さ < し、ん 

本書に記載されている情報を五十音順などの方法で 
探すことびでをます。 
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ホ：車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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コンソールボックス* 
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イラスト目 



インストルメント八ネル 


ランプスイッチ P . 168 














































































































SPORT モードスイッチ* 



ホ：車両型式などで異なる装備やオプション装備 































































イラスト目 



インストルメント八ネル 
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ホ：車両型式などで異なる装備令オプション装備 
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知つておいていただをたいこと 


I 本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客様のお車にはない装備の説明び記載されている場合びあります。 
また、車の仕様変更により、内容びお車と一致しない場合びありますのでご了承 
ください。 

トヨタ販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて 
は、その商品に付属の取扱書をお読み<ださい。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様のお車の装備と一致し 
ない場合びあります。 


[不正改造について 


• トヨタび国±交通省に届け出をした部品(がのちのを装着すると、不正改造 
になることびあ0ます。 

♦車高を下げたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない 
部品を装着すると、故障の原因となったり、事故を起こし、重大な傷害を受 
けるおそれびありを険です。 

• 八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには SRS エアバッグ 
び内蔵されているため、不適切に扱ラと、正常に作動しなくなったり、誤っ 
てふ<らみ、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。 

• なの場合はトヨタ販売店にご相談<ださい。 

-タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナットの交換。 

異なった種類や指定!;(外のちのを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、不正改造になることびあります。 

-電装品•無線機などの取り付け、取りはずし。 

電モ機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故につなび 
るおそれびありを険です。 

♦フ□ントガラス、および運転席•助手席の窓ガラスに着色フィルム（含む透 
明フィルム）などを貼り付けないでください。視界をさまたげるばかりでな 
く、不正改造につなびるおそれびあります。 
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[運転についてのごま意 


他の車や歩行ちなど、周囲の状況に常に注意を仏い、安全運転をむびけて<ださ 
い。 

ミ酉気帯び運転は絶巧しないでください。おミ酉を飲むとま意力と判断力びにぶり、 
思いびけない事故を引を起こすおそれびあります。また、眠気をもよおす薬を飲 
んだとをち運転を控えてください。 

運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないでください。周囲の状 
況などへのま意び不十分になり、大変を険です。八ンズフ1」一し:!がの自動車電話 
や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


[車両 データの 記録について 


お車には、車両の制御や操作に関するデータなどを記録するコンピューターび複 
数装備されており、主になのよラなデータを記録します。 


-エンジン回転数 
-アクセルの操作状況 
-ブレーキの操作状況 
-車連 

-シフトポジション 

グレード•オプション装備により記録されるデータ項目は異なります。なお、コ 
ンピューターは会話などの音声や映像は記録しません。 


• データの取り扱いについて 


トヨタはコンピューターに記録されたデータを車両の故障診断 • 研究開発' 品質 
の向上を目的に取得-利用することびあります。 

なお、なの場合を除を、トヨタは取得したデータを第=者へ開示または提供する 
ことはあ0ません。 


-お車の使用者の同意（1」ース車は借主の同意）びある場合 
-警察-裁判所-政府機関などの法的強制力のある要請に基づく場合 
-統計的な処理を行ラ目的で、使用者や車両び特定されないよラに加工した 
データを研究機関などに提供する場合 


1已 









t イペン ト:?—タレ J ーター 


お車には、イベントデータレコーダー (EDR) び装備されています。 EDR は、 
一定の衝突や衝突に近い状態 （SRS エアバッグの作動および路上障害物との接 
触など）び発生した時に車両システムの作動状況に関するデータを記録します。 
EDR は車両の動をやま全システムに関するデータを短時間記録するよラに作ら 
れています。 

EDR はなのよラなデータを記録します。 

-車両の各システムの作動状況 

•アクセ j レペタVレおよびブレーキぺ夕Vレの操作状況 

-車连 

これらのデータは、衝突や傷害び発生した状況を把握するのに役立ちます。 

注意； EDR は衝突び発生したとさにデータを記録します。通常走行時にはデー 
夕は記録されません。また、個人情報（例：氏名.性別.年齢.衝突場所）は記 
録されません。ただし、事故調査の際に法執行機関などの第=者び、通常の手続 
さとして収集した個人を特定でをる種類のデータと EDR データを組み合わせて 
使用することびあります。 EDR で記録されたデータを読み出すには、特別な装 
置を車両または EDR へ接続する必要びあります。トヨタにくわえ、法執行機関 
などの特別な装置を巧有する第=ちび車両または EDR に接続した場合でち情報 
を読み出すことびでをます。 

• EDR データの 情報開示 

なの場合を除を、トヨタは EDR で記録されたデータを第兰者へ開示することは 
ありません。 


-お車の使用ちの同意（1」ースまは借主の同意）びある場合 
-警察-裁判所-政府機関などの法的強制力のある要請に基づく場合 
-トヨタび訴訟で使用する場合 

ただし、卜3夕は 

. データを車両ま全性能の研究に使用することびあります。 

-使用を-車両び特定されないデータを調査目的で第=者に開示することび 
あります。 


1已 





[保話および点検について 


保証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています 
ので、併せてお読みください。 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施して<ださい。 
(法律で義務付けられています。） 


A 警告 


■お 子さまを柔せるときは 

おモさまを車の中に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射 
病や脱水症状になり、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあります。 

また、お子さまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライ 
ター•発炎筒などでやけどしたり、運転装置を動かして、思わめ事故につなび 
るおそれびありを険です。 

お車にお子さまを乗せる場合は、おテさまのま全を確なするためのま意事項や 
チャイルドシートの取り付けかたなどをまとめた「チャイルドシートの取り付 
け」（一 P. 121)をお読みください。 
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本書の中の表おについて 


警告、ま意、知識について 


A 警告 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命のを険または、重大な 
傷害につなびるおそれびあります。お客様自身と周囲の人々へのを険を避けたり 
減少させたりするため必ずお読みください。 


么ま意 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損 
につなびるおそれや、正しい性能を確保でをない場合びあります。 


曰知識 


機能の説明や操作方法の説明し：!外で巧つておいていただをたいこと、巧ってお< 
と便利なことを説明しています。 


I イラスト内の表示について 


Q セーフテイーシンボル 

"してはいけません""このよラにしないでください""このよラなこと 
を起こさないでください"といラ意はを表しています。 



操作を示ず矢印 

吟 スイッチなどの操作（押す、まわすなど）を示 
しています。 

〇操作後の作動（フタび開くなど）を示していま 
す。 
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運拓する前に 


1-1 .キーの取扱い 

キー . 20 

1-2. ドアの開閉のしかた、□ック 
のしかた 

スマートエント U —も 


スタートシステム . 24 

ワイヤレスリモコン . 3 已 

ピア . 38 

バックドア . 41 

1-3. シート、八ンドル 、ミラーの 
調整のしかた 

フ□ントシート . 47 

セカンドート . 49 

サードシート . 已已 

へツドレスト . 已 7 

シートアレンジ . 已日 

シートベル . 73 

ノ、ン レ . 81 

インナ ー S ラー . 82 
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1-4. ドアガラス- ムーンルーフの 
開け方、閉め方 

パヮーウィンドウ . 86 

ムーン J レーフ . 扫曰 


1- 己.給油のしかた 

給油□の開け方 . 日已 

1 -6 .盗難防止システム 

エンジンイモビライヴー 
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-1 .キーの取り扱い 


お客様へ次のキーをお渡ししまず。 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 

n 電モキー 



-スマートエント U — &スター 
トシステムの作動 （^P. 24) 

-ワイヤレス機能の作動 
(^P. 35) 

曰六カニカルキー 
且キーナンバープレート 


スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

n キー（ワイヤレス機能装着） 



日 




□ 


fol 


ワイヤレス機能の作動 (^P. 35) 
曰キー（ワイヤレス機能非装着） 
且キーナンバープレート 



















































-1 .キーの取扱い 


(メカニカルキーを使うには 


メカニカルキーを取り出ず 

使用後はちとにちどし、電モキーと一 
緒に携帯してぐださい。電モキーの電 
池び切れたとをやスマートエント 
U — &スタートシステムび正常に作 
動しないとを、メカニカルキーび必要 
になります。 （^P. 332) 


□知識 

■キーナンバープレート 

車内し U 外のま全な場所（財布の中など）にな管して<ださい。万ーキーを紛失 
した場合、トヨタ販売店でキーナンバーから新しいキーび作製でをます。 

(一 P' 331) 

■航空機に柔るときは 

航空機に電子キー-ワイヤレスキーを持ち込む場合は、航空機内で電子キーの 
スイッチを押さないでください。また、かばんなどにな管する場合でち、簡単 
にスイッチび押されないよラにな管してください。スイッチび押されると電波 
び発信され、航空機の運行に支障をおよぼすおそれびあります。 
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-1 .キーの取扱い 


A ま意 

■キーの 故障を防ぐために 

電モキーは精密機器です。なのことをお守 D ください。 

♦落としたり、 強い衝撃を与えたり、曲げたりしない 

参 温度の局い P 斤に長時間放置しない 

♦めら したり超音波洗を機などで洗ったりしない 

♦キーに 金属製または磁気を帯びた製品を取り付けたり、近付けたりしない 
♦分解し ない 

♦電 モキー表面にシールなどを貼らない 

♦テレビ やオーディオ、電磁調理器などの磁気を帯びた製品や、化周波治療器な 
どの電気医療機器の近< に置かない 

■電子 キーに ついて 

電モキー-ワイヤレスキーは電波法の認証に適合しています。必ず;欠のことを 
お守り < ださい。 

♦電池 交換時し分外は、不用意に分解しないで<ださい。分解、改造したちのを使 
用することは法律で禁止されています。 

♦おず 日本国内でご使用ください。 

■キーを 携帯ずるとをは 

電源を入れた状態の電化製品とは10 cm し U 上離して携帯してください。10 cm 
し U 内にあると電化製品の電波と干渉し正常に機能しない場合びあります。 


吕吕 





-1 .キーの取扱い 


A ま意 

■スマー トエントリ ー& スタートシステムの故障などで販売店に車両を持ってい 
<とさは 

車両に付属しているすべての電子キーをお持ちください。 

■キー を紛失したときは 

キーを紛失した状態で放置すると、盗難のを険性び極めて高<なります。車両 
に付属している残りのキーをすべてお持ちのラえ、ただちにトヨタ販売店にご 
相談 < ださい。 



吕3 





1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ス7—トエント U —&スタートシステム* 


電子キーをポケットなどに携帯していると、巧の操作び行えまず。 
(必ず運輯者び携帯してください） 



曰バックドアの解錠-施綻（一 P . 25) 
且エンジンの始動（一 P .140) 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 













































1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


ドアの解錠•施錠（フ□ント席ドアバンドルのみ） 



BT012AR002 


八ンドルを握って解錠する 

八ンドル裏面のセンサー部に確実に 
ふれて < ださい。 

施錠操作後3秒間は解錠でをません。 




バックドアオープンスイッチを押 
して解錠する 

バックドアオープンスイッチを約1 
秒押し続けると、バックドア□ックを 
解除します。 

施錠操作後3秒間は解錠でさません。 

車か6離れるときは、バックドアを施 
錠してください。バックドアを閉がて 
ち自動的に施錠されません。 



2已 






























































1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 



□ックスイツチを巧して施錠ずる 


[アンテナの位置と作動範囲 


■アンテナの位置 



n 車外アンテナ 
曰車内アンテナ 
且ラ ゲージルーム 内アンテナ 
□ ラ ゲージルーム 外アンテナ 
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■作動範囲（電子キーの検知エリア） 

0 :ドアの施錠.解錠時 

フ□ント席ドア八ンドルおよび 
バックドア八ンドルか6周囲約 
70 cm しソ内で電モキーを携帯 
している場合に作動します。 

0 :エンジン始動時またはモー 
ド切0か无時 

車内で電モキーを携帯している 
場合に作動します。 


曰知識 

■作動の合図 

ブヴーと非常点滅灯の点滅で巧らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

■ ドア A ンドル上側の□ックセンサーで施錠できないときは 

ドア八ンドル上側の □ ックセンサー部にふ 
れても施錠でをないとさは、上下の□ック 
センサー部に同時にふれて < ださい。 




-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■節電機能 

長期駐車時に電子キーの電池と車両のノ（ッテ U —あびりを防止するため、節電 
機能び働きます。 

♦なの状況では、スマートエント U -& スタートシステムによる解錠に時間び 
かかる場合びあります。 

-車の外約 2 m (内に電子キーを10分し:!上放置した。 

•已日間し U 上スマートエント U -& スタートシステムを使用しなかった。 

• 14日間しツ上スマートエント U — &スタートシステムを使用しなかった場 
合、運転席し U がでの解錠びでさな<なります。この場合は、運転席のドア 
八ンドルを握る、もしくは、ワイヤレス機能、メカニカルキーで解錠して 
<ださい。 

■電池の消耗について 

♦電池の標準的な寿命は1〜2年です。 

♦電池残量び少なくなると、エンジンを停止した際に車内から警告音び鳴りま 
す。 UP . 31) 


♦電モキーは常に電波を受信しているため、使用していないあいだでち電池び 
消耗します。なのよラな状態になったとさは、電池び消耗している可能性び 
あります。新しい電池に交換してください。 

-スマートエント U -& スタートシステムやワイヤレス U モコンび作動し 
ない 

-作動範囲び狭<なった 
-電モキーの LED び点なしない 

♦電池の着しい消耗を防ぐため、なのよ5な磁気を発生する電化製品の1 m しツ 
内に電子キーを置かないでください。 

-テレビ 
-パソコン 

-携帯電話やコードレス電話機やその充電器 
-電気スタンド 
-電磁調理器 
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■システムを正しく作動させるために 

必ず電モキーを携帯した上でスマートエント1」一&スタートシステムを作動さ 

せて < ださい。 

■電子キーの検知に関ずる留意事項 

♦ま外から操作する場合は電子キーを車に近付けすざないよラにして<ださ 
しん作動時の電モキーの位置や持ちちによっては、電子キーび正し<検巧さ 
れず、システムび正しく作動しないことびあります。（誤ってブヴーび鳴っ 
たり、キー開じ込み防止機能び働かない場合びあります） 

• 電子キーび作動範囲内にあってち、なのよラな場合は正しく作動しないこと 
びあ0ます。 

-ドアの施錠-解錠時に電子キーびドアガラスやドア八ンドルに近付をすざ 
る、または地面の近くや高い場所にある場合 
-電モキーびインストルメントパネルやフロア 上、 またはグローブボックス 
内などに置かれている場合 

♦インストルメントパネル上面-ドアポケット付近に電子キーを置いたまま車 
外に出ると、電波の状況によっては車外アンテナに検巧されて車外からのド 
アロックび可能になる場合びあり、電子キーび車内に開じ込められるおそれ 
びあるためま意してください。 

■スマートエントリー&スタートシステム特有の留意事項 

♦電モキーび作動範囲内にあれば、電子キーを携帯している人し:!がでち施錠- 
解綻でをます。ただし、電子キーを検巧しているドアし U 外では解錠でさませ 
ん。 

♦電子キーび作動範囲内にある場合に洗まや大雨などでドア八ンドルに大量 
の水びかかると、ドアび施錠'解錠することびあります。解錠された場合で 
も、ドアの開閉操作びなければ約30秒後に自動的に施錠されます。 

♦電子キーび車室内または車両に近い位置にある場合にワイヤレスリモコン 
などで随錠を行5と、スマートエント U-& スタートシステムによる解錠び 
でをなくなることびあります。この場合は、ワイヤレス U モコンを使って解 
綻してください。 


- 2 . ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■拖錠時の留意事項 

♦手袋を着けて□ックセンサーにふれた場合、施錠び遅れたり、施錠されな 
かったりすることびあ D ます。その場合、手袋をはずしてロックセンサーに 
面れて < ださい。 

♦ □ック操作は、連続で2回まで有効で、3回目け降は□ック動作しません。 

♦キーを携帯して洗車などで水をドア八ンドルにかけた場合、施錠/解錠動作 
を< D 返すことびあります。その場合はキーを車両から 2m し i (上離れた場所 
に保管して、洗車などをしてください。（キーのを難にま意してください） 

♦車室内にキーびあるとをに、洗車機で洗車するなどして水をドア八ンドルに 
かけた場合、車室外のフヴーび吹鳴することびあ0ます。その場合は全ドア 
を施綻すればブヴーは止まります。 

♦ □ックセンサーの表面に氷や雪、ミ尼び付着した場合、センサーび反応しない 
場合びあります。反応しない場合は表面に付着した氷や雪、ミ尼を取り除いて 
再度操作するか、ドア八ンドル下部の□ックセンサーを使って操作してくだ 
さい。 

♦ドア八ンドルを操作するとをに、 m びドアにあたる場合びあります。ドアを 
傷付けたり、 m を割ったりしないよラにミ主意してください。 

■解錠時の留意事項 

♦急なドア八ンドル操作や、車外アンテナの作動範囲内へ急に入ってドア八ン 
ドルを操作したとさは、解錠でをない場合びあります。解除されなかった場 
合は、ドア八ンドルを一度もとの位置にもどし、再度解錠操作をして、解錠 
されたことを確認してからドア八ンドルを引いてください。 

♦手袋を着けてドア八ンドルを握った場合は、解錠び遅れたり、解錠されな 
かった0することびあ0ます。 

♦作動範囲内に他の電子キーびあるとをは、ドア八ンドルを握ってから解錠す 
るまでの時間び少し長くなる場合びあります。 

■長期間運転しないときは 

♦盗難防止のため、電子キーを車両から2 m し:!上離しておいてください。 

♦あらかじめスマートスタート&エント U- システムを非作動にすることび 
でをます。（一 P. 3已 4) 

■ 解錠操作のセキュリティ機能 

解綻操作後、約30砂しツ内にドアを開けなかったとさは、盗難防止のため施錠 

されます。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■警告音と警告表示について 

誤操作などによる予期せめ事故や盜難を防ぐため、車内や車外で警告音び鳴つ 
たり、警告灯び点なすることびあります。警告なび点灯した場合は、状況に応 
じて適切に対処してください。 UP . 298) 

警告音のみび鳴る場合の状況と対処方法はなのよラになります。 


敢化な 
言□曰 

状況 

対処方法 

車外から"ピー" 

と1日秒間鳴る 

いずれかのドアが開いてい 
るとをにスマートエント 

U —&スタートシステムで 

施錠しよラとした 

全ドアを閉めたあと、再度 
施錠してください。 

車外から"ピー" 

と10秒間鳴る 

車内に電子キーを置いたま 
ま、スマートエント U — & 

スタートシステムでドアを 

施錠しよラとした 

車内から電子キーを持ち出 
したあと、再度施錠してく 
ださい。 

電子キーを車内に置いたま 
ま、ロックレバーを施錠側 
にしたあと、ドア八ンドル 
を引いたままドアを閉めた 

ドアを解錠し、車内から電 
テキーを持ち出したあと、 
再度施錠して < ださい。 

車内から"ピー" 

と1回鳴る 

電テキーの電池の残量が少 
ない 

新しい電池と交換して<だ 
さい UP . 277) 

車内から"ピー、 
ピー’’と鳴り続け 

る 

シフトレバーが P で"エ 
ンジンスタートストップ" 

スイッチを日 FF にせずに、 

運転席ドアを開けた 

-"エンジンスタートストップ" 

スイッチを OFF にし、ステア 

U ングび□ックされていること 
をお語してください。 

-運転席ドアを閉めてください。 

車内から"ピー" 

と鳴り続ける 

シフトレバーが P 政外で 
"エンジンスタートストッ 
プ"スイッチを日 FF にせ 
ずに、運転席ドアを開けた 

-"エンジンスタートストップ" 

スイッチを日 FF にしてくださ 

い。 

-シフトレバーを P にしてくだ 

さい。 

-運転席ドアを閉めてください。 


運転する前に 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■ 車両バッテリー脱着時の留意事項 

♦車両バッテ U - 脱着直後はスマートエント U -& スタートシステムによるド 
アの解錠びでさない場合びあります。解錠でをなかった場合は、ワイヤレス1」 
モコン、またはメカニカルキーで解錠-施錠を実施してください。 

♦車両ノ（ッテ1」一脱着後、最初のエンジン始動は失敗することびあります。 

2回目しツ降のエンジン始動は正常に動作しますので、問題はあ D ません。 

•車両は常に"エンジンスタートストップ"スイッチの状態を記憶してしほす。 
バッテ U —脱着時、車両はバッテ U —をはずす前の状態に復帰します。バッテ 
U - を脱着する際は、"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にして 
から行ってください。バッテ U - 脱着前の"エンジンスタートストップ"ス 
イッチのが態び不明な場合、バッテ U —接続時は特にま意してください。 

■スマートエントリー&スタートシステムび正常に作動しないとをは 

• ドアの解錠、施錠： 一 P . 332 
♦エンジン始動； 一 P . 332 

■電池げ切れたとさは 

一 P . 277 

■販売店で設定可能な機能 

スマートエント U —&スタートシステムを非作動にするなどの変更びでをます。 
(ユーヴーカスタマイズ機能一覧 一 P . 354) 

スマートエント U -& スタートシステムを非作動にした場合のドアの施錠•解錠、 
エンジンの始動ち法などは「電子キーび正常に働かないとさは」 （ P . 332) を参 
照して < ださい。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■電波び およぼず 彰響 についての 警告 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を装着されている 
ちは、スマートアンテナ（一 P . 2己）から22 cm 1；(内に植え込み型む臓ぺ一 
スメーカーおよび植え込み型除細動器び近付かないよラにしてください。電波 
により植え込み型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器の作動に影 
響を与える場合びあります。 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器し i (がの医療用電気 
機器を使用される場合は、電波による影響について個別に医療用電気機器メー 
カーなどにご確認ください。電波により医療用電気機器の動作に影響を与える 
おそれびあります。 

スマートエント U —&スタートシステムを作動しないよラにすることもでさま 

す。詳しくは販売店にお問い合わせください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A ま意 

■機能び 正常に働かないおそれのある状況 

スマートエント U-& スタートシステムは微弱な電波を使用しています。 

なのよ5な場合は電子キーと車両間の通信をさまたげ、スマートエント U — & 
スタートシステムやワイヤレスリモコン、エンジンイモビライヴーシステムび 
正常に作動しない場合びあります。（対処方法： 一 P. 332) 

♦電子 キーの電池び消耗しているとを 

♦近くに テレビ塔や発電所、ガソリンスタンド、放送局、大型ディスプレイ、空 
港びあるなど強い電波やノイズの発生する場所にいるとを 

♦無線機 や携帯電話、コードレス式電話などの無線通信機器び電子キーの近くに 
あるとを 

♦電子 キーびなのよラな金属製のちのに接していたり、覆われたりしているとを 
-アル5迫などの金属の貼られたカード 
-アル5迫を使用したタバコの箱 
-金属製の財布やかばん 
-ル銭 
-カィ □ 

- CD や DVD などのメディア 
♦近くで 他の電波式ワイヤレス U モコンを使用しているとを 
♦電子 キーを、なのよラな製品と同時に携帯しているとを 

-他の車の電子キーや電波式ワイヤレスリモコン 
-パソコンや携帯情報端末 （PDA など） 

-デジタルオーディオプレーヤー 
-ポータブル ゲーム 機 

♦U ヤウインドウガラスに金属を含むフイルムび貼ってあるとを 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ック①しかた 

ワイヤレスリモコン 


ドアを施綻-解錠でさまず。 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 

n 全ドア施錠 
曰全ドア解錠 


► スマー トエント U -& スター トシステム非装着車 

n 全ドア施錠 
曰全ドア解錠 


Hi 





3已 
































1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


□知識 
■作動の合図 

ブヴー（スマートエント1」一&スタートシステム装着ま）と非常点 
滅巧の点滅で巧らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

■半ドア警告ブザー（スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

ドアび完全に閉まっていない状態で、ドアを施錠しよ5とすると、ブヴーび鳴 
ります。ドアを完全に閉めてからちラー度施錠してください。 

■電池の消耗について 

► スマートエント U-& スタートシステム装着ま 
一 P' 28 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

電池の標準的寿命は3年です。（ワイヤレス機能を使用しなくても電池は消耗し 
ます）ワイヤレス機能び作動しない場合は、電池び消耗している可能性びあり 
ます。新しい電池と交換してください。（一 P. 278) 

■ 解錠操作のセキュリティ機能 

► スマートエント U-& スタートシステム装着車 
一 P' 30 

► スマートエント U-& スタートシステム非装着車 

解綻操作後、約30砂しツ内にドアを開けなかったとをはを難防止のため、自動 
的に施錠されます。 

■電池げ切れたとさは 

一 P. 277 

■機能げ正常に働かないおそれのある状況（スマートエントリ ー& スタートシス 
テム装着車） 

一 P' 34 

■販売店で設定可能な機能 


36 


ワイヤレス U モコンを非作動にするなどの変更びでをます。 
(ユーヴーカスタマイズ機能一覧一 P. 3已 4) 






A ま意 

■機能び 正常に働かないおそれのある状況（スマートエントリ ー& スタートシス 
テム非装着車） 

なのよ5な場合、ワイヤレス機能び正常に働かないおそれびあります。 

♦近 <にテレビ塔や発電所、放送局、空港など強い電波を発生する設備、電波式 
のオーディオ機器など電波を発生する電モ機器、大型ディスプレイびあるとを 

♦無線機 や携帯電話、コードレス式電話などの無線通信機器を携帯しているとを 

♦複数の ワイヤレスキーび近くにあるとを 

♦ワイヤレス キーび金属聲のちのに接した D、 覆われているとを 

♦近くで 電波式ワイヤレスキーを使用しているとを 

♦ワイヤレス キーをパソコンなどの電化製品の近くに置いているとを 


-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ック①しかた 

ドア 


スマートエントリ ー& スタートシステムやワイヤレス機能、キー、ド 
ァロックスイツチを使って施綻-解綻できまず。 


■ スマートエントリー&スタートシステム 

(スマートエントリ ー& スタートシステム装着車) 

一 P ' 24 

■ワイヤレス機能 

一 P ' 3已 


■ キー 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 

メカニカルキーを使ってドアを施錠-解錠できまず。（一 P . 332) 


► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

n 全ドア施錠 
曰全ドア解錠 


■ ドア□ツクスイッチ 




n 全ドア施錠 
0全ドア解錠 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


n 施錠 
曰解錠 

運転席ドアは、□ックレノ（一び施 
錠側になっていてち、車内のドア 
レバーを引くと開けられます。 


I "キ-を使わずに外側からフ□ント席を施錠ずるときは 

お Ml 1 1 □ックレノ（一を施綻側にずる 

ドア八ンドルを引いたままドアを閉める 
► スマー トエント U-& スター トシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチびアクセサ U —モードまた 
はイグニッシヨン ON モードのとをや車内に電モキーび放置されてい 
るとさは施綻されません。 

電モキーの位置によって、キーび正しく検知されずに施錠される場合びあります。 
► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

キーびエンジンスイッチに差し込まれているとをは施錠されません。 

[チャイルドプ□テクター 

施錠側にずると、 U ヤ席ドアび車 
内から開かな<なりまず 

n 解綻 
0施錠 

おモさまび車内か61」ヤ席ドアを開 
けられないようにでをます。両側の U 
ヤ席ドアを施錠側にしてください。 



■□ッ クレ パー 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


□知識 


■チャイルドプ□テクター使用時のドアの開けち 

ドアを解錠して車外のドア八ンドルを引くと開をます。万一車内から開ける場 
合は、ドアガラスを下げて手を出し、車がのドア八ンドルを引いてください。 


A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中は;欠のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、思いもよらずドアび開を、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

参 シートベルトを必ず使用する 
♦すべての ドアを施錠する 
♦すべての ドアを確実に閉める 

♦走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 

ドアび開を車外に放り出された D して、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあ0ます。 

特に、運転席は□ックレバーび施錠側になっていてちドアび開<ため、注意し 
て < ださい。 

♦お テさまを U ヤ席に柔せるとさは、チャイルドプロテクターを使用して車内か 
らドアび開かないよラにする 

■ ドアを開閉ずるとをは 

傾斜地、ドアと壁などのあいだび狭い場所、強風など、周囲の状況を確認し、予 
期せめ動をにち対処でさるよラ、ドア八ンドルを確実にな持してドアを開閉し 
て < ださい。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ック①しかた 

バックドア 


バックドアはじ(下の方法で解錠-施錠および開けることびできまず。 

■バックドアの解錠•施錠 

► ドア□ックスイッチ 
一 P ' 38 


► スマ ー トエント IJ 一 & スター トシステム 
一 P ' 24 

► ワイヤレス機能 
一 P ' 3已 

■バックドアを開けるには 

► スマー トエント U -& スター トシステム 装着 車 

バックドアオープンスイッチを 
巧したまま、バックドアを持ち 
上げる 



► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 



バックドアオープンスイッチを 
巧したまま、バックドアを持ち 
上げる 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


(バック ドアを閉めるときは 



バックドア八ンドルを持ってバッ 
クドアを引さ下げ、必ずがから巧 
して閉めて < ださい。 


白知識 

■ラ ゲージルーム ランプ 

スイッチを ON にしておくとバックドアを 
開けたとを、ラゲージルームランプび点な 
します。 

DON 
□ OFF 


ラゲージ ルーム ランプ 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


I パックドアか開かな<なった5 

バックドアを内側から開けることがでをます。 

カ パーを はずす 




レバーを押す 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 
■走行 中の警告 

♦走行 中はバックドアを閉めてください。 

開けたままにしておくと、バックドアび車外のものにあたったり荷物び投げ出 
されたりして、思わめ事故につなびるおそれびあります。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死 t につなびるおそれびあ 
ります。走行する前に必ずバックドアび閉まっていることを確認してくださ 
い。 

♦走行 前にバックドアび完全に閉まっていることを確認してください。バックド 
アび完全に閉まっていないと、走行中にバックドアび突然開を、思わめ事故に 
つなびるおそれびあります。 

♦ラ ゲージルームには 絶対に人を乗せないでください。急 ブレーキを かけたとを 
や衝突したとをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それび友 D ます。 

■お 子さまを柔せているとさは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こにつなびるお 
それび友0ます。 

♦ラ ゲージルームで おテさまを遊ばせないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病などを弓 I を起こすおそれびあります。 

• おテさまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にバックドアび動いたり、閉めるときに手-頭-首などを挟んだりするお 
それびあります。 
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A 警告 


■バック ドアの操作にあたって 

なのことを必ずお守りください。 

お守 D いただかないと、体を挟むなどして重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死！::につなびるおそれびあ0ます。 

♦バック ドアを開ける前に、バックドアに貼りついた雪や氷などの重量物を取り 
除いてください。開いたあとに重みでバックドアび落下するおそれびありま 
す。 

♦バック ドアを開閉するとをは、十分に周囲のま全を確かめてください。 

♦人び いるとをは、ま全を確認し、動かすことを巧らせる「声かけ」をしてくだ 
さい。 

♦強風 時の開閉には十分ミ主意してください。 

パックドアび風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれびありま 
す。 

♦半開 状態で使用すると、バックドアび落 
ちて重大な傷害を受けるおそれびありま 
す。特に傾斜した場所では、平坦な場所 
よりもバックドアの開閉びしにくく、急 
に八ックドアび開いたり閉じたりするお 
それびあります。おずバックドアび全開 
で静止していることを確認して使用して 
<ださい。 

♦バック ドアを閉めるとさは、指などを挟 
まないよラに十分ま意してください。 

♦バック ドアは必ず外から軽く押して閉め 
てください。バックドア八ンドルを持っ 
たままバックドアを閉めると、手や指を 
挟むおそれびあります。 


♦バック ドアダンパーステーを持ってバックドアを閉めたり、ぶらさびったりし 
ないで < ださい。 

手を挟んだり、バックドアダンパーステーび破損したりして、思わめ事故につ 
なびるおそれびあります。 

♦バック ドアにキャ U アなどの重いものを取り付けると、開けたあとにドアび落 
下し、手•頭-首などを挟むおそれびあります。バックドアへのアクセヴ U - 
用品の取り付けは、トヨタ純正品を使用することをおすすめします。 



- 2 . ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 



4已 




















1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


店 ま意 


■バック ドアダン パーステーについて 

バックドアにはバックドアを支えるためのダンパーステーび取り付けられてい 
ます。ダンパーステーの損傷や作動不良を防ぐためなのことをお守りください。 

♦ビニール 片.ステッカー.粘着ななどの 
異物をダンパーステーのロッド部（棒部） 
に付着させない 

♦ □ッド部を軍手などでふれない 

♦バック ドアにトヨタ純正品し U 外のアクセ 
ヴ U —用品をつけない 

♦ダン パーステーに手をかけたり、横方向 
に力をかけたりしない 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

フ□ントシート 


n 前後位置調整 
曰 U クライニング調整 
□ シート全体の上下調整 
(運転席） 


I アーム レスト 

使用するとさは、アームレストを 
いっぱいまで前方に倒ず。 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


□知識 

■アクティブへッドレストについて 

背ちたれに強い衝撃を受けると、フロント席柔員のむちなちの症状を軽減させ 
るためにへッドレストび少し前ち上側に動をます。 

♦背もたれに弱い衝撃を受けてもへッドレストび動く場合びありますび、故障 
ではありません。 



♦解除ボタンを押さずにへッドレスト 
を無理に押し上げると、へッドレスト 
の構造部品び出てをますび、故障では 
ありません。 


□ 構造部品 
0作動状態 


A 警告 

■シー ト調舊について 

♦シートび 乗員や荷物にあたらないよラにま意してください。 

♦背ち たれは必要し:に倒さないでください。 

事故のとをに体びシートベルトの下にちぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな 
ど生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦シート 調整後はシートび確実に固定されていることを確認してください。 
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1-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

セカンドシート 


► 6人索りシート装着車 



BT013AR004 

□ 前後位置調整 
曰 U クライニング調整 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


►7 人乗りシート装着車 



BTO13CS015 

D 前後位置調整 
曰 U クライニング調整 
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サードシートへの乗り降り 




サードシートに乗0降0ずるとさ 
は、セカンドシートベルトをク 
U ップに挟む 


U クライニングレバー ( n ) を引 
く、または U クライニングベルト 
(曰）を引< 

背ちたれび前に倒れて、シートを前ち 
に移動させることびでをます。 


手順 


手順 


-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


►7 人乗りシート装着車 



U クライニングレバー ( n ) を引 
く、または U クライニングベルト 
(且）を引< 

背ちたれび前に倒れて、シートを前ち 
に移動させることびでさます。 


已吕 


















■アーム レスト 

► 6人乗りシート装着車 




使用するときは、アームレストを 
いっぱいまで前方に倒ず 


中央席のベルトを引さ、□ックを 
解除してアームレストを前方に倒 
ず 


-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 



已3 






















-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■シー ト調舊について 

♦シートび 柔員や荷物にあたらないよラにミ主意してください。 

♦背ち たれは化要し:!上に倒さないで < ださい。 

事故のとをに体びシートベルトの下にちぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな 
ど生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦シート 調整後はシートび確実に固定されていることを確認してください。 

■サー ドシートへの柔り降りについて 

♦ヴー ドシートへ乗り降りしたあとは、必ずセカンドシートを固定させてくださ 
し、。 

♦ヴー ドシートに乗り降りしたあとにセカンドシートに乗車するとをは、必ずセ 
カンドシートベルトをク U ップからはずしてください。 
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1-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

ヴードシート 


BTO13AR011 

□ U クライニング調整（シート前方） 

曰シート前倒し（シート裏側） 

ストラップを引くと□ックび解除され、シートを前に倒すことびでをます。 
UP. 67) 


I ヴードシートを前に倒し、巧りたたむ前に 

IfejMli I セカンドシートを前方に移動ずる 


サードシートベルトび取りはずさ 
れているのを確認する 


固圆 I 司へッドレストをいちばん下に下げる（一 P . 已 7) 

已已 



運転する前に 























-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


(ヴー ドシートの前倒し 



U クライニングベルトを引きなび 
ら、背ちたれを前方に倒ず 

もどすとさは背わたれを起こし、固定 
して < ださい。 


I ヴードシートか5のセカンドシートの操作について 



セカンドシートを前後へ移動する 
セカンドシート背もたれの下側にあ 
る U クライニングベルトを引きなび 
ら、セカンドシートを前後に動かしま 
す。 


A 警告 

■シー ト調舊について 

♦シートび 乗員や荷物にあたらないよラにま意してください。 

♦背ち たれは必要し U 上に倒さないでください。 

事故のとをに体びシートベルトの下にちぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな 
ど生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦シート 調整後はシートび確実に固定されていることを確認してください。 

■サー ドシートか6のセカンドシートの操作について 

セカンドシートに乗員びいるとをは操作をしないでください。 

セカンドシートの乗員びけびをするおそれびあります。 


已6 






















1-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

ぺッドレスト 



曰知識 


■へッドレストを取りはずずとさは 



解除ボタンを押しなびら取りはずします。 


■フ□ント席のへッドレストの高さについて 



必ずへッドレストの中むび両耳のいちばん 
上のあたりになるよラ調整してください。 


■リャ中央席について 

使用するとをは、常に格納位置から一段上げた位置にしてください。 


已7 



























-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■へッ ドレストについて 

なのことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦へッ ドレストは、それぞれのシート専用のちのを使用する 
♦へッ ドレストを正しい位置に調整する 

♦へッ ドレストを調整したあとは、固定されていることを確認する 
♦へッ ドレストをはずしたまま走行しない 


已8 





1-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

シートアレンジ 


シートは状況に応じて次のようなアレンジを行うことびできまず。 
それぞれの説明ぺージを読んでか5巧ってください。 

■ リラックスモード 

参フ□ントシートをフラットにずる 

( 一 P. 61 ) 



■セカンドシートダブルフオールデイング 

♦セカンドシートを格納ずる（テーブルモード) 
( 一 P. 62 ) 



BTO13AR018 



已9 










1-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■サードシートの前倒し 

• サードシートを格納ずる（一 P . 67) 



■ ビックカーゴモード 

参セカンドシートとサードシートを格納ずる（一 P . 70) 
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I リラックスモードにずる 



固祖で車を停止させ、しっか0とパーキングブレーキをかける 
1111司フ□ントシートおよびセカンドシートのアームレストを使用し 
ているときは、格納（いちばん上に上げる）ずるレ P . 47、 P . 
已 3) 

固画回フ□ントシートのへッドレストをはずず（一 P . 已 7) 

固圆 I 互セカンドシートをいちばんうしろまで移動させる（一 P . 4日） 

固画!司フ□ントシートをいちばん前まで移動させる（一 P . 47) 

固祖互フ□ントシートの背もたれを後方いっぱいまで倒ず（一 P . 47) 
固圆1でシートを軽くゆさぶり、確実に固定されていることを確認ずる 


-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


I セカンドシートダブルフオールデイング 



固祖で車を停止させ、しっか0とパーキングブレーキをかける 
固圆 H ] フ□ントシートをいちばん前まで移動させる（一 P . 47) 

同画巧1 わヵンドシート のへ ッドレストを下げる（一 P . 已 7) 

HI 互セカンドシートのアームレストを使用しているときは、格納（い 
ちばん上に上げる）しまず（一 P . 已 3) 

固画回7人乗り車は、セカンドシート中央席シートベルトを格納ずる 
(一 P . 74) 



6人乗り車は、セカンドシートべ 
ルトのバックルを倒ず 


手でバックルを前ちいっぱいに倒す 


6吕 






















-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 





シートクッション後端のシート 
□ック解除ベルト （ n ) を前方へ 
引き、□ックを解除ずる 

ベルトを引いて、□ックを確実にはず 
します。 


シートクッションを前方へ引き起 
こず 

引を起こす途中でシートクッション 
を回転させると、シートクッションび 
□ックされ、ちど5なくなることびあ 
ります。 

. シートクッションび□ックされたと 
をは、シート□ック解除ベルトを引 
いて、□ックを解除します。 

背ちたれを水平の位置まで倒ず 
これでセカンド シー トびテーブル状 
態となります。 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 



4 WD 車の運転席側セカンドシー 
卜は、下記の手順に従って水平に 
なるまで倒しまず。 

□ 皆をたれをシートクッシヨンに 
あたるまで倒ず 

曰シートクッションを前方に巧ず 
0 背ちたれを水平になるまで倒ず 


周画丽 シートを軽くゆさぶり、確実に固定されていることを確認ずる 
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■ちとにちどすとさは 

固圆で車を停止させ、しっか0とパーキングブレーキをかける 
liiars u クライニングレバーを引いてわカンドシートの背ちたれを起 
こず。 



BTO13AR028 



4 WD 車の運転席側セカンドシー 
卜は、下記の手順に従って背をた 
れを起こしまず。 

n シートクッションを前方に押ず 
曰 U クライニングレバーを引いて 
背ちたれを起こず 


固祖司シートベルトおよびバックルび格納されていることを確認ずる 



シートクツシヨンの後端部を背を 
たれの下にちぐり込ませるよラに 
して後方へ倒ず 


手順 


-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 



6已 






























-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 



をしシートクッシヨンの後端部び 
浮いた状態で□ックされた場合 
は、次の手順に従って<ださい。 

n シート□ック解除べルトを引い 
て、一度シートクッシヨンを前 
方に引さ起こず 

曰シートクッシヨンの後端部を背 
ちたれの下にをぐり込ませるよ 
ラにして後方へ倒ず 

シートクッシヨン後端部び浮いた状 
態で□ックさせると、クッション後端 
部のフックび背ちたれに接触して、背 
もたれを傷付けるおそれびあります。 


シートクッシヨンを固定ずる 
シートクッシヨン前端部を押さえ付 
けます。 

シートクッシヨン下側のフック （ n ) 
びストライカー (0) にかかり、シー 
トクッシヨンび固定されます。 

シートクッシヨンの±台部分にちの 
を置かないでください。ちのび置かれ 
た状態でシートクッシヨンをちとに 
ちどすと、シートクッシヨンび確実に 
固定されません。 


Ifeildl 7 I シートクッションを軽くゆさぶり、確実に固定されていることを 
確認ずる。 
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-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


固祖 で車を停止させ、しっか0とパーキングブレーキをかける 
固圆 H ] セカンドシートの背もたれを前に倒ず（一 P . 49) 

因画巧 1 サードシート のへ ッドレストを下げる（一 P . 已 7) 

Ifeildl 4 1 サードシートの背ちたれを水平位置まで倒ず 

■車内からの操作 

U クライニングベルトを引きなび 
日、背をたれび水平になるまで前 
方いっぱいに倒ず 



バックドア側か！5の操作 



ストラップ （ n ) を引きなびら、 
背ちたれび水平になるまで前方 
いっぱいに倒ず 


固祖司シートを軽くゆさぶり、確実に固定されていることを確認ずる 
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1-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■ちとにちどすとさは 

leaiMi 1 1 車を停止させ、しっか0とパーキングブレーキをかける 
固画の わカンドシートの背もたれを前に倒ず（一 P . 49) 

固画回サードシートの背をたれを起こず 
►車内からの操作 



n 手で背をたれをいったん止まる 
位置まで起こず 

曰 U クライニングベルトを引い 
て、背ちたれの U クライニング 
位置を調整ずる 
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-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


ストラップ （ n ) を引いて背ちた 
れを起こし、 U クライニング位置 
を調整する 


►バックドア側からの操作 



運転する前に 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


I ビック カーゴモー ド 



固祖で車を停止させ、しっか0とパーキングブレーキをかける 
固圆 H ] フ□ントシートを前方に移動させる（一 P . 47) 

I 巧11131 セカンドシートとサードシート のへ ッドレストを下げる 
(一 P . 已 7) 

固画！互サードシートを前倒しずる（一 P . 已已、 P . 已 6) 

店团！司セカンドシートをいちばんうしろに移動させる（一 P . 49) 
固祖固セカンドシートをダブルフォールディングの状態にずる 
(一 P ' 62) 
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A 警告 

■シー トアレンジについて 

なのことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦必ず 平坦な場所でシフトレノ（一を P に入れて、ノ f ーキングブレーキを確実にか 
けてください。 

♦走行 中はシートアレンジ操作をしないでください。 

♦シ ートアレンジをしたあとは、シートを軽くゆさぶり確実に固定されているこ 
とを確認してください。 

♦シ ートのあいだにシートベルト、バックルび挟み込まれていなし)か確認してく 
ださい。 

♦シー トを移動させるとさは、シートの下に手や足を入れないでください。 

■フ ラットシートについて 

フラットにした状態で人や荷物をのせて走行しないでください。 

■セカンド シートダブルフォールディングについて 

♦テーブル 状態のまま走行しないでください。 

♦テーブルが 態になった背ちたれの上に絶巧に柔らないで<ださい。 

■サー ドシートの前倒しについて 

サードシートにすねるときは、必ずセカンドシートをちとにもどしてください。 

■ビック カーゴモー ドについて 
ラゲージスペースに人を乗せて走行しないでください。 

■セカンド シートおよびサードシートの格納について 

♦シートベルトび、 背もたれやシートクッシヨンに挟まれていなしにとを確認し 
て < ださい。 

♦シー トクッシヨンの上に荷物などをのせたままシートを格納しないでくださ 
し、。 

♦倒 したシートの背ちたれの上を走りまわらないでください。 


-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A ま意 

■シー トアレンジについて 

♦操作を するとをに、可動部や結合部に手や足などを挟まないよラにミ主意してく 
ださい。 

♦シートに 人び乗っている状態でシートアレンジ操作をしないでください。 
♦シート レールの上にマットなどを敷かないでください。 

■フ ラットシートについて 

♦背 もたれをもどすとさは、背もたれを押さえなびら U クライニング調整を行っ 
て < ださい。 

♦フ ラットにした状態でシートの上を走りまねらないでください。またシートの 
上を移動するとをは、シートの中央を踏んでゆっくり移動してください。 

■セカンド シートダブルフォールデイングについて 

♦セ カンドシートのシートクッシヨンを持ち上げたとをは、シートクッシヨンの 
±台部分に柔ったり、手や足を入れないで <ださい。 

♦ダ ブルフォールデイングしたセカンドシートのクッシヨンをもとにもどすと 
をは、手や足を挟まないよラにま意してください。 
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1-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

シー トペルト 


走行前にずベての柔員は必ずシートベルトを正しく着用してくださ 
い。 

■正しく着用するには 

• 肩部べルトを肩に十分かける 
首にかかったり、肩からはずれな 
いよラにしてください。 

• 腰部べルトを必ず腰骨のでき 
るだけほい位置に密着させる 

♦背をたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 

• ねじれびないよラにずる 

■着けち、はずしち（セカンドシート中央席を除く） 

n 固定 

"カチッ"と音びするまで差し込み 
ます。 

曰解除 

解除ボタンを巧します。 


■シートベルトの高さ調節（フ□ントシート） 

□ 上げる 
曰下げる 

"カチッ"と音びして固定される巧 
まで動かして < ださい。 





'辞除ボタ; 


己 TO13AR037 



己 TO13AR035 
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1-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


I セカンドシート中央席シートベルト （7 人乗り車) 

セカンドシート中央席にを、3点式シートベルト（分離格納式）び装備 
されています。使用するとさは、2ヶ巧あるプレートとバックルを下記 
の手順で各々確実に結合してください。また、使用しないときはプレー 
卜を確実にホルダーに格納してください。 


■着けち 



んだ/^ 



BT013CS002 


プレート2枚を矢印の方向に巧し 
て、 ホルダーから取り出ず 


プレート A をバックル A に挿し込 
み、結合ずる 

"カチッ"と音びするまで挿し込みま 
す。 
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■はずし方 



プレート目をバックル目に挿し込 
み、シートベルトを固定する 

"カチッ"と音びするまで挿し込みま 
す。 


バックル目の解除ボタンを押す 


プレート目をバックル A に挿し込 
む 

ベルトび急に巻を取られないよラに、 
必ずべルトを持ったままの状態でプ 
レートをバックルに挿し込んでくだ 
さい。 


手順 


手順 


手順 


-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


格納のしかた 

ベルトを持ち、ゆっくりと巻さちどしなびら、下記の手順でプレート 
をホルダーにしっかりと固定しまず。 




□ プレート A 、 日を重ねて、 プレー 
卜の金属部を先にホルダーに入 
れる 


曰重ねたプレートを矢印の方向に 
巧してホルダーに固定ずる 
確実に固定されるよう、図のように 
しっかりと挿し込みます。 

0プレー トが ホルダーに 確実に固 
定されているか、ベルトを上へ 
引っ張って確認する 


トベルトプリテンシ ヨナー (フ□ントシート) 



前方から強い衝突を受けたとさ、 
シートベルトを引さ込むことで適 
切な秉員拘束効果を確保しまず。 

前ちからの衝撃び弱いとをや、横やラ 
しろからの衝撃のとをは作動しない 
場合びあります。 
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□知識 


■緊急時シートベルト固定機構 

急停止や衝撃びあったとをベルトびロックされます。急に体を前に倒したり、 
シートベルトをすばやく引を出してちロックする場合びあります。一度ベルト 
を強く引いてからゆるめ、ゆっくり動かせばベルトを引を出すことびでをます。 

■おモさまのシートベルトの使いち 

この車のシートベルトは、シートベルトを装着するのに十分な、大人の体格を 
持った人用に設計されています。 

♦シートベルトび正しい位置で着用でをないルさなお子さまの場合は、おテさ 
まの体に合ったチャイルドシートを使用してください。（一 P . 111) 

♦シートベルトび正しい位置で着用でをるお子さまの場合は、シートベルトの 
着用のしかたに従ってください。（一 P . 73) 

■ シートベルトプリテンシヨナーについて 

シートベルトプ U テンシヨナーは一度作動しか作動しません。玉まを衝突など 
で連続して衝撃を受けた場合でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作 
動しません。 

■セカンドシート左ち席のシートベルトについて 


シートベルトを使用しないとをは、シート 
ベルトク U ップに挟み、プレートをク1」ッ 
プに巧し込んでください。 



■セカンドシート中央席のシートベルトび引を出せないとさは 

シートベルトを持ち、ベルトを矢印のち向 
に強く引いてから離すと引を出すことびで 
をます。 



-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

急ブレーキや事故の際のけびを避けるため、なのことを必ずお守りください。 

お守0いただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

■シー トベルトの着用について 

♦車に 乗るとさは全員びシートベルトを着用する 
♦シートベルトを 正しく着用する 

♦シートベルトは 1組につを一人で使用する 
おテさまでち1組のベルトを複数の人で使巧しない 

♦お テさまはセカンドシート、またはヴードシートに座らせてシートベルトを着 
用させるか、チャイルドシートを使用する 

♦背ち たれは必要し U 上に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 

♦肩部 ベルトを腕の下に通して着用しない 

♦腰部 ベルトはでさるだけない位置に密着させ着用する 
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A 警告 


■セカンド 中央席シートベルト（分離格納式）について （7 人柔り車） 

♦分離 格納式シートベルトを使用するとを 
は、プレート A とバックル A を結合して 
<ださい。 


♦分離 格納式シートベルトは、プレートびホルダーに確実に固定されるまで手を 
添えたまま格納してください。固定されるまで手を添えていただかないと、 
誤ってベルトび後席の乗員にあたるなどしてけびをするおそれびあります。 

♦分離 格納式シートベルトを格納するとをは、プレートを確実にホルダーに挿し 
込み、固定してください。正しく格納していないと、走行中にプレートび飛び 
出し、柔員にあたるなどしてけびをするおそれびあ0ます。 

■巧娠 中の女性の場合 

医師にミ主意事項を確認の上、必ず正し<着 
用してください。（一 P . 73) 

巧娠中のちち、通常の着用のしかたと同じ 
よラに、腰部ベルトび腰骨のでをるだけほ 
い位置にかかるよラにお腹のふくらみの下 
に着用してください。また、肩部ベルトは 
確実に肩を通し、お腹のふくらみを避けて 
胸部にかかるよラに着用してください。 
ベルトを正しく着用していないと、衝突し 
たとをなどに、母体だけでな<胎おまでび 
重大な傷害を受けた0、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあ0ます。 


■疾患の あるちの場合 

医師にま意事項を確認の上、化ず正しし请用をしてください。 




-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■お 子さまを柔せるときは 

おテさまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻を付い 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

誤ってそのよラな状態になってしまい、バックルからシートベルトびはずせな 
し、場合は、八サミなどでシートベルトを切断してください。 

■プリ テンシヨナー付シートベルトについて 

シートベルトプ U テンシヨナーび作動すると SRS エアバッグ/プ U テンシヨ 
ナー警告なび点なします。その場合はシートベルトを再使用することびでさな 
し、ため、 必ずトヨタ販売店で交換してください。 

■シー トベルトの損傷-故障について 

♦ベル トやプレート•バックルなどは、シートやドアに挟むなどして損傷しない 
よラにしてください。 

♦シー トベルトび損傷したとさはシートベルトを修理するまでシートは使用し 
ないで < ださい。 

♦プレートび バックルに確実に挿し込まれているか、シートベルトびねじれてい 
ないかを確認して<ださい。ラま<挿し込めない場合はただちにトヨタ販売店 
に連絡してください。 

♦ちし 重大な事故にあったとさは、明らかな損傷び見られない場合でち、シー 
卜.シートベルトを交換してください。 

♦プ U テンシヨナー付きシートベルトの取り付け、取りはずし、分解、廃棄など 
は、トヨタ販売店し U がでしないでください。 

不適切に扱ラと、正常に作動しなくなり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 
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1-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

八ンドル 


八ンドル位置を運転しやずいよラに調壁できまず。 


八ンドルを持ち、レバーを下げ 
る 


八ンドルを上下■前後に動かし、 
適切な位置にする 

位置びま定したら、レバーを上げ 
てパンドルを固定してください。 


A 警告 
■走行 中の警告 

走行中は八ンドル位置の調整をしないで<ださい。 

運転を誤0、死 t や重大な傷害につなびるよラな事故になるおそれびあ0ます。 

■/\ン ドル位置を調整したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと八ンドルの位置び突然かわり、死 t や重大な傷害につなびる 
よラな事故になるおそれびあります。 



日 TO13AR048 
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1-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

インナーミラー 


後続車のライトびまぶしいときは、 
(防眩）でさまず。 



レバーを操作して反射光を減少 

□ 通常使用状態 
曰防眩状態 


[上下調壁のしかた 



インナーミラー本体を持って、上 
下方向に調整ずる 


A 警告 
■運転 中の警告 

運転中は=ラーの調整をしないでください。 

運転を誤り、死 t や重大な傷害につなびるよラな事故になるおそれびあります。 
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1-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

ドア巧- 


スイッチで鏡面の角度を調壁できまず。 

S ラーを 遇ぶ 

□左 
0ち 

スイッチを操作して S ラーの鏡 
面を調整ずる 

0上 

Q 下 

且ち 

0ち 


f ドアミラーを格納ずるとさは 

ボタンを巧してドアミラーを格納 
する 

ちう一度巧すと、ちとの位置にちどり 
ます。 

n 格納状態 
0復帰状態 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


□知識 
■作動を件 

►スマートエント U -& スタートシステム装着ま 

"エンジンスタートストップ"スイッチびアクセヴ1」ーモード、またはイ 
グニッシヨン ON モードのとを 

►スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ACC " または " ON " のとを 

■ S ラーび量ったときは （ S ラーヒーター装着車） 

1」ヤウィンドウデフ ォッガーを 作動させると、5 ラーヒーターび 同時に作動し、 
曇りを取ることびできます。（一 P . 20己） 

■レインクリアリングミラー(レインクリアリングミラー装着車） 

鏡面に付着した水ミ商を膜状に広げる親水効果を持つコーティングを施してお 
り、雨天時における後ち視認性を向上させます。 

鏡面に巧れなどび付着すると親水効果は一時的に化下しますび、太陽光をあて 
ることにより付着した巧れを化学的に分解し、親水効果を徐々に回復させる機 
能も持っています。 

♦なのよラな場合、親水効果び化下しますび、晴天時に1 -2 曰間太陽光をあ 
てることで親水効果は徐々に回復します。親水効果を早く回復させたいとを 
は回復作業（一 P . 242) を行ってください。 

-鏡面に、巧れや異物び付着したり、素手でふれたり巧れた巧などでふいた 
とさ 

-洗車により鏡面に洗剤やワックスび付着したとを 
-地下' 屋内駐車場などの曰の当たらない場所に長時間駐車したとを 
♦なのよラな場合、親水効果び回復でをな<なります。十分注意して<ださい。 

-鏡面にシ U コーン入りの力ーメンテナンス商品び付着したとを 
-鏡面に傷を付けたとを 
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A 警告 

■走行して いるとをは 

走行中はなのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、運転を誤り思わめ事故の原因となって重大な傷害や死 
t につなびるおそれびあります。 

♦5 ラーの調整をしない 
参 5ラーを格納したまま走らない 

必ず走行前に運転席側および助手席側の5ラーを復帰して、正し <調整する 

■ S ラーが動いているとをは 

手をふれないでください。 

手を挟んで、けびや5ラーの故障などの原因になるおそれびあります。 

■ 5 ラーヒーターび作動しているとさは（ミラーヒーター装着車） 

鏡面び熱くなるのでみれないでください。 


A ミち意 

■レイン クリアリングミラーの取り扱いについて 
(レインクリアリング S ラー装着車） 

♦鏡面び 凍結したとさは、温水をかけるか、5ラーヒーターを作動させる （= 
ラーヒーター装着車のみ）などして解氷してください。 

親水膜の効果を持続させるため、鏡面の凍結部分はプラスチックの板などで削 
り落とさないでください。 

♦シ U コーン入りの撥水剤や油膜取り剤、ワックス、その他の力ーメンテナンス 
商品を使用する場合は、鏡面に付着させないよラ十分注意して<ださい。 

♦砂の ついた巧、油膜取り剤、研磨剤など、鏡面を傷付けるちのでこすらないで 
<ださい。 


-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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1-4. ドアガラス•ムーンルーフの開け方、閉めち 

ハでーウインドウ 


スイッチでドアガラスを開閉でさまず。 



I ウインドウ□ックスイッチ 



スイツチを巧して運転席じ(外のド 
アガラスを作動不可にずる 

おモさまび誤ってドアガラスを開閉 
することを防止でをます。 


BT014AR002 



口知識 
■作動を件 

►スマートエント U -& スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ’’スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

►スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ON " のとを 

■挟み込み防止機能 

ドアガラスを閉めているとをに、窓砕とドアガラスのあいだに異物び挟まると、 
作動び停止し、少し開をます。 
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-4. ドアガラス-ムーンルーフの開け方、閉め方 


■A ‘ワーウインドウを閉めることびでさないとさは 

挟み込み防止機能び異常に作動してしまい、ドアガラスを閉めることびでさな 
いとをは、閉めることびでさないドアのパワーウインドウスイッチで、下記の 
操作を行って < ださい。 

►スマートエント U-& スタートシステム装着車 

車を停止し、"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨン ON 
モードの状態でバワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引を続ける 
ことでドアガラスを閉めることびでをます。 

►スマートエント U-& スタートシステム非装着車 

車を停止し、エンジンスイッチを "ON" の状態でパワーウインドウスイッ 
チを「自動全開」の位置で引を続けることでドアガラスを閉めることびでをま 
す。 

♦上記の操作を行ってちドアガラスび閉まらない場合、挟み込み防止機能の初 
期化を;欠の手順で実施して < ださい。 

HI でパワーウインドウスイッチを「自動全閉」の位置で引を続け、ドアガ 
ラスを閉めたあと、さらにスイッチを己秒間引を続ける 

MM 21 パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で押し続け、ドアガ 
ラスを全開にしたあと、さらにスイッチを2秒間押し続ける 

UK 互再度、パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引を続け、 
ドアガラスを閉めたあと、さらにスイッチを2秒間引を続ける 

ドアガラス作動途中でスイッチから手をはなすと、最初からやり直しとなりま 
す。し i (上の操作を行っても反転して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検 
を受けてください。 

■"エンジンスタートストップ"スイッチ OFF (またはエンジンスイッチ 
"LOCK ") をの作動 

►スマートエント U-& スタートシステム装着ま 

"エンジンスタートストップ’’スイッチをアクセヴ U —モード、または 
OFF にしたあとでも、約43砂間ドアガラスを開閉でをます。ただし、その 
あいだに運転席ドアを開閉すると作動しなくなります。 
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ドアガラス-ムーンルーフの開け方、閉め方 


►スマートエント U-& スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを "ACC " または " LOCK" にしたあとでち、約43 
秒間ドアガラスを開閉でをます。ただし、そのあいだに運転席ドアを開閉す 
ると作動しなくなります。 


A 警告 


■ ドアガラスを開閉ずるとをは 


なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 



♦ドア ガラスを開閉するとをは、柔員の手、 
腕、頭、首などを挟んだ0巻を込んだ0 
しないよラにしてください。特にお子さ 
まへは手などを出さないよラ声かけをし 
て < ださい。 

♦お 子さまには、ドアガラスの操作をさせ 
ないでください。 

ドアガラスに挟まれたり巻を込まれたり 
して重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ0ます。 


■挟み込み 防止機能 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、乗員の手、腕、頭、首などを挟ん 
だりしないで < ださい。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ〇を険です。 

♦挟み込み 防止機能は、ドアガラスび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな 
い場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引を続けた状態で 
は作動しません。指などを挟まないよラにま意して < ださい。重大な傷害を受 
けるおそれびあ〇を険です。 
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頭上のスイッチでムーンルーフを開閉およびチルトアップ/ダウンず 
ることびでさまず。 

■ 開閉 


f 〇も 

み ^ 

瞒 

BT014AR004 

■チルトアップ/ダウン 

。托^ 

[口 峰 

没^ 

rf ^ 

BT014AR005 


n 開< 

全開手前の位置で停止します。 
全開にしたいとをは、スイッチを 
ちう一度巧してください。 

曰閉める 

途中で停止するとをは、スイッチ 
を軽く巧します。 

n チルトアップ 
曰チルトダウン 

途中で停止するとをは、スイッチ 
を軽く巧します。 


曰知識 
■作動を件 

►スマートエント U-& スタートシステム装着ま 

" エンジンスタートストップ’’スイッチびイグニッション ON モードのとを 

►スマートエント U-& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび "ON " のとを 

* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 


1-4. ドアガラス•ムーンルーフの開け方、閉め方 

ムーンルーフ* 
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ドアガラス-ムーンルーフの開け方、閉め方 


■"エンジンスタートストップ"スイッチ OFF (またはエンジンスイッチ 
■■ LOCK ") をの作動 

►スマートエント U-& スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ’’スイッチをアクセヴ U —モード、または 
OFF にしたあとでも、約43秒間ムーンルーフを開閉でをます。ただし、そ 
のあいだに運転席ドアを開開すると作動しな<なります。 

►スマートエント U-& スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを "ACC " または " LOCK" にしたあとでち、約43 
秒間ムーンルーフを開閉でをます。ただし、そのあいだに運転席ドアを開閉 
すると作動しなくなります。 

■挟み&み防止機首目 

ムーンルーフを閉めるとを、またはチルトダウンするとさに、ムーンルーフび 
異物の挟み込みを感知すると、作動び停止し少し開さます。 

■ムーンルーフを閉めることびでさないとを 

故障などで挟み込み防止機能び作動してしまい、ムーンルーフを自動で閉める 
ことびでさないとさは、スイッチを押し続けることで閉めることびでをます。 

■風切音のほ減 

自動で開けたときに停止する位置（全開手前位置）で走行すると、風切音を化 
減でをます。 
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■サンシエード 

手動で開閉でをます。ただし、ムーンルーフび開くとさは連動して開をます。 

■閉め忘れ警告ブザー 

►スマートエント U-& スタートシステム装着ま 

ムーンルーフび完全に閉まっておらず、"エンジンスタートストップ"ス 
イッチび OFF のとを、運転席ドアを開けると警告音び鳴ります。 

►スマートエント U-& スタートシステム非装着車 

ムーンルーフび完全に閉まっておらず、エンジンスイッチび "LOCK" の 
とを、運転席ドアを開けると警告音び鳴ります。 


-4. ドアガラス-ムーンルーフの開け方、閉めち 
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ドアガラス-ムーンルーフの開け方、閉め方 


■ムーンルーフが正常に閉ま S ないとさは 

下記の操作を行って < ださい。 

♦閉まるときに反車5し、閉じ切6ない場合 


na で車を停止ずる 

I巧11121 スイツチの CLOSE 側を巧し続ける。 


《1 


ムーンルーフび閉じ、再び開を、10砂間停止します。2その後再び 
閉じ、チルトアップし、1秒間停止します。チルトダウン後、いったん 
開いてから閉じます。 


1110] ムーンルーフび完全に閉まったことを確認し、スイッチから手 
を離ず 

♦チルトダウン時に反転し、閉じ切6ない場合 


HE 車を停止ずる 
m 互 スイ ツチの UP 側を巧し続け ’X 
プ位置にずる 


ムーンルーフをチルトアツ 


m 互スイッチから1度手を離し、再度 UP 側を巧し続ける。^1 

ムーンルーフびチルトアップの状態で10秒間停止し*2微調整後1 
砂間停止します。チルトダウン後、いったん開いてから閉じます。 


居11互ムーンルーフび完全に閉まったことを確認し、スイッチから手 
を離す 

* 1途中でスイッチから手を離すと、最初からやり直しとなります。 

‘X 210秒間停止した後にスイッチから手を離すと、それ(降オート作動でをな 
くなります。その場合は、スイッチの CLOSE 側または、 UP 側を押し続け 
てください。ムーンルーフびチルトアップし、1砂間停止します。その後、チ 
ルトダウンし、いったん開いてから閉じます。ムーンルーフび完全に閉まっ 
たことを確認したら、スイッ チけ ら手を離してください。 


し U 上の操作を行ってち反転して開じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検を受 
けて < ださい。 


9吕 











A 警告 


■ムーン ルーフを 開けているとをは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

♦走行 中はルーフから手や顔を出さない 
♦開 □部に腰かけない 

■ム ーンルーフを開閉ずるとさは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ムーン ルーフを開閉や、チルトダウンす 
るとさは、柔員の手、腕、頭、首を挟ん 
だり巻を込んだりしないよラに注意して 
ください。 

♦お 子さまには、ムーンルーフの操作をさ 
せないで < ださい。 

ムーンルーフに挟まれたり巻を込まれた 
りして重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 



-4. ドアガラス-ムーンルーフの開け方、閉め方 
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-4. ドアガラス-ムーンルーフの開け方、閉め方 


A 警告 

■挟み &み防止機首目 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、柔員の手、腕、頭、首などを挟ん 
だりしないで < ださい。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ D を険です。 

♦挟み込み 防止機能は、ムーンルーフび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動し 
ない場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを押し続けた状態 
では作動しません。指などを挟まないよラにま意してください。重大な傷害を 
受けるおそれびありを険です。 
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1- 已.給油のしかた 

給油□の開け方 


:欠の手順で給油□を開けてください。 

■ 給油する前に 

► スマートエント U -& スタートシステム装着車 
♦燃料の種類を確認してください（一 P . 96) 

• ドアと窓を閉めて、"エンジンスタートストップ"スイッチを 
OFF にしてください。 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
♦燃料の種類を確認してください（一 P . 96) 

• ドアと窓を閉めて、エンジンスイッチを " LOCK " にしてくだ 
さい。 

■給油□の開けち 

' 給油□を開ける 




キャップをゆつ<りまわして開 
ける 



9已 



























1- 已.給油のしかた 


キャップを八ンガーにかける 


BT015AR003 


■給油□①キャップを閉めるとさは 

キャップを"カチッ"と音びずる 
までまわして閉めます。 

手を離すと、キャップび逆ち向に少し 
おどります。 


口知識 

■燃料の種類 

無鉛レギ ユラー ガソ U ン 
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1- 已.給油のしかた 


A 警告 

■給油に ついて 

給油するとさは、なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ま 体などの金属部分にふれて体の静電気を除去する 
除去しないと、放電による火花で燃料に引火するおそれびあります。 

♦キャップを ゆるめたとさに、"シュー"といラ音びする場合は、その音び止まっ 
てからゆっ < り開けて < ださい。 

キャップを開けるとを、キャップのツマ5部分を持ち、ゆっくりと開けます。 
ゆっくりと開けないと、気温び高いとを給油□から燃料び噴を返すおそれびあ 
ります。 

♦給 ミ由□に、静電気を除去していない人を近付けない 

♦気化した 燃料を吸わないよラにする 
燃料の成分には、有害物質を含んでいるちのちあります。 

♦喫煙し ない 

引火して火災を弓 I を起こすおそれびあります。 

♦車内に ちどったり、帯電している人やちのにふれない 
再び帯電する可能性びあります。 

■給油 時のを意 

♦ふを こぼれを防ぐためし U 下の点にま意してください。 

-給ミ由□にノズルを確実に挿入する 
-継ぎ足し給油をしない 

♦そのほか、 ガソ U ンスタンド内に掲示されているを意事項を守ってください。正 
常に給油でをない場合は、スタンドの店員を呼んで指示に従ってください。 
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1-5. 給油のしかた 


A 警告 

■キャップ 交換時の警告 

トヨタ純正品し U 外のキャップを使用しないでください。 

純正品を使わないと火災などを引を起こし、その結果重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


A ま意 
■給油ず るとをは 

指定し U がのガソ U ンや他の燃料（粗悪ガソ1」ン.輕ミ由-打油-アルコール系燃 
料）を使用したり、燃料をこぼしたりしないでください。 

なのよ5な状態になるおそれびあ D ます。 

♦エン ジンの始動性び悪くなる 

♦エンジンからの 異音や振動など（ノッキング）び発生する 

♦エンジン 出力び低下する 

♦排気 制御システムび正常に機能しない 

♦燃料 系部品び損傷する 

♦塗装び 損傷する 
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1-6. 盜難防止システム 

エンジンイモビライザーシステム"^ 


キーに信号発信機び内蔵してあり、あ5かじめ登録されたキーじ(外で 
はエンジンを$台動でさません。 

車両か5離れる場合は、車内にキーを残さないでください。 


"エンジンスタートストップ" 
スイッチを OFF にずると、シス 
テムの作動を知 b せるためにイ 
ンジケーターび点滅しまず。 

登録されたキーを携帯し、"エンジ 
ン スタートストップ"スイッチ 
をアクセヴ I 」 ー モード またはイグ 
ニッシヨン0 N モードに すると シ 
ステムび解除され、インジケー 
ターび消なします。 


□知識 

■メンテナンスについて 

エンジンイモビライヴーシステムのメンテナンスは不要です。 

■システムが正常に作動しないとき 
♦キーび金属性のちのに接したり、覆われている 

♦キーび他の車両のセキュ U ティシステム用キー（信号発信機内蔵キー）と重 
なっているとさや接近している 

♦引つかかりなどにより、電気式ステア U ング□ックび施錠されたまま 


A ミち意 

■エンジン イモビライザーシステムを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常に作動しな 
し、おそれびあります。 

* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-7. ま全にお使いいただくために 

正しい運拓を勢 


:欠のま件にあつた正しい姿勢で運転してください。 

n まっすぐ座り、背をたれか b 
背を離さない（一 P . 47) 

曰シートをペダルび十分に踏み 
込めるよラな位置にずる 
(一 P ' 47) 

且各装置び操作しやずい背ちた 
れの角度にずる（一 P . 47) 
□ SRS エアバッグび自分の胸 
の方へ向くよラな八ンドルの 
位置にずる（一 P . 81) 
且へッドレストの中央び耳の後 
方になる（一 P . 已 7) 

曰シートベルトび正しく着用で 
きる（一 P . 73) 
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1-7. S 全にお使いいただくために 


A 警告 

■走行 中は 

♦走行 中は運転席の調整をしないで<ださい。 

運転を誤るおそれびありを険です。 

♦背 もたれと背のあいだにクッシヨンなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとを、シートベルトやヘッドレ 
ストなどの効果び十分に発揮されないおそれびありを険です。 

♦フロン トシートの下にものを置かないでください。 

ちのび挟まるとシートび固定されず、思わめ事故の原因となって、生命にかか 
わる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。また、調整機構の故障の原因 
になります。 

■シー トを調整ずるときは 

♦同柔 者びシートにあたってけびをしないよラにま意してください。 

♦シートの 下や動いている部分に手を近付けないでください。 

指や手を挟み、重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 
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1-7. ま全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは乗員に重大なを害びおよぶよラな強い衝撃を受け 
たときにふく 5み、シートベルトび体を拘束ずる働きと併せて乗員へ 
の衝撃を緩和させまず。 



□ 運転席 SRS エアバッグ/目力手席 SRS エアバッグ 
(運転者と目力手席乗員の頭や陶などへの衝撃を緩和） 

► SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ 
曰 SRS サイドエアバッグ 

(フ□ント席乗員の胸などへの衝撃を緩和） 

□ SRS 力ーテンシールドエアバッグ 

(フ□ント席と U ヤ外側席乗員の主に頭部への衝撃を緩和） 
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1-7. S 全にお使いいただくために 


□知識 

■ SRS エアバッグび作動ずると 

• SRS エアバッグとの接触により、巧撲やすり傷などを受けることびありま 
す。 

♦作動音とともに白いガスび発生します。 

♦フロント席、フロントピラーやルーフサイドレールの一部分などだけでなく 
エアバッグ構成部品（八ンドルの八ブ.エアバッグカバ— r ンフレーター） 
も数分間熱くなることびあります。エアバッグそのちのち熱くなります。 

♦フロントウインドウガラスび破損することびあります。 

■ SRS エアバッグび作動ずるとを（フ□ント SRS エアバッグ） 

♦フロント SRS エアバッグは、衝撃の強さび設定値够動も変おもしなし個定 
された壁に、約20〜30 km / h の速度で正面衝突した場合の衝撃の強さに 
巧当する値）し U 上の場合に作動します。 

ただし、なのよラな場合はエアバッグび作動する車まは設定値より高<なり 
ます。 

-駐車している車や標識のよラな衝撃によって移動やをおするちのに衝突 
した場合 

-もぐり込むような衝突の場合（例えば、車両前部びもぐり込む、下に入り 
込む、トラックの下敷をになるなど） 

♦衝撃を件によってはシートベルトプ U テンシヨナーのみ作動する場合びあ 
ります。 

■ SRS エアバッグび作動ずるとを 

(SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ） 

SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグは、衝撃の強さび 
設定値（約1 .5 t の車両び、約20〜30 km / h のを度で客室へ直角に衝突し 
た場合の衝撃の強さに相当する値）し U 上の場合に作動します。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


■衝突がで作動ずるとき 

なのよラな状況で、車両下部に強い衝撃を受けたとさち、フロント SRS エア 
バッグび作動する場合びあります。 



♦縁石や歩道の端など、固いちのにぶつ 
かったとを 

♦深い巧や溝に落ちたり、乗りこえたとを 

♦ジャンプして地面にぶつかったり、道路 
から落下したとを 


■ SRS エアバッグび作動しないとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

フロント SRS エアバッグは、側面や後ちからの衝撃-横転-またはな速での前 
ちからの衝撃では、通常は作動しません。ただし、それらの衝撃び前ちへの減 
速を十分に引を起こす場合には、フロント SRS エアバッグび作動することびあ 
ります。 



♦側面からの衝突 
♦後ちからの衝突 
♦横転 
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1-7. S 全にお使いいただくために 


I SRS エアバックが作動しないとさ 
( SRS サイド&力ーテンシールドエアバッグ） 

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分し U 外の側面に衝撃を受けたとをには、 
SRS サイド&カーテンシールドエアバッグび作動しない場合びあります。 

• 客室部分し U がの側面への衝撃 
♦斜めからの衝撃 



SRS サイド&力ーテンシールドエアバッグは、前ちや後方からの衝撃、横転、 
またはな速での側面からの衝撃では、通常は作動しません。 

►前方からの衝ま 
»後ちからの衝突 
»横転 



I トヨタ販売店に連絡び必要な場合 

なのよ5な場合には、修理•点検等び必要になります。でさるだけ早くトヨタ 
販売店へご連絡 < ださい。 

♦いずれかの SRS エアバッグびふくらんだとを 


>フロント SRS エアバッグはふくらまな 
かったび、事故で車両の前部を衝突した 
とを、または破損•変形などびあるとを 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■ トヨタ販売店に連絡が必要な場合 

なのよラな場合には、でさるだけ早くトヨタ販売店へご連絡ください。 
♦いずれかの SRS エアバッグびふくらんだとを 



♦ SRS サイド&力ーテンシールドエアバッ 
グはふくらまなかったび、事故でドア部 
分を衝突したとを、または破損•変形な 
どびあるとを 


♦八ンドルのパッド部分やダッシュボード 
の助手席 SRS エアバッグ付近び傷付いた 
D 、 ひび割れたり、その他の損傷を受け 
たとを 


• SRS サイドエアバッグび内蔵されている 
シート表面び傷付いたり、ひび割れたり、 
その他の損傷を受けたとさ 


♦ SRS 力ーテンシールドエアバッグび内蔵 
されているフロントピラー' U ヤピラー 
部•ルーフサイド部び傷付いたり、ひび 
割れたり、その他の損傷を受けたとを 
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1-7. S 全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦運転者と 柔員すべてびシートベルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのものです。 

♦助手席 SRS エアバッグは強い力でふくらむため、特に乗員びエアバッグに近 
付をすざると、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。乗員び SRS エアバッグのふくらむ場抓こ近い場合は特にを険です。 
シートの背もたれを調整して、シートをでさるだけ SRS エアバッグから離 
し、まっすぐに座ってください。 

♦お テさまびシートにしっかり座っていないと、 SRS エアバッグのふくらむ衝 
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。お 
モさまび小さくてシートベルトび使用でをないとさは、チャイルドシートで 
しっかり固定してください。 

おテさまはセカンドシートまたはヴードシートに乗せ、チャイルドシートまた 
はシートベルトを着用させることをおすすめいたします。（一 P . 111) 

参 シートの縁に座ったり、ダッシュボード 
にちたれかかった0しない 


♦お テさまを助手席 SRS エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない 

♦運転者 および助手席乗員は、ひざの上に 
何ち持たない 
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-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


■ SRS エアバッグについて 



• ドアやフロントピラー-センターピラー- 
U ヤピラー.ルーフサイドレールへ寄り 
かからない 


♦助手席では、 ドアに向かってひざをつい 
たり、窓から顔や手を出したりしない 
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1-7. S 全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

♦ダッシュ ボード.八ンドルのパッド部な 
どには何も取り付けたり、置いたりしな 
し'! 


• ドア-フ□ントガラス-ドアガラス•フ 
□ントピラー-センターピラー- U ヤピ 
ラー.ルーフサ イ ドレール. アシストグ 
U ップなどには何ち取り付けない（速度 
制限 ラベルを 除く（一 P . 319)) 


♦ SRS サイドエアバッグびふくらむ場所を覆ラよ5なシートアクセヴ U —を使 
用しないでください。エアバッグび展開する際、アクセヴ U —び干渉するおそ 
れびあ D ます。そのよラなアクセヴ U —びエアバッグび正常に作動するのをさ 
またげ、システムを不能にしたり、またはエアバッグび誤って展開したりし 
て、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦ SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強くたた<など過度の力を加え 
ないでください。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

♦ SRS エアバッグびふくらんだ直後は、構成部品び熱くなっているため、ふれ 
ないでください。 

♦ SRS エアバッグびふくらんだあとに、もし呼吸び苦しく感じたら、ドアやド 
アガラスを開けて空気を入れるか、安全を確認して車外に出て<ださい。皮膚 
の炎症を防ぐため、残留物はでさるだけ早く洗い流してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■SRS エアバッグについて 

SRS エアバッグが収納されているパッド部およびフ□ントピラーガーこ ッシュ 
部に傷が付いていたり、ひび割れがあるとをは、そのまま使巧せずトヨタ販売 
店で交換して < ださい。 

■改造 •廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、次の改造-廃棄をしないで<ださい。 

SRS エアバッグが正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場含死 t につながるおそれがあります。 

♦ SRS エアバッグの取りはずし-取り付け-分解-修理 

♦八ン ドル-インストルメントパネル-ダッシュボード•シート-シート表皮- 
フ□ントピラー-センターピラー- U ヤピラー-ルーフサイドレール周辺の修 
理■取0はずし-改造 

♦フ □ントフエンダー-フ□ントバンパー-車両客室側面部の修理、改造 

♦グ U ルガード（ブルバー-カンガルーバーなど）- P を雪装置-ウィンチなどの 
取り付け 

♦サスペンションの 改造 

♦ CD プレーヤー-無線機などの電化製品の取り付け 
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1-7. ま全にお使いいただくために 

子供き用シート 


子供専用シートの固定機構を使巧して、子供専用シートを固定ずるこ 
とびでさまず。 


I 知っておいていたださたいこと 

• 車の仕様やおモさまの年齢-体格に合わせて、適切なモ供専用シート 
をお選び < ださい。 

• モ供専用シートの取0付け方法および取0はずし方は、それぞれのモ 
供専用シートに付属の取0扱い説明書をお読み<ださい。 

• この車は200日年10月1曰施行の保安基準に適合した ISOFIX 対応 
チヤイルドシート固定専巧バーを標準装備していまず。 


I "子供専用シ-卜の適合性~覧表について 

■ 質量グループについて 

ECE R44 ’Xの基準に適合ずるモ供専用シートはおモさまの体重によ 
0;欠の已種類に分類されまず。 

グループ 0 : 10kg まで 

グループ 0+ : 13kg まで 

グループ I : 9 〜 18kg 
グループロ ：巧〜 2 已 kg 
グループの ： 22〜3 日 kg 

この本では代表的な次の3種類のモ供専巧シートをシートベルトで固 
定ずる方法を紹介します。 

《 ECE R 44 は、モ供専用シートに関する国際法規です。 

■サイズ等級、固定具について 

モ供専用シートに表示される分類記号と、それにとをなラ取0付け器 
具の記号にな0まず。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


►ベビーシート 



ECE R44 基準の グループ0、0+ 
に 相当 
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1-7. S 全にお使いいただくために 


質量 グループ 

着席位置 
(または他の場所） 

ヴードシート 

0 

(10 k 旨まで） 

|_] *2.4 

0+ 

(13 k 呂 まで） 

|_ ] * 2. 4 

I 

(9 〜1 8 kg ) 

L 2 * 己4 

n 

(1 己〜 2 己 kg ) 

L 3 * 2.4 

m 

(22 〜3 巨 k 呂） 

L 3 * 2.4 


質量グループ 

着席位置（または他の場所） 

フロントシート 

セカンドシート 

日人乗 D ま 

7 人乗り車 

助手席 

左ち席 

左ち席 

中央席 

0 

(10 k 旨まで） 

X 

U *3 

U *3 

X 

0+ 

(1 吕 k 邑まで） 

X 

U *3 

U *3 

X 

I 

(目〜 1 8 kg ) 

前向き UF * 1.2 

U *2.3 

U *2.3 

X 

ラしろ向を X 

n 

(1 己〜 2 己 kg ) 

UF * 1.2 

U *2.3 

U * 2, 3 

X 

n 

(22-36 kg ) 

UF * 1.2 

U *2.3 

(J * 2, 3 

X 


運転する前に 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


♦ 表に記入する文字の説明 

U :この質量グループでの使用を許巧された況用（ユニバーサル）カテコ‘ U —の子供 
専用シートに適しています。 

UF :この質量グループでの使用を許巧された況用（ユニバーサル）カテコ‘ U —の前 
向を子供専用シートに適しています。 

L 1 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正 NEO G-Child ISO baby 」、 
「トヨタ純正 NEO G - Child に日 tether 」 、「トヨタ純正 NEO G-Child baby 」 
(201 2年7月頃発売予定）に適しています。 

L 2 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正 NE 0 G-Child ISO 
tether 」、 「トヨタ純正 NE 日 G-Child baby 」 但〇12年7月頃発売予定）に適 
しています。 

L 3 :この質量グループでの使用を許巧された「トヨタ純正ジュニアシート」に適し 
ています。 

X :子供専用シートを取り付けることはでさません。 

* 1:フ□ントシートの背ちたれを直立状態にする。 

フ□ントシートをいちばんうしろに下げる。 


を.. 子供専用シートを取り付ける隙は、へッドレストをはずす。 

3 :セカンドシートの背ちたれを直立状態にする。 

セカンドシートをいちばんうしろに下げる。 


* 4 :ヴードシートの背もたれを子供専用シートが搭載できるところまで倒す。倒した 
状態で子供専用シートを搭載し、安定するところまで背ちたれを起こす。 

表に記載されていない子供専用シートを使用する場含は、子供専用シート製造業ちまた 
は販売業ちにご相談ください。 

モ供専用シートの装着に隙しては子供専用シートの取扱い説明書わご確認ください。 
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1-7. S 全にお使いいただくために 


I シート位置別モ供専用シートの適合性一覧表 
aSOFIX 対応トップテザーアンカーでの取り付け) 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

車両に OFIX 位置 

セカンドシート左ち席 

キヤ1」コット 

F 

に日/ L 1 

X 

白 

IS 0/ L 2 

X 

0 

(1 日 k 旨まで） 

E 

IS 0/ R 1 

IL 1 * 

が 

(13 k 邑まで） 

E 

IS 0/ R 1 

IL 1 * 

D 

IS 0/ R 2 

IL 2 * 

C 

IS 0/ R 3 

IL 2 * 

I 

(目〜1 8 kg ) 

D 

IS 0/ R 2 

X 

C 

ISO/R 吕 

X 

臣 

IS 0/ F 2 

IUF * , IL 2 * 

巨1 

IS 0/ F 2 X 

IUF * . IL 2 * 

A 

に日 / F 3 

IUF * , IL 2 * 

n 

(1 己〜2己 kg ) 


(1) 

X 

m 

に2〜36喊 


(1) 

X 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


♦ 表に記入する文字の説明 

(1) :サイズ等級表示 （ A から G ) のない子供専用シートの各シート位置での侶日 FIX 
対応子供専用シート固定機構の取り扱いについては、子供専用シート製造業ちま 
たは販売業ちにご相談ください。 

IUF :この質量グループでの使用を許巧された況用（ユニバーサル）カテコ‘リーの 
に日 FIX 対応の前向さ子供専用シートに適しています。 

IL 1 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正 NE 日 G - Child に 日 
baby 」、 「トヨタ純正 NE 日 G - Child 侶 日 le 呂」 （201 2年7月頃発売予定）に 
適しています。 

IL 2 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正 NE 0 G-Child ISO leg 」 
(201 2年7月頃発売予定）に適しています。 

X :子供専用シートを取り付けることはでをません。 

キ:子供専用シートを取り付ける隙は、ヘッドレスト対まずす。 

セカンドシートをいちばんうしろに下げる。 

セカンドシートの背ちたれを子供専用シートび搭載で去るところまで倒す。倒し 

た状態で子供専用シートを搭載し、安定するところまで背わたれを起こす。 

モ供専用シートの装着に隙しては子供専用シートの取扱い説明書ちご確認<ださい。 


[旧 OFIX モ供専用シートのリスト 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

侶0円 X 子供専用シート 

カテ j ’ u — 

0 (10 k 巨まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 0 G-Child 
ISO baby 

準況用 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 0 G-Child 
ISO leg 

に日 12 年 7 月頃発売予定） 

準況用 


E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 0 G-Child 
に日 baby 

準況用 

0+ (13 k 巨まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 0 G-Child 



D 

IS 0/ R 2 

ISO leg 

準況用 


C 

IS 0/ R 3 

に012年7月頃発売予定） 
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1-7. S 全にお使いいただくために 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

倍0円 X テ供専用シート 

カテゴリー 

I (目〜 18 k 邑） 

巨 

IS 0/ F 2 

トヨタ純正 NE 0 G-Child 
ISO leg 

に012年7月頃発売予定） 

準況用 

巨1 

IS 日/ 
F 2 X 

A 

IS 0/ F 3 


口知識 

■旧0円X対応チャイルドシート固定専用バーについて 

この車に標準装備されている侶0円 X 対応チャイルドシート固定専用バーは、 
ECE R 44 に適合している子供専用シートの取り付け専用です。それし U がのち 
のを使用することはでをません。 

■モ巧専用シートの選択-使用について 

♦おテさまに最適なテ供専用シートについては、テ供専用シート製造業ち、ま 
たは販売業者にご相談 < ださい。 

♦おテさまび成長し、適切にシートベルトび着用でさるよラになるまでは、お 
テさまに合ったテ供専用シートを使用してください。 

♦体び十分大をく、子供専用シートび不必要なおテさまは、セカンドシート、 
またはヴードシートに乗せて車のシートベルトを使用してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■シートベルトで取り付けるタイプの子供専用シートの選択について 

「シート位置別テ供専用シート適合性一覧表」（一 P . 113)を参照し、子供専用 
シートを取り付け可能な位置と、対応するテ供専用シートの種類（記号）をご 
確認の上、適したちのを選択してください。 

■ ECE R44 適合の旧 OFIX 対応子巧専用シートの選択について 

「シート位置別テ供専用シートの適合性一覧表」（一 P . 11已）を確認して、適切 
なシートを選択してください。 

m [互おテさまの体重から、該当する「質量グループ」を確認する 

(例 1) :体重び 12 k 目の場合、質量グループは「〇+」になります。 

(例 2) ；体重び1已 k 有の場合、質量グループは「 I 」になります。 

leJMI 21サイズ等級を選択する 

mi でで確認した「質量グループ」から該当するサイズ等級を確認しまず。& 

(例 1) :質量グループび「〇+」の場合、サイズ等級はに」 ' の」 •「 E 」 
び該当します。 

(例 2) ；質量グループび「 I 」の場合、サイズ等級は 「 A 」 •旧」•旧1」 - 
に」 • 「□」び該当します。 

※ただし、該当のサイズ等級でち適合性一覧表の r 車両旧 OFIX 位置」に「 X 」と記 
載されているちのは還択でさません。また、 nu と記載されている場合は 、 nsoFix 
モ供専用シートの U スト」 UP . 11日）で指定されている製品を使用してくださ 
しん 



子供専用シートに表示されているマーク/ 
ラベルを確認して、基準に適合したシート 
であることを確認する 

ミ化用（ユニバーサル）テ供専用シートには、 
なに示すマーク-ラベル類び表示されてい 
ます。^ 

^表示されている位置-記号などは、商品に 
より異なります。 
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1-7. S 全にお使いいただくために 


nisoFix 対応テ供専巧シートであること 
をのす表: 

サイズ等級び示されています。（表示され 
る文字は、製品により異なります） 

garni 21 で確認したサイズ等級に適合し 
ているものを選択してください。 

0ミ化用（ユニバーサル）テ供専用シートの 
認可 マーク 

UNIVERSAL は況用品の認可であること 
をあらわし、併せて、巧象となるお子さ 
まの体重の範囲び記載されています。 

且トップ テヴー(一 P .121) を示す マーク 
商品の取り付け装置の位置により、意匠 
は異なります。 


■旧0円X対応子供専用シートの種類（サイズ等級別) 


A - IS 0/ F 3 

全高前向を幼お用チャイルドシート 

B - IS 0/ F 2 

低型前向を幼お用チャイルドシート 

B 1- IS 0/ F 2 X 

ほ型前向を幼お用チャイルドシート 
( B - IS 0/ F 2 と別あ状のもの） 

C - IS 0/ R 3 

大型ラしろ向を幼お巧チャイルドシート 

D - IS 0/ R 2 

ル型うしろ向を幼お用チャイルドシート 

E - IS 0/ R 1 

ラしろ向を乳お用チャイルドシート 

F - IS 0/ L 1 

左向を位置巧チャイルドシート（キャ U コット） 

G - IS 0/ L 2 

ち向さ位置用チャイルドシート（キャ U コット） 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


白知識 

■助手席にモ巧専用シートを取り付けるとを 

やむを得ず助手席に子供専用シートを取り付ける場合には、助手席シートをし:! 
下のよラに調整し、テ供専用シートを前向をに取り付けてください。 


♦背ちたれを直立状態にする 
♦シートをいちばん5しろに下げる 

♦シートベルトの高さをいちばん化い位置 
まで下げる 


■キヤリコツトについて 

キヤ U コツトは横向さに取り付けることのでをるベビーシートのことです。 
詳し<はテ供専用シート製造業者または販売業者にお尋ね<ださい。 



A 警告 

■モ供 専用シートを使用しない場合 

♦モ供 専用シートを使巧しないとをであってち、シートに適切にしっかりと取り 
付けた状態にしてください。ゆるめた状態で客室内に置くことは避けてくださ 
い。 

♦子供 専用シートの取りはずしが必要な場合は、車両からはずして保管するか、 
ラゲージルーム内に、容易に動かないように収納して<ださい。 
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1-7. ま全にお使いいただくために 

チャイルドシートの取り付け 


シートベルトを正しく着用でさないルさなお子さまを乗せるとさは、 
チャイルドシートをお使いください。お子さまのををのために、チャ 
イルドシートはリヤシートに取り付けてください。 

取り付け方法は、必ず商品付属の取扱書に従ってください。 





シートベルトによる取り付け 
(一 P .122) 


ISOFIX 巧応チヤイルドシート 
固定専用バー（一 P .123) 

窓側のセカンドシートの座席に装 
備されています。（固定専用バーび 
装備されていることを示すタグび 
シートに付いています） 


トップテヴーアンカー 
(一 P .123) 

テヴーべルトを固定するとをに使 
います。 

トップテヴーアンカーは窓側のセ 
カンドシートの座席に装備されて 
います。 
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-7. 安全にお使いいただくために 


(シートベルトで固定ずる 




チヤイルドシートにシートベルト 
を取り付け、プレートをバックル 
に"カチッ"と音びずるまで挿し 
込む。ベルトびねじれていないよ 
ラにずる 

チヤイルドシートに付属の取扱書に 
従い、シートベルトをチヤイルドシー 
卜にしっかりと固定させてください。 

チヤイルドシートにシートベルト 
の固定装置び備わっていない場合 
は、□ッキングクリップ刷売）を 
使用して固定ずる 

□ツキングク U ツプの購入にあたっ 
ては、トヨタ販売店にご相談くださ 
しん（□ツキングク U ツプ品ま： 

731 19-2 吕〇 10) 


取り付け後はチャイルドシートを前後左ちにゆずり、しっかりと固定さ 
れていることを確認してください。 
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1-7. S 全にお使いいただくために 


旧〇円 X 対応チヤイルドシート固定専用バ ー& トップテザーアンカーで固定する 





へッドレストを取りはずず 


シートをいちばんラしろまで移動 
させたあと、チャイルドシートを 
取り付けやずいよラに、1」クライ 
ニングレバーを引さなび5、背を 
たれを後方に倒ず 


固定専用バーの位置を確認して、 
チヤイルドシートをシートに取り 
付ける 

固定専用バーは、シートクッションと 
背ちたれのあいだにあります。 

チヤイルドシートの取り付け金具を 
チヤイルドシート固定専用バーに取 
り付けます。 

取り付けち法は、それぞれの商品付属 
の取扱書に従ってください。 

チヤイルドシートを取り付けた後、 
背ちたれおよびシートクッションと 
チヤイルドシートのあいだにすを間 
びでをないよラ、背ちたれの角度を調 
整します。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 




トップテヴーアンカーにフックを 
固定し、テヴーベルトを締める 
テヴーベルトをピンと張り、フックび 
しっかり固定されているか確認しま 
す。 


取り付けたチヤイルドシートを前 
後左ちにゆずり、確実に取り付け 
られていることを確認ずる 


口知識 

■旧0円 X 対応チャイルドシート固定専用バ ー& トップテザーアンカーについて 

この ISO 円 X 対応チャイルドシート固定専巧バ ー& トップテヴーアンカーには、 
道路運送車両のなを基準に適合する子供専用シート（侶0円 X 対応チャイルド 
シート固定専用バー&トップテヴーアンカー対応のトヨタ純正チャイルドシー 
卜）を取り付けることをおすすめします。チャイルドシートの選択にあたって 
はトヨタ販売店にご相談ください。 
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1-7. S 全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートについて 

♦事故 や急停止の際、効果的に保護するために、必ずおテさまの年齢や体の大を 
さに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してください。お子さ 
まを腕の中に抱くのはチャイルドシートの代わりにはなりません。事故の際、 
おテさまびフ□ントウインドウガラスや乗員、室内の装備にぶつかり、重大な 
傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦お テさまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用して U ヤシー 
卜に取り付けてください。 

♦たとえ チャイルドシートに座らせていても、ドアやシート、センターピラー- 
1」ヤピラー、ルーフサイドレール付近にお子さまの頭や体のどの部分ちちたれ 
かけないよラにしてください。 SRS エアバッグびふくらんだ場合、大変を険 
であ0、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦チャイルドシートに よっては、取り付けびでをない、または取り付けび困難な 
場合びあります。必ずチャイルドシートに付属の取扱書をよ<お読みの上、確 
実に取り付け、使用ち法をお守りください。使用ち法を誤ったり、確実に固定 
されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶか、最悪の 
場合死 t につなびるおそれびあります。 

■チャイルド シートを取り付けるとさは 

♦お 子さまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻を付い 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルからシートベルトびはずせな 
い場合は、八サミなどでシートベルトを切断してください。 

♦シ ートベルトとバックルび固定されていて、ベルトびねじれていないか確認し 
て < ださい。 

♦チャイルドシートを 前後左右にゆすって、しっかり固定されているか確認して 
<ださい。 



1吕已 





1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チ ヤイルドシートを取り付けるときは 



♦助手席には チャイルドシートを5しろ向をに取り付けないでください。 

ラしろ向をに取り付けていると、事故などで助手席 SRS エアバッグびふくら 
んだとを、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。助手席側のサンバイヴーに、同内容の警告文び表示されています。 

併せてご覧ください。 
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1-7. S 全にお使いいただくために 


A 警告 

■チ ャイルドシートを取り付けるときは 

♦やむ を得ず助手席に前向をにチャイルド 
シートを取り付ける場合には、助手席 
シートをいちばん5しろに下げて取り付 
けて < ださい。 

助手席 SRS エアバッグはかなりの速度と 
力でみ<らむので、お守りいただかない 
と、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。 

♦ジュニア シートを使巧している場合は、肩部べルトび常にお子さまの肩の中む 
にくるようにしてください。ベルトを首から離すとともに肩から落ちないよう 
にして < ださい。お守りいただかないと事故や急ブレーキの際に重大な傷害や 
死 t につなびるおそれびあ D を険です。 

♦旧 0円 X 対応チャイルドシート固定専用バーを使用するとをは、周辺に障害物 
びないか、シートベルトび挟まっていないかなどを確認してください。 

■チャイルド シートを使巧しないときは 

♦車両に チャイルドシートを搭載するとをは、適切なち法で確実にシートに取り 
付けてください。（一 P . 122、 123) チャイルドシートを使用しない場合で 
も、シートにしっかり固定されていない状態で、客室内に置くことは避けてく 
ださい。 

♦チャイルドシートの 取りはずしび必要な場合は、車両から降ろしてな管する 
か、ラゲージルーム内に収納し、しっかりと固定しておいてください。 
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運巧するとをに 2 


2-1 .運転のしかた 

運転にあたって . 130 

エンジン（イグニッション） 
スイッチ 

(スマートエント U — St スタート 

システム装着車） . 140 

エンジン（イグニッション） 
スイッチ 

(スマートエント U — St スタート 

システム非装着車） . 14已 

才ートマチック 

トランスミッション . 148 

方向指示レバー . 1已3 

パーキングブレーキ . 1已4 

ホーン（警音器） . 1已已 

2-2 .メーターの見方 

計器類 . 1已目 

表示灯/警告灯 . 160 

ドライブ モニター . 164 


2-3. ランプのつけ方-ワイパーの 


使い方 

ランプスイッチ . 168 

フ□ントフォグランプ 
スイッチ . 172 

ワイパー&ウォッシヤー 
(フ□ント） . 173 

ワイパー&ウォッシヤー 

(U ャ) . 177 

2-4. その他の走行装置の 
使い方 

4 WD オートモード . 179 

クルーズコント□ール . 180 

運転を補助する装置 . 184 

2-5. さまざまな状況での運転 

荷物を積むとをのま意 . 190 

寒冷時の運転 . 192 
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2-1 .運転のしかた 

運拓にあたって 


安を運転をむびけて、次の手順で走行してください。 

■エンジンをかける （^ P . 141、 145) 

■発進する 

固圆1でブレーキペダルを踏んだまま、シフトレバーを D にずる 
UP . 148) 

固画回パーキングブレーキを解除ずる（一 P .154) 

固画互ブレーキペダルか日徐々に足を離し、アクセルペダルをゆっ 
<り踏み発進ずる 

■ 停車する 

固画田シフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む 
固画互必要に応じて、パーキングブレーキをかける 

長時間停車する場合は、シフトレバーを P または N にします。（一 P .148) 

■ 駐車する 

固画田シフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む 
拒丽 H 可 シフトレバーを P にずる(一 P .148) 

お道の途中で駐車をする場合は、化要に応じて輪止めを使用してくださ 
し)。 

固画回パーキングブレーキをかける（一 P . 巧 4) 

固画囚エンジンを停止ずる 

► スマートエント U -& スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にしまず。 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチを " LOCK " にしまず。 

固圆 I 司キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる 
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2-1 .運転のしかた 


I "上り坂の発進のしかた 

I お Ml 1 1 プレーキペダルを踏んだまま、ノ（ーキングブレーキをしっかりか 
け、シフトレバーを D にずる 
IE31IWI 2 I アクセルペダルをゆっくり踏む 

mmj ] 車び動さ出ず感触を確認したら、ノ（ーキングブレーキを解除し発 
進ずる ^ _ 

U 知識 

■雨の曰の運転について 

♦雨の曰は視界び悪くなり、またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなっ 
たりするので、慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 

♦雨の曰の高速走行などでは、タイヤと路面のあいだに水膜び発生し、八ンド 
ルやブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにしてく 
ださい。 

■走行中のエンジン回転数について 

しツ下の場合、走行中にエンジン回転数び高くなることびあります。これは走行 
状況にあわせてシフトアップの制限、またはシフトダウンの実施を自動的に行 
ラためで、急加速を示すちのではありません。 

♦車両び上り坂、または下り坂を走行していると判断したとを 
♦アクセルペダルを離したとを 

♦スポーツモード選択時にブレーキペダルを踏んだとを 

■運転標識の取り付け 

磁石式の初む者運転標識や高齢者運転標識などを、樹脂バンバーやアル5ボ 
デー部に取り付けることはでをません。 



131 










2-1 .運転のしかた 


■ 環境に配慮した運転をずるには 

環境に配慮した運転をしているとを、エコドライブインジケーターランプび点 
灯します。化要しツ上にアクセルペダルを踏んだとをや停車中は消なします。 

なの場合、エコドライブインジケーターランプは作動しません。 

♦シフトポジションび D しツがのとを（パドルシフト装着車は、パドルシフト使 
用時） 

♦走行モードび通常走行モードまたはエコドライブモードし U 外のとを 
♦車速び約 100 km / h 1；(上 のとき 
►アナ□グ メーター 




A 警告 

■発進ず るとさは 

ブレーキペダルをしっかり踏み込んだまま、シフトレバーを操作してください。 
ク U —プ現象で車び動を出すのを防ざます。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■運転ず るとをは 

♦踏み 間違いを避けるため、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を巧握しな 
い状態で運転しないでください。 

-アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思わ 
め事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

-後退するとをは体をひねった姿勢となるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にでをるよ5ま意してください。 

-車を少し移動させるとをも正しい運転姿勢をと D 、 ブレーキペダルとアク 
セルペダルび確実に踏めるようにしてください。 

. ブレーキ ペダルはち足で操作して<ださい。左足での ブレーキ 操作は緊急 
時の反応び遅れるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
♦燃え やすいちのの上を走行した D 、可燃物付近に車を停めた D しないで<ださ 
し、。排気管や排気ガスは高温になり、可燃物び近くにあると乂巧になるおそれ 
びありを険です。 

♦シフト レバーを前進側のシフトポジションに入れたまま惰性で後退したり 、 R 
に入れたまま惰性で前進することは絶巧にやめてください。 

エンジンび停止し、ブレーキの効さび悪くなったり、八ンドルび重くなったり 
して、思わめ事故や故障の原因になるおそれびあります。 

♦車内で 排気ガス臭に気づいたら、ドアガラスを開け、バックドアび閉まってい 
ることを確認してください。多量の排気ガスび眠気を招き事故の原因になるほ 
か、重大な健康障害や死 t に至るおそれびあ〇を険です。すみやかにトヨタ販 
売店で点検整備を受けて<ださい。 

♦車両び 動いているあいだは、シフトレバーを P に入れないでください。 
トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコントロールびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦車両び 前進しているあいだは、シフトレバーを R に入れないでください。 
トランス5ッシヨンにダメージを与えたり、車両のコントロールびでをなくな 
るおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦車両び 後退しているあいだは、シフトレバーを D に入れないでください。 
トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコントロールびでをなくな 
るおそれびあ0ます。 

♦走行 中にシフトレバーを N にすると、トランスミッションとエンジンの動力伝 
達び解除され、エンジンブレーキび効かな<なります。 

♦通常 走行時は、走行中にエンジンを停止しないでください。走行中にエンジン 
を停止してち八ンドルやフレーキの操作は可能ですび、操作力補助びな<な0 
ます。その場合は八ンドルとブレーキの操作び困難になるため、ま全を確認し 
た上で、すみやかに道路脇に停車して<ださい。 

なお、通常の方法で車両を停止することびでさないよラな緊急時は、 P . 342 
を参照してください。 

♦急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フットブレーキを連続して使いすざると、ブレーキびオーバーヒートして正常 
に機能しなくなります。（一口.148) 

♦坂道で 停まするとをは、前後に動を出して事故につなびるのを防ぐため、ブ 
レーキペダルやパーキングブレーキを使用してください。 

♦走行 中は八ンドル、シート、ドア5ラー、インナーミラーの調整をしないでください。 
運転を誤り、おわめ事故の原因となって重大な傷害や死 t のおそれびあり危険です。 

♦重大な 傷害や死 t のおそれびあるので、すべての同乗者び頭や手、その他の体 
の一部を車から出さないよラにしてください。 

♦オフ □ー ド走行をしないでください。 

やむを得ずオフ□ー ドを走行するとをは、慎重に運転してください。 

• ミ度ミ可などの水中走行はしないで < ださい。 

電装品のショートやエンジンの破損など、重大な車両故障の原因になるおそれ 
びあ0ます。 

♦シートの 上や付近に荷物を置いて走行しないで<ださい。 

急ブレーキ時や、旋回時などに荷物び飛び出したりして乗員にあたったり、荷 
物を破損したり、荷物に気をとられたりして、思わめ事故につなびるおそれび 
ありを険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■ずべ りやずい路面を運転ずるとをは 

♦急 ブレーキ-急加速-急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の制御びでさな 
<な0、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦急激な アクセル操作、シフトチェンジによるエンジンブレーキやエンジン回転 
数の変化は、車び横すべりするなどして、思わめ事故につなびるおそれびあ0 
を険です。 

♦水たまり 走行後はブレーキペダルを軽く踏んでブレーキび正常に働くことを 
確認してください。ブレーキバッドびめれるとブレーキの効をび悪くなった 
り、めれていない片方だけび効いたりして八ンドルをとられ、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ0を険です。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を付けてください。 

シフトレバーび P または N 1；(がにあると、車び急発進し、思わめ事故につな 

びるおそれびあ〇を険です。 

■継続的に ブレーキ付おか6警告音（キーキー音）び発生したときは 

でさるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け、フレーキパッドを交換してくださ 

し、。必要なとさにパッドの交換び行われないと、□ーターの損傷につなびる場 

合びあります。 

パッドやローターなどの部品は、役割を果たすと共に摩耗していさます。摩耗 

の限界をこえて走行すると故障を引を起こすばかりでなく、事故につなびるお 

それびあります。 



13 已 





2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■停車ず るとをは 

♦空ぶ かしをしないでください。 

シフトレバーび P または N 1；(がにあると、車び急発進して思わめ事故につな 
びるおそれびありを険です。 

♦長時間 エンジンをかけたままにしないでください。どラしても必要な場合は、 
開かれた場所に車を停め、排気ガスび車内に入ってこないことを確認して < だ 
さい。 

♦まび 動を出すことによる事故を防ぐため、エンジン回転中は常にブレーキぺダ 
ルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。 

♦坂道で 停車するときは、前後に動き出して事故につなびるのを防ぐため、常に 
ブレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。 

♦停ま 中に空ぶかしをしないでください。排気管び過熱し、可燃物び近くにある 
と火災につなびるおそれびありを険です。 

■駐車ず るとをは 

♦炎天下では、 メガネ、スプレーちや炭酸飲料の宙などを車内に放置しないで< 
ださい。放置したままでいると、なのよ5なことび起こるおそれびありを険で 
す。 

-スプレー宙からガスびちれた0、出火する 

-プラスチックレンズ•プラスチック素材のメガネび、変形またはひび割れ 
を起こす 

-炭酸飲料の宙び破裂して車内を巧したり、電気部品びショートする原因に 
なる 

♦ライターを 車内に放置したままにしないでください。ライターを車内に落とし 
たままにしておくと、荷物を押し込んだりシートを動かしたとさにライターの 
操作部び誤作動し、火災につなびるおそれびありを険です。 

♦ウイン ドウガラスなどには吸盤を取り付けないでください。また、インストル 
メントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないで<ださ 
し、。吸盤や容器びレンズの働ををして、車両火災につなびるおそれびありを険 
です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦シルバー 色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウイ 
ンドウを開けたまま放置しないでください。直射日光び曲面ガラスの内側に反 
射し、レンズの働ををして火災につなびるおそれびありを険です。 

♦車から 離れるときは、必ずパーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P にし 
てエンジンを停止し施錠してください。 

エンジンびかかっているあいだは、車から離れないでください。 

♦エンジン 回転中または停止直後は排気菅にふれないで<ださい。 

やけどをするおそれびあ0ます。 

♦降雪 時や雪び積ちった場所では、エンジンをかけたままにしないでください。 
まわ0に積ちった雪で排気ガスび滞留して車内に入0、重大な健康障害や死 t 
にをるおそれびありを険です。 

■排気ガス について 

排気ガスには無色'無臭で有害な一酸化炭素に □) び含まれているため、排気ガ 
スを吸い込むと重大な健康障害や死 t に至るおそれびありを険です。 

♦排気び 悪い場所ではエンジンを停止して<ださい。 

特にま庫内など囲まれた場所では排気ガスび充満し、重大な健康障害や死こに 
まるおそれびあ〇を険です。 

♦排気管は とをどを点検してくださしん排気管の腐食などによる巧や亀裂、およ 
び継ぎ手部の損傷、また、排気音の異常などに気づいた場合はおずトヨタ販売 
店で点検整備を受けて<ださい。そのまま使用すると排気ガスび車内に侵入 
し、重大な健康障害や死 t にをるおそれびありを険です。 

■仮 旧ずるとをは 

必ずエンジンを停止してください。 

エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アク 
セルペダルを踏み込んだりして、事故やエンジンの異常過熱による火災び発生 
するおそれびあります。さらに、風通しの悪い場所に停めると、排気ガスび車 
内に侵入し、重大な健康障害や死 t にまるおそれびありを険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■ブレーキを かけるとさは 

♦万ー エンジンの停止などによりフレーキ倍力装置び機能しないとをは、他の車 
に近付いたりしないでください。また、下り坂や急カーブを避けてください。 
この場合ブレーキは作動しますび、通常よりち強 < 踏む必要びあります。また 
制動距離ち長< なります。 

♦万ー エンジンび停止したときは、フレーキペダルをくり返し踏まないでくださ 
し、。ペダルを踏むたびに、ブレーキのアシストカの蓄えを使い切ってしまいま 
す。 

♦ブ レーキシステムは2つの独立したシステムで構成されており、一ちの油圧シ 
ステムび故障してち、ち5—ちは作動します。この場合、ブレーキペダルを通 
常よ0強<踏む必要びあり、制動距離び長<な0ます。一ちのフレーキシステ 
ムしか作動していなしが態で走行しないでください。ただちにブレーキの修理 
を受けてください。 

■万一脱輪した とさは （4 WD 車） 

いずれかのタイヤび宙に浮いているとをは、むやみに空転させないでください。 

駆動系部品の損傷や車両の飛び出しによる思わめ事故につなびるおそれびあり 

ます。 


A ま意 

■運転 中は 

♦運転 中にアクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏まないでください。アク 
セルペダルとブレーキペダルを同時に踏むと、駆動力を抑制する場合びありま 
す。 

♦坂道で 停車するために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとブレー 
キペダルを同時に踏んだりしないでください。 

■駐車ず るとをは 

必ずシフトレバーを P にしてください。 P にしておかないと、車び動を出した 
り、誤ってアクセルペダルを踏み込んだとをに急発進するおそれびあります。 


138 







2-1 .運転のしかた 


A ま意 

■部品の 損傷を防ぐために 

♦パワー ステア U ングモーターの損傷を防ぐため、八ンドルをいっぱいにまねし 
た状態を長く続けないでください。 

♦ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとをは、でさる 
だけゆっくり走行してください。 

■ 走行中にタイヤ占りくンクした5 

なのよラなとさはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっかり 
持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

♦八ン ドルびとられる 
♦異常な 振動びある 
♦車両び 異常に傾く 

タイヤびパンクした場合の対処法は、 P . 301、または P . 313をご覧ください。 

■冠 水路走行に関ずるミち意 

大雨などで冠水した道路では、なのよラな重大な損傷を与えるおそれびあるた 
め、走行しないでください。 

♦エンス トする 

♦電装 品びショートする 

♦水を 吸い込んでのエンジン破損 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったとさは必ずトヨタ販売 
店でなの点検をして < ださい。 

♦ブレーキの 効を具合 

♦エンジン、 トランスミッション、トランスファ ー(4 WD 車）、デイファレン 
シャルなどのオイルやフルードの量および質の変化 

♦プ □ペラシャフト (4 WD 車)、各ベア U ング、各ジョイント部などの涵滑不良 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン(イク’ ニ ッシヨン)スイッチ(ス 7- にントリ-の夕-トシステム装詰) 


電子キーを携帯して巧の操作を行うことで、エンジンの始動または" 
エンジンスタートストップ"スイッチのモードを切りかえることが 
でさまず。 

■" エンジンスタートストップ"スイッチのモード切りかえ 

ブレーキ ペダルを踏まずに"エンジンスタートストップ"スイッチ 
を巧ずと、"エンジンスタートストップ"スイッチのモードを切り 
かえることびでさまず。（スイッチを巧ずごとに"エンジンスタート 
ストップ"スイッチのモードび切りかわりまず） 

□ OFF 

非常点滅なび使用でをます。 

シフトレバーび P じ(外のとをは 
OFF になりません。 

0アクセサ U —モード 

アクセヴ U —ソケットなどの電装 
品び使用でをます。 

スイッチ上のインジケーターび憧 
色に点なします。 

且イグ ニッシヨン ON モード 
すべての電装品び使用でをます。 

スイッチ上のインジケーターび憧 
色に点なします。 
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2-1 .運転のしかた 


■エンジンのかけち 

[ Him パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
固画回シフトレバーび P の位置にあることを確認ずる 
お Ml 3 I ブレーキぺ夕レをしっかり踏む 

スイッチ上のインジケーターび緑色に点なします。 

緑色に点なしていないとエンジンは始動しません。 

iHRI " エンジンスタートストップ"を巧ず 

完全にエンジンび始動するまでブレーキペダルを踏み続けてください。 
"エンジンスタートストップ"スイッチのどのモードからでちエンジ 
ンを始動でをます。 

■エンジン停止のしかた 

16311 Ml 1 I 車両を停止させる 

固画回シフトレバーを P の位置にずる（一 P .148) 

固画回パーキングブレーキをかける（一 P . 巧 4) 
nan " エンジンスタートストップ"スイッチを巧ず 
固画]互ブレーキペダルから足を離した状態にして " エンジンス 
タートス h ップ"スイッチのインジケーターび消なしてい 
ることを確認ずる 


シフトレバーが P の位置に(外でエンジンを停止したときは 

シフトレバーび P の位置じ(外でエンジンを停止させた場合、エンジンは 
停止しますび、"エンジンスタートストップ"スイッチのモードは OFF 
になりません。次の手順で OFF にしてください。 

固圆1でパーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
固画互シフトレバーを P の位置にずる（一 P .148) 

お Ml 3 1 " エンジンスタートストップ"スイッチのインジケーターび程 
色に点灯していることを確認し、"エンジンスタートストップ" 
スイッチを1回巧ず 

EligT 4 l " エンジンスタートストップ"スイッチのインジケーターび消 
打していることを確認ずる 
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2-1 .運転のしかた 


□知識 


■ステア U ング□ックについて 

" エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にしたあとにドアを開閉すると、 
ステア U ングロック機能によりパンドルび固定されます。"エンジンスタートス 
トップ"スイッチを操作すると、ステア I 」ングロックは自動で解除されまず。 

■ステアリング□ックを解除ずるには 

ステア U ングを左ちに動かしなびら、"エン 
ジンスタートストップ"スイッチを押し 
て < ださい。 

ステア U ングロックび解除されていないと 
をは、"エンジンスタートストップ"ス 
イツチのインジケーターび緑色に点滅しま 
す。 



■ステアリング□ッ クモーターの 才 一/ ヒート 防止について 

短時間にエンジン始動-停止をくり返すと、モーターのオーバーヒート防止の 
ために作動を制限することびあります。その場合は操作を控えてください。 

10砂程度でちとの状態にちどります。 

■エンジンが始動しないときは 

イモビライヴーシステムび解除されていない可能性びあります。（一 P . 9日） 

トヨタ販売店へご連絡 < ださい。 

■" エンジンスタートストップ"スイッチ上のインジケーターが撞色に点滅したときは 

システムに異常びあるおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受け 
て < ださい。 

■自動電源 OFF 機能 

シフトレバーび P にあるとを20分し iLh アクセヴ U —モードにしたままにして 
おくと"エンジンスタートストップ"スイッチび自動的に OFF になります。 

■" エンジンスタートストップ"スイッチの操作について 


142 


" エンジンスタートストップ"スイッチを操作するとをは、短く確実に押して 
ください。確実に押せていない場合は、モードの切りかえやエンジン始動びで 
さない場合びあります。また、確実に操作すれば押し続ける必要はありません。 









2-1 .運転のしかた 


■クランキンクホールド機旨目について 

エンジン始動操作をしてすぐに手を離すと、エンジンび始動するまでスター 
ターの回転を最大約30秒間な持します。 

" エンジンスタートストップ’’スイッチを押したままでも、スターターの回転 
は最大で約30砂間です。約30砂経過してもエンジンび始動しない場合は、ス 
ターターの回転を停止します。その場合は、ちラー度エンジンの始動操作をし 
て < ださい。 

■電子キーが正常に働かないときは 

一 P . 332 

■ 電子キーの電池の消耗について 

一 P ' 28 

■電子キーの電池が切れたとさは 

一 P . 277 

■スマートエントリー&スタートシステムが正常に働かないおそれのある状況 

一 P ' 34 

■ご留意いただきたいこと 

一 P' 2日 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるときは 

必ず運転席に座って行ってください。このとをましてアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
こにつなびるおそれびあります。 

■走行 中の警告 

エンストなどで車両滑走状態になったとさは、車両び安全な状態で停止するま 
でドアを開けたり、□ック状態にしたりしないでください。ステア U ング□ッ 
ク機能び作動し、思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ0ます。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■ 緊急時のエンジン停止ち法 

走行中にエンジンを緊急停止したい場合には、"エンジンスタートストップ" 
スイッチを2秒しツ上押し続けるか、素早く 3回し:!上連続で押してください。 
(一 P ' 342) 

ただし、緊急時しツ外は走行中に"エンジンスタートストップ"スイッチにふ 
れないでください。走行中にエンジンを停止してち八ンドルやブレーキの操作 
は可能ですび、操作力補助びな<な0ます。その場合は八ンドルとフレーキの 
操作び困難になるため、ま全を確認した上で、すみやかに道路脇に停車して< 
ださい。 


A ま意 

■バッテリー あびりを防止ずるために 

エンジンびかかっていないとをは、"エンジンスタートストップ"スイッチを 
アクセヴ U - モードまたはイグニッシヨン ON モードにしたまま長時間放置し 
ないでください。 

■エンジンを 始動ずるとを 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、ひんぱんにエンストする場合は、ただち 
にトヨタ販売店で点検を受けてください。 

■" エンジンスタートストップ"スイッチの操作について 

‘‘エンジンスタートストップ’’スイッチ操作時に引っかかりなどの違和感びある 
とさは、故障のおそれびあります。すみやかにトヨタ販売店にご連絡ください。 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン(イク’こジシ3ン)スイッチ(ス7-卜 I ントリイスタ-トシステム;隱謂) 


□ LOCK " ( OFF ) 

-ステア U ング □ ックびかかりま 
す。 

-シフトレバーの位置び P のとを、 
キーを抜き挿しすることびでをま 
す。 

旦 " ACC " 

アクセヴ U —ソケットなどの電装 
品が使用でをます。 

且 " ON " 

すべての電装品び使用でをます。 

□ START " 

エンジンが始動でをます。 


■エンジンのかけ方 

固圆 m パーキングブレーキがかかっていることを確認する 
固画回シフトレバーが P の位置にあることを確認する 
IfeitJI 3 1 ブレーキぺ夕 V レをしっかり踏む 
固画囚エンジンスイッチを " START " の位置にまねす 


■エンジンスイッチの位置 




14已 




















2-1 .運転のしかた 


□知識 

■キーを “ ACC " か6 " LOCK " にまわずには 

I 巧 H 1 1 I シフトレバーが P の位置にあるこ 
とを確認する 

Ifeirdl 2 l キーを押し込みながら " LOCK " ま 
でまわす 



■ステアリング□ックを解除ずるには 



ステア U ングを左ちに動かしながら、キー 
をまねして < ださい。 


■エンジンが始動しないとをは 

^ P . 328 

■キー巧さ忘れ警告ブザー 

キーが挿してあり、エンジンスイッチが " ACC " または " LOCK '■ のとを、 
運転席ドアを開けると警告音が鳴ります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるとをは 

必ず運転席に座って行ってください。このとさみしてアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 


A ミち意 

■バッテリー あびりを防止ずるために 

エンジンびかかっていないときは、エンジンスイッチを " ACC " または" ON " 
にしたまま長時間放置しないでください。 

■エンジンを 始動ずるとを 

♦一度に 30秒し iLb スターターをまわさないでください。 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、ひんぱんにエンストする場合は、ただち 
にエンジンの点検を受けてください。 
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2-1 .運転のしかた 

オート7チックトランスミッション 


► スマートエント U -& スタートシステム装着車 

エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モード 
のとを、ブレーキペダルを踏んだまま操作します。 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

^エンジンスイッチび " ON " のとを、ブレーキペダルを踏んだまま操 
作します。 

■シフトポジシヨンの使用目的 


シフトポジション 

目的および状態 

P 

駐車またはエンジン始動 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

通常走行* 

M 

7速スポーツシーケンシャルシフトマチックモード走行 
(一 P .150) 


&燃費向上や騒音の低減のために、通常は D ポジシヨンを使用してください。 


状況に応じてシフトポジションをお選びください。 
■シフトレバーの動かしち 
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2-1 .運転のしかた 


■ 走行モードの選択 

走行使用条件にあわせて;欠のモードを選択でさまず。 

スポーツモード装着車の場合、通常はスポーツモードび OFF の状 
態（メーター内の SPORT モード表示灯び消なしている状態）で 
使巧します。燃費性能など、経済性を重視した走行びでさまず。 

n スポーツモード* 

► 巳 VT スポーツモー ド装着車 

カーブのをい山道や高速で走行 
するとをに適しています。ス 
イッチを巧すと、メーター内の 
SPORT モード表示なび点なし 

ct^ 9 〇 

►ダイナ5ックスポーツモード 
装着車 

CVT (トランス S ッシヨン）、 
TRC (トラクシヨンコント □— 
ル）、 EPS (電動パワーステア 
リング）が連動し作動します。 
カーブの 多い山道などでス ポー 
ティーな走行をするとをに適し 
ています。スイッチを押すと、 
夕—内の SP 日 RT モード表 
示灯び点灯します。 

曰エコドライブモード 

エアコンの作動を抑え、燃費を向 
上させる走行に適しています。ス 
イッチを押すと、メーター内の 
ECO M 日 DE 表示灯が点灯します。 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-1 .運転のしかた 


■ 7 速スポーツシーケンシャルシフトマチックモードでの変速段切りかえ 

シフトレバーを M の位置にして、シフトレバーまたはシフトパドルを操 
作します。 

► シフト レバー 



□シフトアップ 
日シフトダウン 

シフトレバーを操作するごとに1段 
ずつ変速します。 

1〜7のあいだで選択されている変 
速段びメーターに表示されます。 


n シフトアップ 
曰シフトダウン 

シフトパドルを操作するごとに1段 
ずつ変速します。 

1〜7のあいだで選択されている変 
速段が ーターに表示されます。 


1已〇 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 













































2-1 .運転のしかた 


□知識 

■ 7 速スポーツシーケンシャルシフトマチックに関ずる自動変をについて 

-エンジン回転数び上びりすざないよラに自動的に]段シフトアップされます。 

-エンジン回転数び下びりすざないよ5に自動的に]段シフトダウンされます。 

■シフトダウン制限警告ブザー 

(7 速スポーツシーケンシャルシフトマチックモード走巧時） 

ま全や走行性能を確保するため、シフト操作には制限びあり、シフトレバーを 
操作してもシフトできない場合びあります。シフト操作によるシフトダウンび 
行われない場合は警告ブヴーび鳴ります。 

■ リバース警告ブザー 

シフトレバーを R に入れるとブヴーび鳴り、 R にあることを運転者に巧らせま 
す。 

■シフトレバーを P か5シフトでさないとさは 

一 P . 330 

■クルーズコント□-ルを使って走行しているとさ* 

シフトレバーを D から M にシフトしてちエンジンブレーキは効をません。 

エンジンブレーキを目的に7速スポーツシーケンシャルシフトマチックモード 
走行中で M 6 または MS 、 M 4 へ シフトダウンしてもクルーズコント ロールび 
解除されないためエンジンブレーキは効をません。 

■シフトレバーを M にしてち、シフトポジシヨン•シフトレンジ表示なの M が点な 
しないとさは 

システム異常のおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けて<だ 
さい。この場合、シフトレバーを D にしているとをと同じ制御になります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-1 .運転のしかた 


■ M ポジションで走行中に停車したときは 

■停車すると自動的に Ml にシフトダウンされます。 

-停止後走行するとをは Ml からの発進となります。 

-停止後は M 1に固定されます。 

■—時のなスポーツシーケンシャルシフトマチックモードについて 

シフトレバーを D の位置で走行中、シフト 
パドルを操作することにより任意のを速段 
を選択することびでをます。この場合、シ 
フトポジション-シフトレンジ表示なに D 
び点灯し、変速段び表示されます。 

-時的な スポーツシー ケンシャルシフトマ 
チックモードはなの状態になると解除され 
ます。 



♦同一変速段で、アクセルペダルを一定時間しツ上踏み続けたとを 
♦アクセルペダルを大をく踏み込んだとを 
♦シフトバドルのシフトアップ側を一定時間!;(上押し続けたとを 
♦車両停止状態のとを 

■ G AI - SHIFT について 

♦ GAI - SHIFT は、運転者の運転操作と走行状況により、自動的に適切な変速 
比-ギヤ段切りかえを行います。 

• G AI - SHIFT は、シフトレノ（一を D にしているときに自動的に作動します。シ 
フトレバーを M にすると、機能び解除されます。 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作や、シフト操作を行わないで<ださい。エンジンブレーキカ 
の急激な変化が、横すベりやスピンの原因になりますので注意して<ださい。 


1已2 




























2-1 .運転のしかた 

方向指示レバー 


n 左折 
曰ち折 

曰左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまでち側方向指示な 
び点滅します。 

口ち側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまでち側方向指示な 
び点滅します。 


白知識 
■作動を件 

►スマートエント U -& スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ’’スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

►スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ON " のとを 

■ 表示なの点滅び異常に速くなつたとをは 

ち向指示灯の電球び切れていないか確認して<ださい。 




1已3 





















2-1 .運転のしかた 

パーキングブレーキ 



n ノ（ーキングブレーキびかかる 


ち足でブレーキペダルを踏みなび 
ら、左足でバーキングブレーキレ 
バーをいっぱいまで踏み込みま 
す。 

曰ノ（ーキングブレーキび解除さ 
れる 


バーキングブレーキびかかってい 
る状態で、再度バーキングブレー 
キを踏み込みます。 


白知識 

■パーキングブレーキモ 解除警告 ブザー 

一 P . 294 


■を季のパーキングブレーキの使用について 

一 P ' 192 


A ま意 
■走行 前のま意 

ノてーキングブレーキを完全に解除してください。 

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品び過熱し、ブレー 
キの効をび悪くなったり、早く摩耗したりするおそれびあります。 


1已4 






















1 .運転のしかた 

:ーン（警音器) 



曰知識 

■/\ンドル位置を調整したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 
固定び不十分だとホーンび鳴らない場合びあ0ます。（一 P . 81) 



1已已 
















2-2 .メ ーターの見方 

計器類 


►アナ□グメーター* 



" エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨン ON 
モードにずるとメーターび点灯*しまず。 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを " ON " にずるとメーターび点灯*しまず。 
n タコメーター 

毎分のエンジン回転数をおします。 

0スピードメーター 
車両の走行速度を示します。 

0燃料計 

燃料残量をおします。 

Q 表お切りかえボタン 

オドメーター/卜 U ップメーター/メーター照度調整/ドライブモニターの表 
示を切りかえることびでをます。一 P . 1已9 


1已6 


:グレー ド等により メーターの 意匠や メーターの 点な箇所は異なります。 





















2-2. メーターの見方 


曰シフトレンジ表示、エコドライブインジケーターゾーン表示、オド 
六ーター、卜 U ップーター、一夕一照度調整、ドライブモニター 
♦シフトレンジ表示 
選択されているシフトレンジを表示します。 

♦ エコドライブインジケーターゾーン表示 

環境に配慮したアクセル操作（エコ運転）の範囲と、現状のアクセル開度を 
表示します。（- > P .166) 

•オドメーター 

走行した総距離を表示します。 

♦ 卜 U ップーター 

U セットしてからの走行距離を表示します。区間距離は、卜 U ップ A 、 トリッ 
プ目の2種類で使い分けることがでをます。 

♦ 六一夕一照度調整 

ーターの照度を調整することがでさます。 

♦ ドライブ モニター 

走行に関する様々な情報を表示します。 UP . 164) 



1已7 




2-2. メーターの 見方 


►オプテイト□ン;ーター 



n タコ六ーター 

毎分のエンジン回転数を示します。 

曰スピード 一夕一 
車両の走行速度を示します。 

且燃料計 

燃料残量を示します。 

□ 表お切りかえボタン 

オド;< ー ター/ 卜 U ップメーター/メーター 照度調整/ドライブ モニターの 表 
示を切りかえることびでをます。 -^ p . 1已目 
且シフトレンジ表示、エコドライブインジケーターゾーン表示、オド 
六ーター、卜 U ップーター、ーター照度調整、ドライブモニター 
♦シフトレンジ表示 
選択されているシフトレンジを表示します。 

♦ エコドライブインジケーターゾーン表示 

環境に配慮したアクセル操作（エコ運転）の範囲と、現状のアクセル開度を 
表示します。 （^ P . 166) 


1已8 






















2-2. メーターの見方 


♦オド メーター 
走行した総距離を表示します。 

• トリップメーター 

U セットしてか6の走行距離を表示します。区間距離は、卜 U ップ A 、 卜 U ッ 
プ B の2種類で使い分けることびでをます。 

• メーター 照度調整 
メーターの照度を調整することびでさます。 

• ドライブ モニター 

走行に関する様々な情報を表おします。 UP . 164) 


表示切りかえボタン 


ボタンを巧ずごとに次のよラに切りかわりまず。 

n オドメーター 



□ 卜 U ップ メーター 八※ ] 

B 卜 U ップメーター巨※] 

□ メーター 照度調整表示 X ’2 
《1長巧しで0にちどります。 
※吕長押しで照度を調整でをます。 
且ドライブ モニター 表示 
(^ P . 1 64) 


么 ミち意 


■エンジン や構成部品への損傷を防ぐために 

♦タコ メーターの針びレツドゾーン（エンジンの許容回転数をこえている範囲） 
に入らないよラにしてください。 

♦水温 警告打び点滅または点なしたとをは、オーバーヒートのおそれびあるの 
で、ただちに安全な場所に停車してください。（一 P . 338) 



1已9 






































2-2. メーターの見方 

表おな/警告巧 


メーター. センターパネル内の表示丹/警告口でお車のげ況をお知5 
せしまず。 

次のイラストは、説明のためずベての表示'幻/警告'幻を示していま 
ず。 

►アナ□グ >夕一* 



►オプテイト□ンーター 
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:グレード等によ0メーターの意匠は異な0ます。 

































2-2. メーターの 見ち 


► センターパネル 



運転するとをに 
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2-2. メーターの 見方 


■表示な 

システムの作動状況を表示しまず。 


- r ^ 方向指示表示な 
々みレ P . 153 ) 


尾な表示な（一 P . 1 日 8 ) * 

八イビーム表示な 
(一 P ' 1 68 ) 

4 フロントフォグランプ 

《じ表示な* (一 P . 172 ) 


ミ D03 
1〇 


巧 


(点激 


SPORT 


ECO 

MODE 


セキユ U テイ表示な* 
UP . 99 ) 

SP 日 RT モード表示口* 
UP . 149 ) 

ECO M 日 DE 表示口 
UP . 149 ) 


4 WD オートモード 
AjIUy 表示な* UP . 17 目) 


13881 


エコドライブインジケーター 
ランプレ P . 1 32 ) 



クルーズコント□ール 
表示な* (一 P . 180 ) 


固 


(点滅) 


ス U ップ表示な 
(一 P ' 1 85 ) 



の 


シフトポジション-シフトレンジ表示口 
* (^ P . 1 已〇) 


クルーズコント□ールセツ 
卜表示な* (^ P . 180 ) 


VSC OFF 表示口 

辭 UP . 186 ) 


《1 

TRC 

OFF 


TRC OFF 表示口 
UP . 186 ) 


《2 

A も I 水温表示な 


《 1 作動確認のために"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッ 
シヨン日 N モード（スマートエント U — &スタートシステム装着車)、ま 
たはエンジンスイッチを"日 N " (スマートエント U — &スタートシステ 
ム非装着車）にすると点灯し、数秒後またはエンジンをかけると消灯しま 
す。点灯しない場合や点灯したままのとをはシステム異常のおそれがあり 
ます。トヨタ販売店で点検を受けてください。 


《 2 エンジン;令却水温び低いとさは、青く点灯します。 
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* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
































2-2. メーターの見方 


■警告な 

万一のシステム異常などを警告します。 （^ P . 294) 


《 《 《 

1 よ- II 口 1 〇 1 

1( ①) 

1を 

が 11(©) 

1 。 

* 

1、の1 

麻色 

点減-点巧） 

& & 

ホ《: 

* 

ホ 


(点ミ威） 

1 ぶ 11®! II が 1 

1 與 

ず i | 

1 ，JJ 4 WD 1 

恩 


(点滅） 



(点減） 

(点な） 



※作動確認のために"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッショ 
ン日 N モード（スマートエント U — Si スタートシステム装着車)、またはエ 
ンジンスイッチを"日 N " (スマートエント U — Sl スタートシステム非装着 
車）にすると点灯し、数秒後またはエンジンをかけると消灯します。点灯し 
ない場合や点灯したままのとをはシステム異常のおそれびあります。トヨタ 
販売店で点検を受けて < ださい。 


A 警告 

■ 安全装置の警告巧が点なしないとをは 

ABS や SRS エアバッグなどのま全装置の警告なび、"エンジンスタートス 
トップ"スイッチをイグニッシヨン ON モード（スマートエント U -& スター 
トシステム装着ま)、 またはエンジンスイッチを " ON " (スマートエント U - 
&スタートシステム非装着車）にしてち点なしない場合や点なしたままの場合 
は、事故にあったとさに正しく作動せず、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けて<だ 
さい。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-2. メーター の見方 

ドライブ モニター 


ドライブモニターは、走行に関ずるさまざまな情報を表示しまず。 


• 瞬間燃費（一 P . 1 64) 

♦平均燃費、エコドライブ 
インジケーターゾーン表示 
(^ P . 1 64) 

• 平均車速（一 P . 1 65) 

• エコドライブインジケーター 
ランプユーヴーカスタマイズ 
表示（一 P . ] 65) 



[表示切りかえ 



項目を切りかえるには、表お切り 
かえボタンを巧しまず。 


n 

km/L 

夕■夕 

inn 

tu.u 


現在の瞬間燃費を表示しまず。 


• 平均燃費、エコドライブインジケーターゾーン表示 

EC 。 面 iP —1コ |エコドライブインジケーターゾーン表示と平均燃費 
n AVG - km/L を表示します。 

S-i ••し巧 

-^ U セツトするには、平均燃費表示中に表示切りかえボタ 

ンを1秒！;(上押します。 

-表示される平均燃費は、参考として利用してください。 
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2-2. メーターの 見ち 


平ち車速 


ぞつ AVG . 

km/h 

S ■さ 

しぶ 


通算の平均車速を表おします。 

I 」セツトするには、平均車速表示中に表示切りかえボタン 
を1秒じ(上巧します。 


• エコドライブインジケーターランプユーヴーカスタマイズ画面 

エコドライブインジケーターランプの点打/消灯 
をキャンセルずるには、エコドライブインジケー 
ターランプユーヴーカスタマイズ画面表示中に、 
表示切りかえボタンを1秒じ(上巧しまず。 

L , P a 己 P P 


n 


《■夕 E 

ZO 口.- • 
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2-2. メーターの 見方 


白知識 

■エコドライブインジケーターゾーン表示について 


環境に配慮したアクセル操作（エコ運転）の 
範囲と、現状のアクセル開度を表示します。 
エコ運転中は、エコドライブインジケー 
夕ーランプ （ n ) び点なします。 
アクセルの踏み過ざなど、エコ運転の範囲 
をこえた場合には、エコドライブインジ 
ケーターゾーン表示（且）のち側び点滅し、 
エコドライブインジケーターランプび消な 
します。なお、なの3つのを件を満たすと 
作動します。 

• D で走行中（パドルシフト装着車は、 
パドルシフト未使巧時） 

♦走行モードび通常走行モードまたは 
エコドライブモード 

♦ままび約100 km / h し U 下のとき 


■バッテリー端子の脱着をしたとをは 

バッテ U —端テの脱着を行5と、なのデータは U セツトされます。 
♦平ち燃費 
♦平巧ま速 
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2-2. メーターの 見ち 
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2-3. ランプのつけ方-ワイパーの使い方 

ランプスイッチ 


自動*または手動でへッドランプなどを点灯できまず。 



□ 車幅灯-尾灯-番号灯-メー 
ター照明を点好 

曰上記ランプとへッドランプを 
点打 

0へッドランプ、車幅ななどを 
自動点な-消灯* 

► スマートエント U —&スタート 
システム装着車 

" エンジンスタートストップ" 
スイッチびイグニッション □N 
モードのとさ 

► スマートエント U —&スタート 
システム非装着車 

エンジンスイッチび" ON ° 
のとを 


(八イ ビームに ずる 



n ランプ点好時、レバーを前方に 
押し八イ ビームに 切りかえ 

レバーをちとの位置へもどすと□一 
ビームにちどります。 

曰レバーを引いている間、八イ 

ビームを 点灯 

ランプび消灯していても、八イビーム 
び点なします。レバーを離すと、□一 
ビームにちどるまたは消なします。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
























2-3. ランプのつけ方-ワイパーの使い方 


手動光軸調壁ダイヤル（八□ゲンへッドランプ装着車） 


乗車人数や荷物の量などによる車の姿勢の変化にあわせて、へッドラン 
プの光軸を調整ずることびでさまず。 

n 上向さに調整 
曰下向さに調整 



目盛り設定の目を 


柔員と荷物の条件 

ダイヤル位置 

柔員 

荷物 

運転者 

なし 

0 

運転者と 
助手席柔員 

なし 

0.5 

運転者と 
助手席柔員 
ヴードシート 
柔員2名 

なし 

1.己 

全柔員 

なし 

2.5 

全柔員 

ラ ゲージルーム 
満載時 

吕 

運転者 

ラ ゲージルーム 
満載時 

3.5 



169 




















2-3. ランプのつけち.ワイパーの使い方 


□知識 

■ライトセンサー(コンライト装着車) 


センサーの上にちのを置いた D 、 センサー 
をふさぐよラなちのをウインドウガラスに 
貼らないでください。周囲からの光び適ら 
れると、自動点な•消な機能び正常に働か 
なくなります。 


■ランプ消し忘れ防止機能（コンライト装着車） 

►スマートエント U -& スマートシステム装着ま 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードで、ラ 

ンプスイッチび OFF しツ外の場合に作動します。 

♦ランプスイッチを OFF にしないまま、"エンジンスタートストップ"ス 
イッチをアクセヴ U —モードまたは OFF にして運転席ドアを開けると、点 
灯していた車幅灯などび自動で消なします。 

♦再びランプを点灯する場合は、"エンジンスタートストップ’’スイッチ 
をイグニッシヨン ON モードにするか、一度ランプスイッチを OFF にも 
どし、再度 ♦ または iD の位置にします。 

►スマートエント U -& スマートシステム非装着車 

エンジンスイッチび " ON " で、ランプスイッチび OFF しツがの場合に作動 

します。 

•ランプスイッチを OFF にしないまま、エンジンスイッチを " ACC " また 
は "LOC ぐにして運転席ドアを開けると、点なしていた車幅ななどび自 
動で消灯します。 

♦巧びランプを点灯する場合は、エンジンスイッチを" ON ’’にするか、一 
度ランプスイッチを OFF にもどし、再度 ♦ または ミ D の位置にし 
ます。 
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2-3. ランプのつけ方-ワイパーの使い方 


■ランプ消し忘れ 警告 ブザー 

►スマートエント U -& スマートシステム装着ま 
コンライト装着まは、ランプ消し忘れ防止機能び働かなし鳴合に作動します。 
•" エンジンスタートストップ"スイッチび OFF のとをに作動します。 

♦ランプスイッチび ♦ または iD の位置にあると、運転席ドアを開け 
たとを警告音（ピーといラ連続音）び鳴ります。 

►スマートエント U -& スマートシステム非装着車 
コンライト装着まは、ランプ消し忘れ防止機能び働かなし儒合に作動します。 
•エンジンスイッチび " LOCK " のとをに作動します。 

♦ランプスイッチび参または iD の位置にあると、運転席ドアを開け 
たとを警告音（ピーといラ連続音）び鳴 D ます。 

■才ートレべリングシステム（ディスチャージへッドランプ装着車） 

通行人や対向車びまぶし<ないよラに、乗車人数、荷物の量などによる車の姿 
勢の変化にあわせて、へッドランプの光軸を自動で調整します。 

■販売店で設定可能な機能 

コンライト装着車は、ライトセンサーの感度の設定などを変更でをます。 

(ユーヴーカスタマイズ機能一覧一 P . 3已 4) 

A ま意 

■バッ テリーあがりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でランプを長時間点なしないでください。 
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2-3. ランプのつけ方-ワイパーの使い方 

フロントフォグランプスイツチ* 


雨や露などの悪天暢下で視界を確保しまず。 

n 消灯 



曰フ □ント フォグ ランプ点な 


白知識 
■点なを件 

へッドランプ、または車幅打び点なしているとさに使用でをます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


















2-3. ランプのつけ方-ワイパーの使い方 

ワイパ ー& ウォッシャー（フロント) 


INT を選択しているとき、間欠作動の時間を調壁ずることびできまず。 



n 間欠作動 （ INT ) 

0低速作動 ( L 0) 

0高速作動 （ HI ) 

Q —時作動 （ mist ) 
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2-3. ランプのつけち.ワイパーの使い方 



且間欠ワイパーの作動頻度（減) 
0間欠ワイパーの作動頻度（増) 



□ ウォッシャー液を出す 

ワイノ く一が連動して作動します。 


□知識 
■作動を件 

►スマートエント U —&スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードのとを 

► スマートエント U —&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが " ON " のとを 

■ウォッシャー液が出ないときは 

ウオッシャー液量が不足していないのにウオッシャー液が出ないとさは、ノズ 
ルのつまりを点検してください。 
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2-3. ランプのつけ方-ワイパーの使い方 


A 警告 

■ウォッシャー 使用時の警告 

寒;令時はフロントウインドウガラスび暖まるまでウォッシャー液を使用しない 
でください。ウォッシャー液びフロントウインドウガラスに凍りつを、視界不 
良を起こして思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびあります。 


運転するとさに 
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2-3. ランプのつけち.ワイパーの使い方 


A ま意 

■フ □ントウインドウガラスび乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあります。 

■ウ ォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 

ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルび つまつたとをは 

ノズ j レびつまつたとをはトヨタ販売店へご連絡ください。 

ピンなどで取り除かないでください。ノズルび損傷するおそれびあります。 
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2-3. ランプのつけ方-ワイパーの使い方 

ワイパ ー& ウォッシャー（リヤ） 



n 


間欠作動 ( L 0) 

通常作動 （ HI ) 

0 ウォッシャー液を出ず 
ワイバーび連動して作動します。 
Q ウォッシャー液を出ず 
ワイバーび連動して作動します。 


□知識 


I 作動を件 

►スマートエント U —&スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードのとを 

► スマートエント U —&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが " ON " のとさ 

I ウォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャー液量が不足していないのにウォッシャー液が出ないとさは、ノズ 
ルのつまりを点検して < ださい。 
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2-3. ランプのつけち.ワイパーの使い方 


A ま意 

■リヤ ウインドウガラスび乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあります。 

■ウ ォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 

ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルび つまつたとをは 

ノズ j レびつまつたとをはトヨタ販売店へご連絡ください。 

ピンなどで取り除かないでください。ノズルび損傷するおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

4WD 才ートモード* 


走行の安定性や運転性能を高めるため、走行状況に応じて F F (前輪 
駆動）走行と 4 WD (4 輪駆動）走行を自動的に切りかえまず。 


4 WD オートモードを使用ず 
る。 

4 WD オートモード表示灯が数回 
点滅後点灯し、 4 WD オートモード 
になります。 

再度押すと表示灯び消灯し 、 FF 
モードになります。 



曰知識 


■ 4WD オートモード表示なについて 


•4WD オートモードで走行中、前後輪の回転速度の差び大をい状態び長時間 
続いた場合などには、 4 WD オートモード表示なび点滅します。 

表示灯の点滅中は駆動系部品の保護のため、後輪への駆動力配分を休止し、 
FF モードとなります。 

この場合は、エンジンをかけたまま;欠の対応を行ってください。 

-表示なび点滅しな<なるまで車速を落とす 
-表示灯び点滅しなくなるまで停車する（エンジンは停止しない） 

♦4WD システムに異常び発生したとをには、 4WD オートモード表示なび消な 
することびあります。この場合には、 4WD オートモードスイッチの位置に 
かかわらず FF モードとなります。 

■ 4WD 才ートモードを使用しないときは 

スイッチを押し、 FF モードにしてください。 FF モードにすることにより燃費 
性能を高めます。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走巧装置の使い方 

クルーズコント□ール4 


アクセルペタルを踏まなくてち一定の速度で走行できまず。 




BT024CS005 


n クルーズコント□ール表示打 
/クルーズコント□ールセッ 
h 表示な 

且クルーズコント□ールスイツ 
チ 


ON - OFF スイッチを巧して、シ 
ステムを ON にずる 

メーター内のクルーズコント □- 
ル表示なび点なします。 

OFF にするには、再度スイッチを 
巧します。 


希望の速度まで加速/減速し、 
レノ （一を下げて速度を設定ずる 
メーター内のクルーズコン ト □- 
ル セツト表示なび点なします。 

レバーを離したとをのま度で定速 
走行でをます。 
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* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


















































2-4. その他の走行装置の使いち 


■設定速度をかえる 

設定速度をかえるには、希望の速度になるまでレノ（一を操作します。 

n 速度を上げる 
且速度を落とす 

微調整：レバーを上または下に軽 
<操作して手を離す 

調整：希望の車速になるまでレ 
バーを 保持する 

設定速度は、なのとおりに増減さ 
れます： 

微調整：レバー操作するごとに約 
1 .6 km/h 

調整：レバーを保持する間 

n 解除するには、レバーを手前 
に引く 

ブレーキを 踏んだとさち解除され 
ます。 

曰定速走行にもどすには、レ 
バーを 上げる 

レバーを上げると、ちとの定速走 
行にちどります。ただし、実隙の 
速度び約40 km / h 政下になると 
設定速度び消去されるため、復帰 
しません。 



□ 



■ 定速走行を解除ずる-復帰させる 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


□知識 

■設定を件について 

♦シフトレバーび D または M の4、已、己、7のとを設定でをます。 
(3 ZR - FAE エンジン搭載車） 

♦車速は約 40 km / h から約1 OOkm / h の範囲で設定できます。 

■車を設定後の加をについて 

♦通常走行と同様にアクセルで加速でをます。加速後、設定車まにちどります。 

♦クルーズコントロールを解除しなくてち、希望の速度まで加速して、レバー 
を下げることにより設定車速を変更することびでをます。 

■定速走行の自動解除 

なのとを、自動的に定速走行び解除されます。 

♦設定を度より実際の速度び約1日 km / hliLb 化下した 
♦実際の速度び約40 km / h しツ下になった 
♦車び横すベりして S - VSC び働いたとを 
■ 定速走行中に表示なび点滅したときは 
ON - OFF スイッチを一度 OFF にし、再度設定してください。 

設定でをないとを、またはすぐに解除されるとをはシステム異常のおそれびあ 
ります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■誤 操作を防ぐために 

クルーズコントロールを使用しないとをは ON - OFF スイッチでシステムを OFF 
にしてください 

■クルー ズコント□-ルを使用し口まいけない状況 

なの状況では、クルーズコント□ールを使用しないでください。 

車のコントロールを失い、思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

参 交通量のをい道 
参 急力ーブのある道 
♦曲び りくねった道 

♦雨天 時や、凍結路、積雪路などのすべりやすい路面 
♦急な 下り坂 

急な下り坂では設定車速し: I 上になることびあります。 

♦車両 けん引時 
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2-4. その他の走行装置の使いち 

運拓を補助する装置 


走行の安を性や運 I を性能を高めるため、走行げ況に応じて次の装置が 
自動で作動しまず。ただし、これ5の装置は補助的ならのなので、過 
信せずに運転には十分にま意してくだをい。 

■ ABS (アンチ□ックブレーキシステム） 

急ブレーキ時やすべりやすい路面でのブレーキ時にタイヤの□ック防止に貢献 
し、ス U ップを抑制します。 

■ブレーキアシスト 

急ブレーキ時などに、より大をなブレーキカを発生させます。 

■ S-VSC (ステアリングアシステッドビークルスタビリテイコント 
□—ル） 

A 目 S ■ TRC • VSC • EPS を協調して制御します。 

すべ0やすい路面などの走行で急な八ンドル操作をした隙に、八ンドル操作力 
を制御することで、車両の方向安定性確保に貢献します。 

■ TRC (トラクシヨンコント□-ル） 

すべりやすい路面での発進時や加速時にタイヤの空転を抑え、駆動力の確保に 
貢献します。 

■ EPS (エレクトリックパワーステアリング） 

電気式モーターを利用して、八ンドル操作を補助します。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


TRC • S - VSC び作動しているとき 



TROS - VSC び作動しているとき 
は、ス U ップ表示巧び点滅しまず。 


運転するとをに 


18已 




















2-4. その他の走行装置の使い方 


■ TRC を停止ずるには 

めかるみや砂地、雪道などから脱出ずるとさに、 TRC び作動している 
と、アクセルペダルを踏み込んでをエンジンの出力び上びらず、脱出び 
困難な場合びありまず。このよラなとさに I ちを巧ずことにより、脱 
出しやすくなる場合びありまず。 



TRC を停止ずるにはスイツチを巧 
す 

TRC OFF 表示なび点なします。 
ちう一度 I 5 を巧すと、システム 
作動巧能状態にちどります。 


白知識 


■ TRC と S - VSC を停止ずるには 

TRC と S - VSC を停止するには停車時に I 巧を押し3秒 UUi イ呆持してくだ 
さしん TRC OFF 表示なと VSC OFF 表示び点なします。 

もラー度 P 夕！を押すと、システム作動可能状態にもどります。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


□知識 

■ ABS • ブレーキアシスト- TRC • S-VSC の作動音と振動 

♦エンジン始動時や発進直後、ブレーキペダルをく D 返し踏んだとさに、エン 
ジンルームから作動音び聞こえることびありますび、異常ではありません。 

♦上記のシステムび作動すると、なのよラな現象び発生することびあります 
び、異常ではありません。 

-車体やノ V ンドルに振動を感じる 
• 車両停止後ちモーター音び聞こえる 
- ABS の作動時に、ブレーキペダルびル刻みに動く 
- ABS の作動終了後、ブレーキペダルび少し奥に入る 

■ TRC や S-VSC の自動復帰について 

TRC や S-VSC を作動停止にしたあと、なのとをはシステム作動可能状態にも 
どります。 

♦"エンジンスタートストップ’’スイッチ、またはエンジンスイッチを OFF に 
したとを 

• (TRC のみを作動停止にしている場合）ま速び高くなったとを 
ただし、 TRC と S-VSC の作動を停止している場合は、車速による自動復帰 
はありません。 

■ EPS モーターの 作動音 

八ンドル操作を行ったとを、モーターの音 （ "ウィーン’’といラ音）び聞こえる 
ことびありますび、異常ではありません。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


□知識 

■ EPS の効果び下びるとき 

停車中か極ほ速走行中に長時間八ンドルをまわし続けると、 EPS システムの 
才ーバーヒートを避けるため、 EPS の効果び下びり八ンドルび重く感じられる 
よラになります。その場合は、八ンドル操作を控えるか、停車し、エンジンを 
停止してください。10分程度でもとの状態にちどります。 


A 警告 

なの状況では、事故び起を、その結果重大な傷害を受けたり、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあります。 

■ ABS の効まを発揮できないとき 

♦タイヤの グ U ップ性能の限界をこえたとを属に覆われた路面を過剰に磨耗し 
たタイヤで走行するとをなど） 

♦雨で めれた路面やすべ D やすい路面での高速走行時に、八イドロプレーニング 
現象び発生したとを 

■ ABS び作動ずることで、制動距離び通常よりも長くなるとき 

ABS は制動距離を短くする装置ではありません。なの状況では、常に速度を控 
えめにして前車と安全な車間距離をとってください。 

♦ミ 尼-砂利の道路や積雪路を走行しているとを 

♦タイヤ チェーンを装着しているとを 

♦道路の つなぎ目など、段差をこえたとを 

♦凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとを 

■ TRC の効果を発揮できないとき 

すべりやすい路面では、 TRC び作動していてち、車両のち向安定性や駆動力び 
得られないことびあります。車両のち向ま定性や駆動力を失うような状況では、 
特に慎重に運転してください。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■スリ ップ表示なが点滅しているときは 

S-VSC び作動中であることを知らせています。常に安全運転をむびけてくださ 
し、。無謀な運転は思わめ事故につなびるおそれびありを険です。表示なび点滅 
したら特に慎重に運転してください。 

■ TRC や S - VSC を OFF にずるときは 

TRC や S-VSC は駆動力や車両のち向安定性を確なしよラとするシステムです。 
そのため、必要なとさし U 外は TRC • S-VSC を作動停止状態にしないでくださ 
し、。 TRC や S-VSC を作動停止状態にしたときは、路面状況に応じた速度で、 
特に慎重な運転をむびけて<ださい。 

■タイヤ またはホイールを交換ずるとさは 

4輪とも指定されたサイズで、同じメーカー.ブランド-トレッドパターン（溝 
模様）のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。（一 P . 3已 1) 
異なったタイヤを装着すると、 ABS • TRC • S-VSC び正常に作動しません。 
タイヤ、またはホイールを交換するときは、トヨタ販売店に相談してください。 

■タイヤと サスペンションの取り扱い 

問題びあるタイヤを使用したり、サスペンションを改造したりすると、運転を 
補助するシステムに悪影響をおよぼし、システムの故障につなびるおそれびあ 
ります。 

■アクティブ トルクコント□—ル 4 WD について （4 WD 車） 

♦ラ U —走行などび目的ではな <、一般道での走行安定性への寄与を目的とした 
4 WD ですので、無理な走行はしないでください。 

♦すべりやすい 路面での走行は慎重に行って<ださい。 
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2-5. さまざまな状況での運転 

巧物を積むとまの注意 


安まで快適なドライブをずるために、荷物を積むときは;欠のことをお 
守りください。 

• できるだけ荷物はラゲージルームに積む 

♦荷物び安全な位置に置かれているか確認ずる 

♦走行中のバランスを維持ずるために重さび偏日ないよラに積む 

• 燃費び悪化しないよラにずるために、不要な荷物は積まないよラ 
にずる 


A 警告 

■積んで はいけないもの 

なのよラなちのを積むと引火するおそれびありを険です。 

♦燃料び 入った容器 
参 スプレー宙 

■荷物を 積むときは 

♦なの 場所には荷物を積まないで<ださい。 

お守りいただかないと、ブレーキ•アクセルペダルを正しく操作でをなかった 
り、荷物び視界をさえざったり、荷物び乗員に衝突したりして、思わめ事故に 
つなびるおそれびあります。 

-運転席足元 

-助手席や後席（荷物を積み重ねる場合） 

-インストルメントパネル 
-ダッシュボード 
-フタのないル物入れ/トレイ 
♦室内に 積んだ荷物はすべてしっかりとま定させてください。 

を定していないと、急ブレーキや事故の際に巧げ出され、乗員を傷付けるおそ 
れびあります。 
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2-5. 様々なが況での運転 


A 警告 

■荷物の 重量-巧重のかけちについて 

♦荷物を 積み過ざないで<ださい。 

♦荷重を 不均等にかけないよラにしてください。 

これはタイヤに負担をかけるだけでな<、八ンドル操作性やブレーキ制御の化 
下により思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか最悪の場合死 t につな 
びるおそれびあ0ます。 


運転するとをに 
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2-5. 様々な状況での運転 

寒を時の運拓 


寒を時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいた上で適切 
に運転してください。 

■ をの前の準備 

♦次のをのはそれぞれ外気温に適したちのをお使いください。 

-エンジンオイル 
-を却水 
-ウォッシャー液 

♦バッテ U —の点検を受けてください。 

♦を用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（前部タイヤ用）を使用し 
て < ださい。 

• タイヤは4輪とち指定サイズで同一銘柄のをのを、タイヤチェー 
ンはタイヤサイズに合ったちのを使用してください。（一 P . 
246) 

■ 運転する前に 

状況に応じて次のことを行ってください。 

♦ドアやワイパーび凍結したとさは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、めるま湯をかけるなどして氷を溶かし、ずぐに水分を十分に 
ふさ取ってください。 

• フ□ントウインドウガラス前の外気取り入れ口に雪び積をって 
いるとさは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を 
取0除いて < ださい。 

♦外装ランプ、車両の屋根、タイヤの周辺やブレーキ装置に雪や氷 
びついているとさは、取り除いてください。 

♦乗車ずる前に靴底についた雪をよく落としてください。 

■運転するとをは 

ゆっくりスタートし、車間距離を十分にとって控えめな速度で走行 
して < ださい。 
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2-5. 様々なが況での運転 


■駐車するとをは 

パーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除で 
さな< なるおそれびありまず。 

パーキングブレーキはかけずに、シフトレバーを P に入れて駐車 
し、輪止めをして< ださい。 


□知識 

■寒を地用ワイパーブレードについて 

♦ P き雪期に使用する寒;令地用ワイパーブレードは、雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分を3’ムで覆ってあります。トヨタ販売店で各車指定のブレードを 
おホめください。 

♦高速走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスびふを取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 

■タイヤチェーンについて 

取り付け-取りはずし-取り扱し巧法についてはなの指示に従ってください。 

-ま全に作業でをる場所で行5 
-前2輪に取り付ける 
-タイヤチェーンに付属の取扱説明書に従ラ 
-取り付け後、 0.5 〜 1.0 km 走行したら締め直しを行5 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■を 用タイヤ装着時の警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守 D いただかないと、車両のコントロールび不能となり、重大な傷害を受け 
たり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあります。 

♦指定 サイズのタイヤを使用する 
♦空気 圧を推奨値に調整する 

♦お 使し'!になるを用タイヤの最高許容速度や制限連度をこえる速度で走行しない 

■タイヤ チェーン装着時の警告 

なのことを化ずお守りください。 

お守りいただかないと、ま全に車を運転することびでをずに、思わめ事故につ 
なび0、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあ0 
ます。 

♦装着した チェーンに定められた制限速度、もしくは30 km / h のどちらか化い 
ほラをこえる速度で走行しない 

♦路面の 凹凸や巧を避ける 

♦急 加速、急八ンドル、急ブレーキやシフト操作による急激なエンジンブレーキ 
の使用は避ける 

♦カーブの 入り□手前で十分減速して車のコント□ールを失ラのを防ぐ 

■駐車 時の警告 

パーキングブレーキをかけずに駐車するとをは、必ず輪止めをしてください。 

輪止めをしないと、車び動を思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


194 





2-5. 様々なが況での運転 


A ま意 

■タイヤ チェーンの使用について 

トヨタ純正タイヤチェーンのご使用をおすすめします。 

トヨタ純正品!;(がのタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあたり、走 
行のさまたげとなるおそれびあるちのちあります。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

■フ □ントウインドウガラスについた氷を除去ずるときは 

たたいて割らないで<ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 


I タイヤチェーンの選択について （17 インチタイヤ装着車） 

タイヤチェーンを装着ずる際は、正しいサイズのタイヤチェーンを使用 
して < ださい。 

サイドチェーン： 
n 3.0 mm 
且30.0 mm 
且1 0.0 mm 
ク□スチェーン： 

□ 4.0 mm 
且 25.0 mm 
□14.0 mm 
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2-5. 様々な状況での運転 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 

才ートエアコン_ 


設定温度にあわせて吹き出し□と風■を自動で調整しまず。 



I オート設定を使うとき 

leaitiii 11 を押す 

吹を出し□と風量び自動で調整されます。 

固圆1司設定温度をかえるとさは、温度調整ダイヤルをち（暖）または 
左（冷）へまわす 

I 巧舰 I 3 1 1 A/c^ を押す 

スイッチを押すたびにエアコンの日 N • 日 FF び切りかわります。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 








































































I お好みの設定で使ラとさ 

■エアコンの ON • OFF を切りかえるには 


を巧ず 

スイッチを巧すたびにエアコンの ON • OFF び切りかわります。 

■設定温度をかえるには 

設定温度をかえるとさは、温度調整ダイヤルをち（暖）または 
左（を）へまわず 

■ 風量をかえるには 

へ|| ( 増）か(減）対甲ず 

風量は7段階に調整でをます。 

送風を止めるとさは M を巧ず 

■吹を出し□を切りかえるには 

| mo うを押ず 

巧すたびに吹を出し□び切0かわ0ます。 

上半身に送風 




. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使いち 
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.エアコン-デフォッガーの使い方 



上半身と足元に送風 



BT031AR004 


足元に送風 



■ 外気導入-内気循環を切りかえるには 


& II を巧ず 


スイッチを巧ずたびに、外気導入-内気循環び切りかわりまず。 

内気循環を選択しているとさは、 r を I の作動表示巧び点灯しまず。 
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フ□ントウインドウガラスの量りを取るには 



FROMT 碱 


を押す 


エアコンが作動します。 
量 0 び取れたら再度 I 


押すと前のモードにちどります。 


FRONT 巧取 


を 


花粉除去機能を使ラには 


を押す 


内気循環に切りかわり、上半身に送風して花粉を除去します。通常約3分後に（が 

を 押す前のモードにちどります。 

を押すと前のモードにもどります。 


気温び低いと对ま約1分後に） 
途中で動作を止めるとさは再度 


. エアコン.デフォッガーの使い方 


室内装備の使いち 
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1-1 .エアコン-デフォッガーの使い方 


[ r ナノイー」を使うには* 


へ]か[ V を押してつ7ンを作動さ甘る 


ファンび作動すると自動的に「ナノイー」び作動し，表示部に rnanoej び表示 
されます。 


[風向きの調壁と吹き出し□の開閉 



n 風向さの調整 
0 □欠さ出し□の開閉 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





























































□知識 


オート設定の作動について 

なのよ5な制御をする場合びあります。 

♦か気温び高いとを設定温度を下げると内気循環に切りかわる 
を押した直後しばらく送風び停止する 


• l^UTO 

♦暖房時、を風を上半身に向けて送る 

■内気循環について 

内気循環を使ラとガラスび曇る場合びあります。 

■ が気温度が0 ‘ C 1 U 下のとさ 



を押してもエアコンび作動しない場合びあります。 

■フ□ントウインドウガラスの量りを取るとき 

内外気の温度によって自動的にが気導入に切りかわる場合びあります。 

■巧粉除去モードについて 

外気温び化いとさは、ガラスの曇り防止のためになのよ5な作動をすることび 
あります。 

• 内気循環に切りかわらない 
♦エアコンの電源び自動的に入る 

湿度び非常に高いとさに使ラとガラスび曇る場合びあります。 

花粉除去モードび OFF のとをも花粉はフィルターで取り除かれています。 


. エアコン.デフォッガーの使い方 


室内装備の使いち 
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1-1. エアコン-デフォッガーの使い方 


□知識 

■ r ナノイー」 * 1について （r ナノイー」装着車） 

エアコンには「ナノイー」技術び搭載されています。この技術は運転席側の吹 
き出し□を通じて、水に包まれた肌や髪にやさしい弱酸性の「ナノイー」を放 
出し、室内を爽やかな空気で満たします’ X 2 。 

♦フアンび作動すると、自動的に「ナノイー」び作動します。 

♦ r ナノイー」の作動中、下の条件で効果を発揮します。しツ下の条件し:!がで 
は、効果び十分に得られない場合びあります。 

-吹さ出し□び ツ、♦夕 または V 一’のとを 
-運転席側の吹を出し□び開いているとを 
♦ r ナノイー」作動時は、微量のオゾンび発生し、かすかに臭ラことびありま 
すび、森林など、自然界に巧在する程度の量なので、人体に影響はありませ 
ん。 


♦作動中、かすかに作動音が聞こえることがありますが、故障ではありません。 

※1 : fnanoej -「ナノイ ー 」および 「 nanoe 」 □コマークは、パナソニック株 
式会社の商標です。 

‘X 2 :車室内の環境施度-湿度）' 風量-風向きによっては「ナノイー」の効 
まび十分に得られない場合びあります。 

■エアコンの臭いについて 

♦エアコン使巧中に、ま室内がのさまざまな臭いびエアコン装置内に取り込ま 
れて混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭いびすることびありま 
す。 


♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時は外気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、オート設定での使用時には 
エアコン始動直後、しばらく送風び停止する場合びあります。 
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I PTC ヒーターについて （寒を地仕様車） 

エンジン;令間時の0ちち効果を局めます。 

王〕ドライブモード OFF (一 P .149) で最大暖房時に、コンピューターび急速 
暖房を必要と判断した場合、自動的に PTC ヒーターび作動します。エンジンび 
暖まると自動的に作動び停止します。 

I 夕'!•気温表术 I しついて 

なの場合は、正しいが気温度び表示されなかったり、温度表示の更新び遅くなっ 
たりすることびありますび、故障ではありません。 

♦停ましているとさや、化を走行（約20 km / h しツ下）のとを 
♦か気温度び急激に変化したとを佳庫、トンネルの出入り□付近など） 


A 警告 

■フ □ントウインドウガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを化い設定温度で作動させているとをは 
を押さないでください。外気とガラスの温度差でガラスの外側び曇り視 


界をさまたげる場合びあります。 

ir ナノイー」について （ r ナノイー」装着車） 

このシステムは高電圧の部品を含むため、分解.修理はしないでください。修 
理び必要な場合は、トヨタ販売店にお問い合わせ<ださい。 


A ミち意 


■バッ テリーあがりを防ぐために 
エンジン停止中はエアコンを使用しないでください。 

■「ナノイー」 の損傷を防ぐために （ r ナノイー」装着車） 

運転席側の吹を出し□の近くでスプレーを使用したり、吹を出し□にちのをは 
め込んだり貼ったりしないでください。システムび正常に働かないおそれびあ 
ります。 


. エアコン.デフォッガーの使い方 


室内装備の使いち 


20己 










3-1 .エアコン.デフ ォッ ガーの使い方 

リヤウインドウデフ ォッ ガー（量り取り) 


リヤウインドウガラスの量りを取るときにお使いくだをし、。 


オン/オフ 

U ヤウインドウデフォッガーは、 
約1己分で自動的にオフになりま 
す。ただし、外気温やバッテリー 
の出力負荷など、条件により最大 
約日日分間作動することがありま 
す。 



口知識 

■作動を件 

►スマートエント U —&スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードのとを 

► スマートエント U —&スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチが "ON " のとき 

■ 5 ラーヒーター について （5 ラーヒー ター装着車） 

U ヤウインドウデフオッガーを日 N にするとミラーヒーターも同時に作動しま 
す。 


A 警告 

■ S ラーヒーター 作動中の警告 （5 ラーヒーター 装着車） 

ドア5ラーの表面が非常に熱<なります。やけどをするおそれがあるのでふれ 
ないで < ださい。 
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A ま意 

■バッ テリーあびりを防ぐために 

連続して長時間使用すると、バッテ U —あびりの原因となります。 


室内装備の使いち 
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3-1 .エアコン.デフォッガー①使い方 

ウインド シール ドデアイサー* 


フ□ントウインドウガラスとワイパーブレードの凍結を防ぐために 
お使いください。 



オン/オフ 

ウインド シール ドデアイサーは、 
約1已分で自動的にオフになりま 
す。 


口知識 

■作動を件 

►スマートエント U-& スタートシステム装着ま 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

►スマートエント U-& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび "ON " のとを 


A 警告 
■作動 中の警告 

フロントウインドウガラス下部および運転席側フロントピラー横の表面び熱く 
なっており、和けどをするおそれがあるのでふれないで<ださい。 


A ま意 

■バッテリー あがりを防ぐために 

連続して長時間使用すると、バッテ U —あがりの原因となります。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



















3-2. 室内巧のつけ方 

ま巧好一覽 



室内装備の使いち 
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3-2 .室内巧のつけ方 


□知識 

■バッテリーあびりを防ぐために 

半ドア状態でルームランプスイッチびドアポジションのとをに、ルームランプ 
と"エンジンスタートストップ"スイッチ照明（スマートエント U-& スター 
トシステム装着車） または、エンジンスイッチ照明（スマートエント U-& ス 
タートシステム非装着車)び点なしたままの場合、約20分後に自動消なします。 

■販売店で設定可能な機能 

室内巧の消巧までの時間などの設定を変更でをます。 

(ューヴーカスタマイズ機能一覧一 P. 3已 4) 

■イルミネーテッドエントリーシステム 

ルームランプスイッチびドアポジションのとをは、電テキー*の検巧、ドアの施 
錠•解綻、開閉、"エンジンスタートストップ"スイッチ（スマートエント 
U-& スタートシステム装着車）、またはエンジンスイッチ（スマートエント 
U — &スタートシステム非装着車）の状態により、各部照明び自動的に点な、消 
灯します。ただし、パーソナルランプスイッチび OFF のとを、ルームランプス 
イッチをドアポジションにしてもルームランプのイル5ネーテツドエント U- 
は作動しません。 
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* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 






3-2 .室内灯のつけ方 


I パー ソナルランプ 


► ムーンルーフ非装着車 



パーソナルランプ 


点灯/消好 


□ ドアポジション（ドア連動） 

且 OFF 
0 ON (点好） 

スイツチを操作すると、連動してルー 
ムランプも作動します。 


室内装備の使いち 
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3-2 .室内巧のつけ方 


パーソナルランプ 



点灯/消打 


□ ドアポジション（ドア連動） 

且 OFF 
曰 ON (点好） 

スイツチを操作すると、連動してルー 
ムランプも作動します。 









3-2 .室内灯のつけ方 


ルーム ランプ 


f ルームランプ 

□ ドアポジション（ドア連動） 

ドア連動にしていると、バーソナルラ 
ンプに連動して作動します。 

曰 ON (点灯） 



室内装備の使いち 
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3。.収納装備の使い方 

収納装備一質 



n 目力手席アッパートレイ- 

グ□-ブボックス（一 P. 21已） 

曰コンソールボックス* (一 P . 21日) 
0 カップホルダー(一 P . 218) 

Q ボトル ホルダー(一 P . 220) 

且ル物入れ* (一 P. 222) 

□ ドアポケット(一 P . 224) 
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* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





















3-3. 収納装備の使いち 


助手席アッパートレイ-グ□ーブボックス 


A 警告 

■収納 装備に放置してはいけないちの 

メガネ、ライターやスプレー宙を収納装備内に放置したままにしないでくださし、。 
放置したままでいると、なのよラなことび起こるおそれびありを険です。 

♦室温び 高 < なったとさの熱や、他の収納物との接触などにより、メガネび変お 
やひび割れを起こす 

♦室温び 高くなったとさにライターやスプレー宙び爆発したり、他の収納物との接 
軸でライターび着义した0スプレー宙のガスびちれるなどして义災につなびる 


I 助手席アツパートレイ-グ□-ブボックス 

►助手席アッパートレイ 



► グ□ーブボックス 


レバーを 引< 



室内装備の使いち 
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3-3. 収納装備の使い方 


コンソールボックス 


A 警告 
■走行 中の警告 

• グローブボックスを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに開いたフタに体びあたったり、収納していたちのび巧び出 
したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦助手席 アッパートレイにものを置いたままにしないでください。 

急ブレーキ時や事故のとをに収納していたちのび飛び出した D して、思わめけ 
びをするおそれびを険です。 


祖コンソールボックス* 

►大型コンソールボックス 



トレイはフタを兼ねており、取り 
はずしてを使巧でさまず。 



:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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□知識 

■ コン ソール トレイ*について 

取りはずせば、バッグなどの大さなちのち 
収納することびでをます。 


A 警告 
■走行 中の警告 

取りはずしたコンソールトレイは、ドアポケットなどに収納してください。 
コンソールトレイをシートなどに置いたままにしておくと、急ブレーキ時など 
にコンソールトレイが体にあたったりして、思わ说事故につながるおそれがあ 
0危険です。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



3-3 .収納装備の使い方 

コンソールボックス 


室内装備の使いち 
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3-3 .収納装備の使いち 


カップホルダー 


[カップ ホルダー# 


►大型コンソールボックス 



前側を使用ずるときは、カップホ 
ルダーを引さ出ず 


► コン ソール ボックス 



□知識 _ _ _ __ 

■カップホルダー（大型コンソールボックス）について 

カップホルダー内の仕切り板を取りはずすと、1 U ットルサイズのペットボト 
ルなどを収納することがでさます。ただし、ペットボトルの大ささ、形によつ 
ては収納でさないことがあります。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 













3-3 .収納装備の使いち 


カップホルダー 


A 警告 

■収納して はいけないちの 

カップホルダーにはカップや宙（ペットボトル）し U がのちのを置かないでくだ 
さい。 

急ブレーキや事故により落ちてけびをするおそれびあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 

■使わない ときは 

引を出し式のカップホルダーは、必ず閉めてください。 

急ブレーキ時などに、引を出したカップホルダーに体びあたるなどして、思わ 
めけびをするおそれびありを険です。 


室内装備の使いち 


219 





3-3 .収納装備の使いち 


ボトルホルダー 


(ボトルホルダー 


► フ□ント席巧 
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3-3 .収納装備の使いち 


ホトルホルター 


□知識 

■ボトルホルダーについて 

♦ペットボトルのフタを必ず閉めてから収納してください。 

♦ぺットボトルの大ささ、おによっては収納でをないことびあります。 


A ま意 

■収納して はいけないちの 

ボトルホルダーには、ジュースなどび入つている紙コップやガラス製のコップ 
などを収納しないでください。ジュースなどびこぼれたり、ガラス製品び割れ 
たりするおそれびあります。 


室内装備の使いち 
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3-3. 収納装備の使い方 


ル物入れ 


[ル物入れ 


► マルチボックス 




フタを引いて開ける 

ル物入れとコインポケットびありま 
す。 

フタを引を出した状態で、況用タイプ 
の灰皿(別売)、またはカードホルダー 
としても使用で去ます。 
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3-3 .収納装備の使いち 


ル物入れ 


► 力ードホルダー 



►サードシートトレイ 



A 警告 
■走行 中の警告 

ル物入れを開けたままにしないでください。 

急ブレーキ時などに、開いたル物入れに体びあたったり、収納していたちのび 
飛び出したりして、思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 


室内装備の使いち 
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3-3. 収納装備の使い方 


ドアポケット 


I ドアポケット 


► フ□ントドア 



► U ヤドア 



吕吕4 












3-3. 収納装備の使いち 


室内装備の使い方 


22已 



3-4. その他の室内装備の使い方 

サンバイザー 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

バニテイミラー_ 















3-4. その他の室内装備の使い方 

時計 


ボタンを押して時刻を調壁ずることびできまず。 

, S ： ] n "時"を調整する（り) 



曰"分"を調整する （ M ) 

0 " 分’’を00にずる※(:〇〇) 

《（例）1:00〜1:29->1:00 
1:30 ~ 1:已 g 一吕:〇〇 


白知識 

■時刻び表示されるとを 

►スマートエント U -& スタートシステム装着ま 

"エンジンスタートストップ"スイッチびアクセヴ1」ーモード、またはイ 
グニッシヨン ON モードのとを 

►スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ACC " または " ON " のとを 


吕吕8 







































3-4. その他の室内装備の使い方 

アクセヴ u — ソケット 


12 V 10 A 未満の電気製品を使うときの電源としてお使いくださ 
い。 



□知識 
■使用を件 

►スマートエント U -& スタートシステム装着車 

"エンジンスタートストップ"スイッチびアクセヴ U —モード、またはイ 
グニッシヨン ON モードのとを 

►スマートエント U -& スタートシステム非装着車 
エンジンスイッチび " ACC " または " ON " のとを 


A ま意 

■シヨー トや故障を防ぐために 

ソケットに異物び入ったり、飲料水などびかかったりしないよラに、使用しな 
いとをは、フタを閉めておいてください。 

■ヒューズび 切れるのを防ぐために 

12 V 1 0 A をこえないよラにしてください。 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でアクセヴ U —ソケットを長時間使用しないでくださ 
い。 


室内装備の使いち 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

フロアマット 


お車件式）専用のものを、フ□アカーペットの上にしっかりと固定 
してお使いください。 



固定フック（クリップ）にフロ 
アマット取り付け巧をはめ込む 


固定フック（クリップ）上部の 
レバーを まねして、フ□アマ ッ 
卜を固定ずる 

& A マークを必ず合わせてください。 


固定フック（クリップ）のお状はイラストと異なる場合びあります。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 


A 警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、フ□アマットびずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わ 
めスピードび出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につなびるおそれび 
あります。 

■運転席に フ□アマットを敷くときは 

• トヨタ純正品であってち、他ま種および異なる年式のフ□アマットは使用しな 
い 

♦運転席 専用のフロアマットを使用する 

参 固定フック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定する 

♦他の フロアマット類と重ねて使用しない 

♦フ □アマットを前後をさまにしたり、裏返して使用しない 

■運転ず る前に 

♦フロア マットびすべての固定フック（ク 
リップ）で正しい位置にしっかりと固定 
されていることを定期的に確認し、特に 
洗車後は必ず確認を行ラ 

♦エンジン 停止およびシフトレノ（一び P の状態 
で、 各ペダルを奥まで踏み込み、フロアマッ 
卜と干渉しないことを確認する 



室内装備の使いち 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

買い物フック 


►運転席シートラしろ側 



フックを引き起こしまず。 


A ま意 

■破損を 防ぐために 

♦フックを 使巧しないとをは、格納しておいてください。 

♦ 3 k 目し i (上のものや大をいものをフックに吊り下げないでください。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

アシストグリップ 


天井に取り付けられているアシストグリップは、走行中にシートに 
座っている状態で体を支えるときにお使いください。 



A 警告 

■アシス トグリップについて 

アシストグ U ップは、乗降時やシートから立ち上びるとをなどに使用しないで 
<ださい。 


A ま意 

■破損を 防ぐために 

アシストグ U ップに重いものをかけたり、過度の負荷をかけないでください。 


室内装備の使いち 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

ステアリングスイッチ 3 


トヨタ販売店で装着したナビゲーシヨンシステムや、才ーディオを操 
作ずることがでさまず。 

モードの切りかえや CD 、 ラジオなどの操作については、装着された 
オーディオにより異なる場合や、操作でさない場合びありまず。 

• 販売店オプシヨンのナビゲーシヨンシステムや、オーディオの操作 
方法は、各取扱書をご覧ください。 

n 音量を調節ずる 
曰 CD 、 ラジオなどの操作 
a 電源を入れる、モードを切0 
かえる 



電源を入れる 


^MODE I 


を巧す 


スイッチを長巧しするとオーディオの電源び OFF になります。 

-装着されたオーディオにより"ピッ"と音び鳴ることびあります。 


(モー ドを切りかえる 

電源び ON のとさ 



を巧ず 


巧すごとにモードに□、ラジオなど）び切りかわります。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 























3-4. その他の室内装備の使い方 


音量を調節ずるには 




の+または一を巧ず 


スイッチを巧し続けると、音量を連続して調節でをます。運転のさまたげにな6 
ない適度な音量でお聞をください。 


選局または選曲ずるには 


電源び ON のとさ 


を巧ず 


スイッチを巧して、お聞をになりたい放送局や CD で巧生したい巧を還択します。 


室内装備の使いち 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

ラゲージルーム 


■デッキボード 

中央デッキボードは下記の手順で固定ずることびでさまず。 




n デッキボード裏面のフックを 
取0はずず 

0フックをへッドレストのス 
テーに引っかけて固定ずる 


236 










































3-4. その他の室内装備の使い方 


► 左ちデッキボード 





左ちのデッキボードを取0はず 
すことびでさまず。 


フックを使って荷物を固定ずる 
ことびでさまず。 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使いち 
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3-4. その他の室内装備の使い方 


A 警告 

■デッキ フックを使用しないとをは 

必ずもとの位置にもどしておいてください。 
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お手入れのしかた 4 


4-1 .お手入れのしかた 

外装の手入れ . 240 

内装の手入れ . 244 

タイヤについて . 246 

4-2. 簡単な点検-部品交換 

ボンネット . 251 

ガレージジャッキ . 2 已 3 

電球（バルブ）の交換 . 256 

ヒューズの点検、交換 . 270 

キーの電池交換 . 277 

ウオッシャー液の補給 . 281 


エアコンフイルターの交換.. 283 
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4-1 .お手入れのしかた 

か装の手入れ 


お手入れは、次の項目を実施してください。 

♦水を十分かけなび日車体、足まわり、下まわりの順番に上か日下 
へミちれを洗い落とず 

♦車体はスポンジやセーム皮のよラなやわ日かいをので洗ラ 
• 巧れびひどいとさはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流ず 
• 水をふさ取る 

♦水のはじきび悪くなったときは、ワックスびけを行う 

ボデーの表面の巧れを落としてち水び玉状にならないとさは、車体の温度び 
;令えているとを（およそ体温じ(下を目まとしてください。）にワックスをか 
けます。 

なお、ボデーコート、ホイールコート、ガラスコートなどトヨタケミ 
カル商品を施工された場合は、お手入れ方法び異なりまず。詳し<は 
トヨタ販売店にお問い合わせください。 


I アンテナの取り扱いについて 

洗車時には、アンテナを取りはずしたり、格納ずることびでさまず。 

自動洗車機で洗車するとをは、必ずアンテナを取りはずしてください。 

n 取りはずず 
0取り付ける 
0格納ずる 

ラジオ受信時は、節度感のある巧まで 
立てて使用してください。 
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4-1. お手入れのしかた 


□知識 

■自動洗車機を使うときは 

♦ドア5ラーを格納し、アンテナを取りはずした状態にして、車両前側から洗 
車してください。また、走行前は必ずアンテナをちとどおりに取り付けて、 
ドア5ラーを復帰状態にもどしてください。 

♦ブラシで車体に傷び付を、塗装を損なラことびあります。 

• U ヤスポイラーびひっかかり洗車でをない場合や傷ついたり破損するおそ 
れびあります。 

■高圧洗車機を使ラとをは 

♦室内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア砕付近 
に近付けすざないでください。 

♦自動洗車機に入れる前に、車両の給油□びしっかり閉まっていることを確認 
して < ださい。 

■ 洗車をずるときは（スマートエントリ ー& スタートシステム装着車） 

♦キーを携帯して洗車などで水をドア八ンドルにかけた場合、施錠/解錠動作 
を< り返すことびあります。その場合はキーを車両から 2m 1；(上離れた場所 
に保管して、洗車などをしてください。（キーのを難にま意してください） 

♦ま室内にキーびあるとをに、洗車機で洗車するなどして水をドア八ンドルに 
かけた場合、車室外のフヴーび吹鳴することびあ0ます。その場合は全ドア 
を施錠すればブヴーは止まります。 

♦ □ックセンサーの表面に氷や雪、ミ尼び付着した場合、センサーび反応しない 
場合びあります。反応しない場合は表面に付着した氷や雪、ミ尼を取り除いて 
<ださい。 
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4-1. お手入れのしかた 


■アルミホイール* 

♦中性洗剤を使用し、早めに巧れを落として<ださい。研磨剤の入った洗剤や 
硬いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。 

♦夏場の長距離走行後などでホイールび熱いとさは、洗剤は使用しないで<だ 
さい。 

♦洗剤を使用した後は早めに十分洗い流してください。 

■バンパーについて 

研磨剤入りの洗剤でこすらないよラにしてください。 

■レインクリアリングミラーの親水効果回復作業について 

鏡面の親水効果は、太陽光をあてることにより徐々に回復します （^ P . 84) 
び、早く回復させたいとをはなの作業を行ってください。 

旧 3 MM I 鏡面に水をかけ、ミ尼巧れなどを洗い流す 
I 巨 3111 2 1水を含ませたをれいなやわらかい巧などで巧れを落とす 
I と 3 MI 3 I ガラスク U —ナーか中性洗剤で洗を後、十分な水で洗剤を洗い流す 
I 臣 aM .1 4 1きれいなやわらかし佈などで鏡面に付しす〔水をふき取る 

IfedMI 5 I 屋外に車両を駐車し、鏡面に太陽光を已時間程度あてる 
(ミちれの量や種類により、回復時間は異なります。） 


A 警告 

■洗車を ずるとをは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると車両火災につなびるおそれびあ0を険です。 

■排気管に ついて 

排気管は排気ガスにより熱くな D ますので、エンジン停止直後などにふれない 
で<ださい。やけどをするおそれびあります。 
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4-1. お手入れのしかた 


A ま意 

■塗装の 努化や車体-部品（ホイールなど）の腐食を防ぐために 

♦なのよ 5な場合は、ただちに洗車してください。 

-ミ毎岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行したあと 

-コールタール.花粉.樹液.鳥のふん.虫の死びいなどび付着したとを 
-ばい煙-油煙-粉じん-鉄粉-化学物質などの降下びをい場所を走行した 
あと 

-ほこり-ミ尼などで激しくちれたとを 
-塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機を剤び付着したとを 
♦塗装に 傷び付いた場合は、早めに補修してください。 

♦ホイールな 管時は、腐食を防ぐためにちれを落とし、湿気の少ない場所へ保管 
してください。 

■ランプの 清掃 

♦ミ 主意して洗ってください。有機溶剤や硬いブラシは使用しないでください。 

ランプを損傷させるおそれびあります。 

♦ランプに ワックスびけを行わないでください。 

レンズを損傷するおそれびあります。 

■アンテナの 損傷を防ぐために 

なのよラなとさはアンテナを格納してください。 

♦車庫の 天井などにアンテナびあたるとを 
♦カー カノ（一をかけるとを 
■アンテナの 取りはずしについて 
♦通常 走行時には、必ずアンテナを取り付けてください。 

♦自動 洗車機使用時などでアンテナを取りはずしたときは、アンテナを紛失しな 
いよラに注意してください。また、走行前には必ずちとどおり取り付けてくだ 
さい。 
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4-1. お手入れのしかた 

巧装の手入れ 


お手入れは、次の要領で実施してください。 

■ 室内の手入れ 

掃除機などでほこりを取り除さ、水またはめるま湯を含ませた巧で 
ふさ取る。 

■ 合成皮革部分の手入れ 

• 掃除機をかけて、大まかなミちれを取る 

• スポンジややね日かい巧を使用して合成皮革部分に刺激の少な 
い洗剤をつける 

• 数分間そのままにしておいてから巧れを落とし、固<絞ったされ 
いな布で洗剤をふさ取る 


曰知識 

■力一ぺットの洗ミき 

カーぺットは、極力乾いた状態でなつことをおすすめします。 

洗;争には、巿版の泡タイプク U —ナーびご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡をカーぺットに広げ、円を巧くよラに塗り 
こんでください。直接水をかけたりせず、ふを取ってから乾燥させてください。 

■シートベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、巧かスポンジを使って洗ってください。 

シートベルトの擦り切れ-ほつれ-傷などを定期的に点検してください。 

(一 P '73) 


A 警告 

■車両への 水の浸入 

♦車内に 水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。電気部品などに水び 
かかると、故障や車両火災につなびるおそれびありを険です。 

♦ SRS エアバッグの構成部品や配線をめらさないでください。（一 P .102) 
電気的不具合により、エアバッグび作動したり、正常に機能しなくなり、死 t 
事故や重傷につなびるおそれびあります。 
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4-1. お手入れのしかた 


A 警告 

■内装の 手入れをずるとをは（特にインストルメントパネル） 

諮出しワックスや麗出しク U —ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルびフロントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思 
わめ事故につなびり、重大な傷害ちしくは死 t におよぶおそれびあります。 


A ミち意 

■清掃ず るとを使用ずる溶剤について 

♦変色- シ5 • 塗装はびれの原因になるため、なの溶剤は使用しないでください。 
-シートしが1の部分：ベンジン-ガソ U ンなどの有機溶剤や酸性またはアル 
力 U 性の溶剤、染色剤、漂白剤 

-シート部分：シンナー.ベンジン.アルコール-その他の揮発性の溶剤 
♦麗 出しワックスや離出しク U - ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルやその他内装の塗装のはびれ' 溶解' 変形の原因になるおそれびあり 
ます。 

■フ □アに水びかかると 

フ□アを水で洗わないでください。 

オーディオやフロアカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の 
原因となったり、ボデーび鐘びるおそれびあります。 

■リヤ ウインドウガラスの内側を掃除ずるとさは 

♦熱線を 損傷するおそれびあるため、ガラスク1」ーナーなどを使わず、熱線に 
そって水またはめるま湯を含ませた巧で輕くふいてください。 

♦熱線を 引つかいたり、損傷させないよラに気を付けてください。 
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4-1. お手入れのしかた 

タイヤにごいて 


タイヤの点検は、法律で義務づけられていまず。日常点検として必ず 
タイヤを点検してください。 

タイヤの摩耗を均等にし寿命をのばずために、タイヤ□-テーシヨン 
(タイヤ位置交換）を己,000 km ごとに行ってください。 

■ タイヤの点検項目 

タイヤは;欠の項目を点検してください。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」をお読みください。 

• タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤび;令えているとさに行ってください。 

• タイヤの亀裂-損傷のち無 
• タイヤの溝の深さ 

• タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していた0、 
摩耗程度び他のタイヤと著し<異なるなど）の有無 

■ タイヤ□—テーシヨンのしかた 

►] 已インチまたは1己インチタイヤ装着車 



図でおず順にタイヤを□ーテー 
シヨンして <ださい。 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿 
命を延ばすために、トヨタは定期 
点検ごとのタイヤ□- テーシヨ ン 
をおすすめします。 
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4-1. お手入れのしかた 



□知識 

■ほ偏平タイヤについて（21已/50 R 17装着車） 

雪道や凍結路では、普通のタイヤとくらべてグ U ップカびほ下します。を用夕 
イヤかタイヤチェーンを使用し、道路状態に応じた速度でま意深<運転するよ 
ラにしてください。 

■ほ偏平タイヤの空気圧点検 （21 已/已〇 R 17装着車） 

ほ扁平タイヤは、走行性能を優先したタイヤです。特に空気圧は定期的に点検 
してください。2週間に1回（最化でも1ヶ月に1回）、または長距離ドライ 
ブの前には、必ず空気圧を点検して<ださい。 


► 17インチタイヤ装着車 


1 |<^ 

—> 1 1 

ク 


前側 


1 |<^ 

1 


己 T041AR004 


図でおず順にタイヤを□ーテー 
シヨンして <ださい。 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿 
命を延ばすために、トヨタは定期 
点検ごとのタイヤ □ーテーシヨ ン 
をおすすめします。 


回區に方向性があるタイヤ （17 インチタイヤ装着車) 


お手入れのしかた 
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4-1. お手入れのしかた 


□知識 

■タイヤ空気圧の数値 



タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ 
空気圧ラベルで確認することびでをます。 


►標準タイヤ 


タイヤサイズ 

タイヤが冷えているとをの空気圧 

kPa (k 旨/ cm 气 

前輪 後輪 

19己/6己 R1 已吕 1S 

FF 

(前輪駆動） 

230 (2.3) 

4WD 
(4 輪駆動） 

240 (2.4) 

195/60R16 89H 

230 (2.3) 

215/50R17 91 V 

220 (2.2) 


►応急用タイヤ 


タイヤサイズ 

タイヤが;令えているとさの空気圧 
kPa (kg/cm 气 

前輪 

後輪 

T135/80D16 101M 

420 (4.2) 


■タイヤ関連の部品を交換ずるとさ 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトを交換するとをは、トヨ 
夕販売店にご相談 < ださい。 
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4-1. お手入れのしかた 


A 警告 

■点検、 交換時の警告 

必ずなのことをお守りください。 

お守りいただかないと、駆動系部品の損傷や不安定な操縦特性により、重大な 
傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦タイヤは すべて同ーメーカー-同一銘柄•同ートレツドパターンで、摩耗差の 
ないタイヤを使用してください。 

♦メーカー 指定サイズし U 外のタイヤやホイールを使用しないでください。 

♦ラジアルタイヤ 'バイアスベルテツドタイヤ•バイアスプライタイヤをミ居在使 
用しないでください。 

♦サマー タイヤ.オールシーズンタイヤ— を用タイヤをミ居在使用しないでくださ 
し、。 

■タイヤ サイズの変更 

新車時に装着されているタイヤサイズによって、ホイールサイズやステア U ン 
グギヤレシオび異なるため、装着されているタイヤサイズしがのタイヤを装着 
しないで<ださい。サイズの異なるタイヤやホイールを装着した場合に車両の 
ま定性び十分に確保でをな < なるおそれびありを険です。 

例えば、装着タイヤのサイズび1日己/日 OR 1已の車両に21己/己 OR 17のサイ 
ズのタイヤを装着することはでをません。 

■異常が あるタイヤの使用禁止 

異常びあるタイヤをそのまま装着していると、走行時に八ンドルをとられたり、 
異常な振動を感じることびあります。また、なのよラな事態になり、思わめ事 
故になるおそれびありを挨です。 

♦破裂な どの修理でをない損傷を与える 
♦車び 横すべりする 

♦車の 本来の性能（燃費-車両のま定性-制動距離など）び発揮されない 
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4-1. お手入れのしかた 


A 警告 


♦必ず ナツトのテーパー部を内側にして取 
り付けてください。 テー )部を外側に 
して取り付けると、ホイールび破損しは 
ずれてしまい、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。 


♦ねじ 部にオイルやグ U —スをめらないでください。 

ナツトを締めるとさに必要しツ上に締め付けられ、ボルトび破損したり、ディス 
クホイールび損傷するおそれびあります。また、ナツトびゆるみホイールび落 
下して、重大な事故につなびるおそれびあります。オイルやグ1」ースびねじ部 
に付いている場合はふを取ってください。 


タイヤ交換時のを意 



A ま意 

■ほ 偏平タイヤについて 

215/50 R 17 のような做扁平タイヤ付きホイールは、路面から衝撃を受けたと 
を、ホイールに通常より大をなダメージを与えることびあります。 

そのためなのことにご注意ください。 

♦適切な タイヤ空気圧で使用して < ださい。空気圧び化すざると簡単に損傷する 
ことがあります。 

♦路上に あいた巧、平らでない舗道-縁石や他の障害物を避けて<ださい。 
タイヤおよびホイールびひどく損傷することびあります。 

■ 走行中に空気漏れび起こ ったら 

走行を続けないでください。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

■悪路 走行に巧ずるま意 

段差や凹凸のある路上を走行するとをはま意してください。 

タイヤの空気び抜けて、タイヤのクッション作用び化下します。また、タイヤ、 
ホイール、車体などの部品ち損傷するおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 

ボンネット 


室内か5□ックを解除して、ホンネットを開けまず。 



ボンネットオープナーを引< 
ボンネットび少し浮を上びりま 
す。 



レバーを引さ上げてボンネット 
を開ける 



ボンネットステーをステー巧に 
挿し込む 

矢印のある側の巧に挿し込んで< 
ださい。 


白知識 

■バッテリー端子をはずずときは 

バッテ U —端子をはずすとコンピューターに記憶されている情報び消去されま 
す。バッテ U —端子をはずすとさはトヨタ販売店にご相談ください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■走行 前の確認 

ボンネットびしつかり □ ックされていることを確認してください。 

ロックせずに走行すると、走行中にボンネットび突然開いて、生命にかかわる 
重大な傷害につなびるおそれびあります。 

■エンジン ルームを点検したあとは 

エンジンルーム内に工具や巧を置を忘れていないことを確認してください。 

点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置を忘れていると、 
故障の原因となったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両火災に 
つなびるおそれびあ D を険です。 

■ボン ネットを閉めるとさは 

ボンネットを閉めるとさは、手などを挟ま 
ないよラにま意してください。 

重大な傷害を受けるおそれびありを険で 
す。 



A ま意 

■ボン ネットへの損傷を防ぐために 

ボンネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットびへこむおそれびあります。 


吕已2 











4-2. 簡単な点検.部品交換 

ガレージジャッキ 


ガレージジャッキを使巧して車両を持ち上げるときは、正しい位置に 
ガレージジャッキをセットしてください。正しい位置にセットしない 
と、車両が損傷したり、けがをずるおそれがありまず。 

■ フ□ント 






2已3 



































4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■車両を 持ち上げるとをは 

なのことをおずお守0 ください。お守 D いただかないと、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦図の よラなガレージジヤツキを使用して 
車両を持ちあげる 


♦ガレージ ジャッキを使用するとをは、必ずガレージジャッキ付属の取扱説明書 
を十分に確認の上、使用する 

♦車に 搭載されているジャッキを使用しない 
車両び落下するおそれびあります。 

♦ガレージ ジャッキのみで支えられた車両の下に体の一部を入れたり、ちぐり込 
んだ〇しない 

♦ガレージ ジャッキおよび、自動車用ジャッキスタンドをしっかりとした傾をの 
ない平坦な床面で使用して < ださい。 

♦車両び ジャッキアップされた状態でエンジンを始動しないでください。 

♦平らで おい地面に停車させ、パーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P に 
する 



吕已4 










4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

♦ガレージジ ャッキは、必ずジャッキポイントに正しくセットする 
ガレージジャッキを正しくセットせずに車両を持ちあげると、車両び損傷しま 
す。また、車両びガレージジャッキから落下するおそれびあります。 

♦ U ヤヴスペンション部などで、ジャッキ 
アップしないでください。 

車両び損傷します。 


♦ま 内に乗員びいるとをは車両を持ちあげない 

♦車両を 持ちあげるとさは、ガレージジャッキの上または下にちのを置かない 



お手入れのしかた 


2已己 










4-2. 簡単な点検.部品交換 

電球（バルブ）の交換 


:欠に記載ずる電球は、ご自身で交換できまず。電球交換の難易度は電 
球により異なりまず。部品び破損ずるおそれびあるので、トヨタ販売 
店で交換ずることをおずずめしまず。 


■ 電球の用意 

切れた電球の W (ワット）数を確認してください。（一 P . 3已 2) 

■フ□ントのバルブ位置（エア□バンパー装着車） 



■フ□ントのバルブ位置（標準バンパー装着車) 



吕已6 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 











































4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ リヤのバルブ位置 



お手入れのしかた 


2已7 


















4-2. 簡単な点検-部品交換 


電球交換のしかた 

■へッドランプ（八□ゲンへッドランプ装着車の□-ビーム) 



運転席側の場合は、ウォッシャー 
タンクインレットを取りはずず 

インレットを取りはずす晩ん回転さ 
せなびら引を巧を、ウォッシャー液び 
こぼれないようを意してください。 
ウォッシャー液を規定量!;!上補給し 
ている場合、こぼれることびありま 
す。（一 P '281) 



コネクターを取0はずず 


吕已8 





































4-2. 簡単な点検-部品交換 





電球を取りはずす 


電球を交換し、取り付ける 

取り付け部と電球のツメ （3 ケ所）を 
あわせて挿し込みます。 


電球をまわして固定し、コネク 
ターを取0付ける 

電球を軽くゆさぶって、ぐらつをびな 
いことを確認し、いったんへッドラン 
プ（□ービーム）を点灯させ、電球の 
取り付け部からランプの光びわれて 
いないことを目視確認してください。 


I 幻 Ml 目 I 手順1でウオッシヤータンクインレツトを取りはずした場合は、 
をとにをどず 



2已9 

























4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ヘッドランプ（ハイビーム) 




電球を取りはずす 



電球を交換し、取り付ける 

取り付け部と電球のツメ （3 か所）を 
あわせて挿し込みます。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



■ フ□ントフオグランプ 4 



BTO42AR013 


電球をまわして固定し、 
ターを 取り付ける 


コネク 


電球を軽くゆさぶって、ぐらつをびな 
いことを確認し、いったんへッドラン 
プ（八イビーム）を点灯させ、電球の 
取り付け部からランプの光びわれて 
いないことを目視確認してください。 


ボルトを取りはずし、クリップを 
ず5してフェンダーライナーをめ 
<る 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 




/ BTO42CS015 



電球を取りはずす 


電球を交換し、取り付ける 

取り付け部と電球のツメ （3 ケ所）を 
あわせて挿し込みます。 


電球をまわして固定し、コネク 
ターを取0付ける 

電球を軽くゆさぶって、ぐらつをびな 
いことを確認し、いったんフ□ント 
フオグランプを点灯させ、電球の取り 
付け部からランプの光びちれていな 
いことを目視確認してください。 


I 巧！圆 I 引 フェンダ~ライナ~をもとにもどず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■車幅な 



手順 



工具袋に収納されているノりレブ 
交換ツール（一 P . 301)の 
" POSITION " 側を車幅巧のソケッ 
卜にはめ込む 


バルブ交換ツールをまわしてソ 
ケットを取りはずしたあと、電球 
を取りはずず 



EliTTI 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■フ□ント方向指示:打/非常点滅な 


固定ク U ップ8本をはずして、力 
バーを取0はずず 

n ク U ップの中むを巧ず 
曰ク U ップを引さ抜く 


次に、工具袋に収納されているバ 
ルブ交換ツール（一 P . 301)の 
" TURN " 側をフ□ント方向指示 
な/非常点滅巧のソケットにはめ 
込む 



"TURN 側 BTO42AR011 




バルブ交換ツールをまわしてソ 
ケットを取0はずしたあと、電球 
を取りはずず 
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IMTI 取り付けるときは、取りはずしたとをと逆の手順で取り付ける 










































4-2. 簡単な点検-部品交換 


U ヤち向指示：打/非常点滅な 



バックドアを開け、ボルト2本を 
取0はずず 



ソケットを取りはずず 


電球を取りはずず 


IH 互取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■後退打 



パックドアを開け、カパーを取り 
はずず 



ソケットを取りはずず 


電球を取りはずず 


111141取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


番号な 



バックドアを開け、カバーを取り 
はずず 


ソケットを取りはずず 



電球を取りはずず 


111141取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 

■次の電球を交換ずるには 

なの電球び切れたとさは、トヨタ販売店で交換して< ださい。 
♦へッドランプ□ービーム（ディスチャージへッドランプ装着車） 
♦八イマウントストップランプ 
• サイド方向指おな/非常点滅な 
• 制動巧/尾な 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


□知識 

■助手席側のへッドランプ（□ービーム）を交換ずるとをは 
( A □ゲンへッドランプ装着車） 

エアク U —ナーダクト上部の固定ク U ップをはずし、ダクトを取りはずすと電 
球の交換作業びしやす<なります。電球交換後は、おずエアク U —ナーダクト 
を取り付け、ダクト上部をク1」ップでしっかり固定してください。 


♦エアク1」ーナーダクト上部の取りはずしち 


n ク U ップの中むを巧ず 
曰ク U ップを引さ抜く 
B ダクトをはずず 


♦ク U ップの取り付けち 




n ダクトを取り付ける 
曰ク U ップ先端部を押し込む 
0ク U ップを差し込む 
〇ク U ップの中むを押ず 


■レンズ内の水滴と量り 

なのよラなとさは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一時 
的な曇りは、機能上問題ありません。 

♦レンズ内側に大粒の水ミ商び付いている 
♦ランプ内に水びたまつている 

■ディスチヤージへッドランプの作動（ディスチヤージへッドランプ装着車） 

作動電圧範囲をはずれると、ランプび消なしたり、点なしなくなります。 

電圧び正常にちどると再点なします。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■電球を 交換ずるときは 

♦ランプは 消なしてください。消灯直後は熱いため、交換しないでください。 
やけどをすることびあ0ます。 

♦電球の ガラス部を素手でふれないでください。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷付けた 
り、落下させた D すると球切れしたり破裂することびあります。 

♦電球 や電球を固定するための部品はしっかり取り付けてください。 

取り付けび不十分な場合、発熱や発火、ちし<はへッドランプ内部への浸水に 
よる故障や、レンズ内に曇りび発生することびあります。 

♦電球、 ソケット、電気回路、および構成部品を、修理または分解しないでくだ 
さい。 

感電による重大な傷害の原因となります。 

■デ ィスチャージへッドランプについて（ディスチャージへッドランプ装着車） 

♦交換 するとを（電球交換含む）は、おずトヨタ販売店にご相談ください。 

♦点な 中は、高電圧ソケットにふれないでください。 

瞬間的に2万ボルトの電圧び発生するため、感電による重傷の原因になるこ 
とびあ0ます。 


A ま意 

■お 車の故障や义災を防ぐために 

電球び正しい位置にしっかりと取り付けられていることを確認してください。 

■お 車の故障を防ぐために 

♦電球を 交換するとをに取りはずした固定ク U ップやカバーなどの部品は、ちと 
どおりに取り付けてください。 

♦バルブ 交換ツールはこの車専用の工具です。 

他車の電球交換には使用しないで<ださい。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ヒユーズの点検、交換 


ランプび点灯しないときや電気系統の装置が働かないときは、ヒュー 
ズ切れが考え5れまず。ヒューズの点検を行ってください。 

I 包画 111 スマートエント U-& スタートシステム装着車: 

" エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にずる 
スマートエント U -& スタートシステム非装着車： 

エンジンスイッチを " LOCK " にずる 
ヒュ ーズボ ッ クスを開ける 
► S 力手席足兀 



n 足元にカバーび取り付けられ 
ている場合は、カバーを取り 
はずず 

曰ヒューズボックスカバーを取 
りはずず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


エンジン ルーム 



ツメを巧しなびら、カバーを持 
ち上げる 


mi [巧 故障の状況か5、点検ずベさヒューズを「ヒューズの配置と 
負荷」（一 P . 272)で確認ずる 



ヒューズはずしでヒューズを引 
さ抜< 

ヒューズはずしは、エンジンルー 
ム側ヒューズボックスにありま 
す。 


图 H 司ヒューズび切れていないか点検ずる 

n 正常 


□ 


且 




I ヒューズ切れ 

ヒューズボックスの表示に従い、 
規定容量のヒューズに交換しま 
す。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


1" ヒューズの配置と負荷 

■エンジン ルーム 


\v 

N\ 


、 

\ \ 

\ 


日日 S 日日 K 



inn 

\ 22 23 

J U U 

n 

24 

U 



BTO42AR038 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

EFI NO . 2 

10 A 

EFI システム 

2 

EFI NO .1 

10 A 

EFI システム 

3 

H-LP RH Hi 

10 A 

ち側ヘッドランプ（八イビーム） 

4 

H-LP LH HI 

10 A 

左側ヘッドランプ（八イビーム） 

5 

H-LP RH L 日 

15 A 

ち側へッドランプ（□ービーム） 

6 

H-LP LH LO 

15 A 

左側ヘッドランプ（□ービーム） 

7 

ETCS 

10 A 

電子制御ス□ットル 

8 

TURN&HAZ 

10 A 

ち向指示な/非常点滅な 

白 

ALT-S 

7.5 A 

オルタネーター 

10 

AM 2 NO . 2 

7.5 A 

パワーマネジメント ECU 

11 

AM 2 N 0.1 

30 A 

スターターマグネット 

12 

STRG LOCK 

20 A 

ステア U ングロック 

13 

IN 」 

15 A 

インジェクター、イグナイター 

14 

IG 2 N 0.2 

7.5 A 

始動系（イグニッシヨンスイッチ） 


。〕 C の〕 
〔6〕〔50〔化〕 

n 5〕 打〕〔じ 
no 巧〕 C 化〕 

no 〔日〕 

n2u n 8 u Qu 

n 1 u 〔7〕 nMU 


m 如 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 已 

ECU - 目 N 0.2 

10 A 

エアコン、パワーウインドウ、 

照合 ECU 、 ヒーターコントロール 

スイッチ 

16 

D . C.C 

- 

未使用（暗電流カット用） 

17 

ECU - 臣 N 0.1 

10 A 

メインボデー ECU 、 メーター、 ETC 、 
照合 ECU 、 ワイヤレスドア□ックシ 
ステム、ステア U ング SSR 

18 

RAD 

1 己 A 

オーディオ 

19 

DOME 

10 A 

室内灯 

20 

AMP 

20 A 

オーディオアンプ 

21 

DEICER 

20 A 

ウインドシールドデアイサー 

22 

EFI MAIN 

20 A 

EFI システム 、 EFI N 0.1、 

EFI NO . 2 

23 

HORN 

10 A 

ホーン 

24 

IG 2 -MAIN 

1 己 A 

EFI システム、メーター、エアバッグ、 
ステア U ング□ック、照合 ECU 

2已 

WIPER-S 

7.5 A 

パワーマネジメント ECU 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


BTO42AR039 


■ 助手席足元 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

I 

ACC 

10 A 

電動5ラー、シフト□ックシステム、 
メインボデー ECU 、 ETC 、 ヒーター 

コント□ールスイッチ、 

オーディオアンプ 

2 

MIR HTR 

10 A 

5ラーヒーター 、 EFI ECU 

3 

WIP 

2 己 A 

フロントワイパー 

4 

WIP RR 

15 A 

U ヤヮイパー 

己 

WASHER 

15 A 

ウォツシヤー 

6 

HTFM 白 

10 A 

エアコン、ナノイー、 

ヒーターコント□ールスイッチ 

7 

GAUGE N 0.1 

10 A 

オルタネーター、フラッシャーリレー 

8 

1 白 1 NO .1 

10 A 

後退灯、 U ヤウインドウデフォッガー 
リレー、ウインドシールドデアイサー 

U レー、電動フアン U レー、ウインド 
シールドデアイサースイッチ 、 EFIECU 

9 

ECU-IG 

10 A 

ボデー ECU 、 ムーンルーフ、 EPS 、 

シーケンシャルスイッチ、オートレべ 

リング、シフト□ック、 4 WDECU 、 
S - VSCECU 、 ヨーレートセンサー、 

ステア U ングセンサー 

lO 

DOOR RL 

25 A 

パヮーウィンドウ 

II 

DOOR RR 

2 己 A 

パヮーウインドウ 


n り 

nn- 


nHU n 1 u 
口 u nuuj 
口 u n 白 
口 u _ A 

0 u 口 u n 白 

no nu n 4 u 

__\\ - n5u 

nmu n 6 u 

口 u n 7 u 

n り口 u n 凸 

nuQ nuo 


n 凸 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

12 

METER 

7.5 A 

メーター 

13 

1 白2 N 0.1 

7.5 A 

ステア U ングロック、 SRS エアバッ 
グシステム、照合 ECU 、 パワーマネ 
ジメント ECU 、 E 円システム 

14 

S / R 00 F 

30 A 

ムーンルーフ 

1 已 

DOOR FL 

25 A 

パヮーウインドウ 

16 

STOP 

10 A 

制動灯、八イマウントストップラン 
プ、 A 目 S 、 S - VSC 、 パワーマネジメン 

卜 ECU 、 EFI システム、シフト□ック 

17 

〇臣 D 

7.5 A 

ダイアグノーシスコネクター 

18 

4 WD 

7.5 A 

4 WD ECU 

19 

AMI 

10 A 

始動系（イグニッシヨンスイッチ） 

20 

FOG FR 

7.5 A 

フロントフォグランプ 

21 

WEI_CA 目 

30 A 

ウエルキャブシステム 

22 

FOG RR 

7.5 A 

U ヤフォグランプ 

23 

D/L 

25 A 

パワードア□ックシステム 

24 

PANEL 

10 A 

スイッチ照明、メーター照明、ステア 

U ングスイッチ 

2已 

TAIL 

10 A 

車幅灯、尾な、ま号な、フロントフォ 
グランプ、 U ヤフォグランプ、光軸調 
整スイッチ、メーター照明、 EFI システム 

26 

P/OUTLET N 0.1 

1 己 A 

アクセヴ U —ソケット 



27已 






















4-2. 簡単な点検-部品交換 


□知識 

■ヒューズを交換したあと 

♦交換してもランプ類び点なしないとをは、電球を交換してください。 

(一 P . 乙已 6) 

♦取りかえてち再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けて< 
ださい。 

■バッテリ -か 5の回路に過剰な負巧びかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるよ引こ設計されています。 


A 警告 

■車の 故障や、車両义災を防ぐために 

なのことをお守りください。 

お守りいただかないと、車の故障や火災、けびをするおそれびあります。 

♦規定 容量!;(がのヒューズまたはヒューズ1；(がのちのを使用しないでください。 
♦おず トヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。 

♦ヒューズ やヒューズボックスを改造しないでください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

キーの電池交換 


電池び消耗しているときは、新しい電池に交換してくださし、。 


用意ずるちの 

♦マイナスドライバー 

• U チウム電池 

CR 1632 (スマートエント U — &スタートシステム装着車） 
CR 2016 (スマートエント U -& スタートシステム非装着車） 

電池交換のしかた 

(スマートエントリ ー& スタートシステム装着車） 



解除ボタンを巧して、メカニカ 
ルキーを抜< 



カノ（一をはずず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



消耗した電池を取0出ず 

新しい電池は+極を上にして取り 
付けます。 


( HE 互取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付け 
る 

■ 電池交換のしかた 

(スマートエントリー&スタートシステム非装着車） 




BT042CS002 


カ パーを はずす 

傷が付くのを防ぐため、マイナス 
ドライバーの先端にテープなどを 
巻いて保護してください。 

ボタン側を下向をにしてカバーを 
はずしてください。上向をにする 
とボタンびはずれるおそれびあ0 
ます。 

モジュールを取0出す 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



モジュールカバーをはずし、消 
耗した電池を取0出ず 

新しい電池は+極を上にして取り 
付けます。 


图 H 互取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付け 
る 


U 知識 

■電池び消耗していると 

なのよラな状態び起こります。 

♦スマートエント U -& スタートシステム（装着まのみ）、ワイヤレス機能び 
作動しない 

♦作動距離び短<なる 

■リチウム電池の入手 

U チウム電池はトヨタ販売店、時計店およびカメラ店などで購入でをます。 
♦スマートエント U -& スタート装着車； CR 1 日32 
♦スマートエント U -& スタート非装着車： CR 201己 


A 警告 


I 取りはずした電池と部品について 

おモさまにさわらせないで<ださい。 

部品びルさいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 



279 














4-2. 簡単な点検-部品交換 


A ま意 

■交換 後、正常に機能させるために 

なのことを必ずお守りください。 

♦めれ た手で電池を交換しない 
鐘の原因になります。 

♦電池し U がの部品に、ふれたり動かしたりしない 
♦電極を 曲げない 

• ドライバーなどにテーピングをしたり巧されをあててからはずしてください。 
カバーに傷び付 < おそれびあ0ます。 
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I ケーシの使い方 


ウォッシャー液の膜び張っているゲージの 
巧部の位置を確認して、ウォッシャー液の 
残量を判断します。 

残量びゲージの先端から2つめの穴部より 
下まわった ( LOW の位置まで化下した）ら、 
ウオッシヤー液を補給してください。 


I ウオッシヤー液を補給ずるときは 


ウォッシャーミ夜を補給する際は、インレッ 
卜の接続部をこえる位置まで補給しないで 
ください。接続部を超える位置までウォッ 
シャー液を補給すると、接続部からウォッ 
シャー液びちれることびあります。 


現在の 

液量 



4-2. 簡単な点検.部品交換 

ウォッシャー液の補給 



曰知識 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■ウ ォッシャー液を補給ずるときは 

エンジンび熱いとをやエンジンびかかつているとさは、ウォッシャー液を補給 
しないでください。ウオッシャー液にはアルコール成分び含まれているため、ェ 
ンジンなどにかかると出火するおそれびありを険です。 


A ミち意 

■ウ ォッシャー液について 

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

車体の塗装にしみびつくおそれびあります。 

■ウ ォッシャー液のうずめち 

必要に応じて水でラすめてください。水とウォッシャー液の割合は、ウォッ 
シャー液の容器に表示してある凍結温度を参考にしてください。 

■ウ ォッシャー液の補給 

ウォッシャー液を補給する際は、規定量し i (上入れないでください。 

規定量しツ上のウォッシャー液を補給すると、へッドランプの電球交換時にイン 
レットを取りはずした際、ウォッシャー液びこぼれることびあります。 

(一 P . 2已 8) 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

エアコンフイルターの交換 


エアコンを 快適にお使いいただくために、 エアコン フィルターを定期 
的に交換してください。 

■交換のしかた 

[ UK でスマートエント U -& スタートシステム装着車: 

" エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にずる 
スマートエント U —&スタートシステム非装着車： 

エンジンスイッチを " LOCK " にずる 



グ□ー ブボックスを取0はずず 
□ グ□ーブボックスのダンバース 
テーのピンをはずします。 

旦グ□-ブボックス側面を内側に巧 
してたねませなびら、上部のツメ 
を片側ずつはずします。 

H グ□-ブボックスを手前に引を出 
します。 

□ グ□-ブボックス下部のツメをは 
ずします。 


フィルターカノ（一を取りはずず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



フィルターを取りはずし、新し 
いフィルターと交換ずる 

「下 UP 」 マークの矢印び上を向く 
ように取り付けます。 


園！[司取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付け 
る 


口知識_ _ _ 

■エアコンフィルターの 交換に ついて 

エアコンフィルターはなの時期を目安に交換してください。 

交換； 20,000 km [1 0,000 km ※ ] ごと 
※大都市や寒;令地など、交通量や粉じんのをい地区 

■エアコンの風量び減少したときは 

フイルターの目詰まりび考えられますので、フイルターを交換してください。 


A ま意 

■エ アコンを使用ずるとさのを意 

♦フ ィルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因になることびあり 
ます。必ずフイルターを装着してください。 

♦フイ ルターは交換するタイプです。 

水洗いやエアブローによる清掃はしないでください。 
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トラブルび起をた 5 5 


日-1.まず初めに 

故障したとさは . 286 

非常点滅灯 

(ハヴードランプ） . 287 

発炎筒 . 288 

けん引について . 290 


日- 2. 緊急時の対処法 

警告ながついたとをは . 294 

ノくンクしたとをは 
(応急用タイヤ装着車） ....... 301 

パンクしたとをは 
(タイヤパンク応急修理キット 

装着車) . 313 

エンジンび 

かからないときは . 328 

シフトレバーが 

シフトでさないとをは ....... 330 

キーを無くしたとさは . 331 

電子キーび正常に働かないとさは 
( スマートエント U — St スタート 

システム装着車） . 332 

バッテリーが 

あびったとさは . 334 

オーバーヒートしたとをは.. 338 

スタックしたとさは . 340 

車両を緊急停止するには ...... 342 


2扫已 

















己- 1 .まず初めに 

巧障したとまは 


故障のときは速やかに下記の指示に従ってくださし、。 


非常点滅打（一 P . 287) を点滅 
させなびら、車を路肩に寄せ停 
車する 

非常点滅なは、故障などでやむを 
得ず路上駐車する場合、他車に知 
5せるため使用します。 


高速道路や自動車専用道路で 
は、次のことに従ラ 
• 同柔ちを避難させる 

• 車両の已 Om じ(上後方に発炎筒 
(一 P . 288) と停止表示板を 
置くか、停止表示なを使巧ずる 

. 見通しび悪い場合はさらに後 
ちに置いてください。 

-発炎筒は、燃料ちれの際やトン 
ネル内では使用しないでくだ 
さい。 

♦その後、ガードレールのが側 
などに避難ずる 




白知識 


■停止表示板-停止表示なについて 



♦高速道路や自動車専用道路でやむを得ず 
駐停車する場合は、停止表示板または停 
止表示なの表示び、法律で義務付けられ 
ています。 

•停止表示板•停止表示口は、トヨタ販売店 
で購入することがでをます。 
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已 -1 .まず初めに 

非常点滅好（八ザードランプ) 


故障などでやむを得ず路上駐車ずる場合、他車に知5せるために使巧 
して < ださい。 


スイッチを巧ず 

すべてのち向指示なび点滅しま 
す。 

ちラー度巧すと消なします。 


曰知識 

■非常点滅なについて 

エンジン停止中に、非常点滅なを長時間使用すると、バッテ U —びあびるおそ 
れびあ0ます。 



トラブルび起さたら 
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已 -1 .まず初めに 

発炎筒 


高速道路や踏切などでの故障-事故時に非常信号用として使用しま 
ず。 （ トンネル内や可燃物の近くでは使用しないでください。） 

発炎時間は約已分でず。非常点滅'灯と併用してください。 



助手席足元の発炎筒を取り出ず 


本体をまわしなび日抜さ、本体 
を逆さにして挿し込む 



先端のフタをと0、ず0薬で発 
炎筒の先端をこずり、着火させ 
る。 

必ず車外で使用してください。 
着火させる際は、筒先を顔や体に 
向けないで < ださい。 
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已 -1 .まず初めに 


□知識 

■発炎筒の有効期限 

本体に表示してある有効期間び切れる前に、トヨタ販売店でおホめ<ださい。 
有効期限び切れると、着火しなかったり、炎びルさくなる場合びあります。 


A 警告 

■発 炎筒を使用してはいけない場所 

なの場所では、発炎筒を使用しないで<ださい。 

煙で視界び悪くなったり、引火するおそれびあるためを険です。 

• トンネル内 

• ガソ U ンなど可燃物の近く 

■発 炎筒の取り扱いについて 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害を受けるおそれびあ〇を険です。 
♦使用 中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近付けたりしない 
♦発 炎筒は、お子さまにさわらせない 


トラブルび起さたら 
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己- 1 .まず初めに 

けん引について 


けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業ちにご依頼くださ 
い。 


■けん引する前に 

次の場合は、駆動系の故障び考えられるため、トヨタ販売店へご連 
絡 < ださい。 


• エンジンはかかるび、車び動かない 


• 異常な音びずる 

けん引されるとをは 



車体に傷び付かないよラに□一 
プをけん引フックにかける 

前進方向でけん引してください。 


手順 


25 m じ!內 



BT051AR004 


□ープの中央に白い巧を付ける 
巧の大をさ： 

0.3 m 平方 （30 cm X 3日 cm ) 
故上 
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已 -1 .まず初めに 


けん弓 I される車両のエンジンをかける 
► スマートエント U -& スタートシステム装着車 

エンジンびかか6ないとをは、"エンジンスタートストップ"スイッ 
チをアクセヴ U - モード、またはイグニッション ON モードにします。 

► スマートエント U -& スタートシステム非装着車 

エンジンびかからないとをは、エンジンスイッチを " ACC " または 
" ON " にします。 

固画囚けん引される車両のシフトレバーを N にしてか日、パーキン 
グブレーキを解除ずる 

けん引中は、前の車の制動なにを意し□ープをたるませないようにして 
<ださい。 


白知識 — 

■寒冷地仕様車の固縛用フック（リヤ） 

緊急用フックとしても使用でをます。 

雪の吹をだまりなどでスタックして走行 
でをなくなったとさに緊急的に他車に 
引っ張り出してもらうときに使用するも 
のです。 

この車で他まをけん引することはでをま 
せん。 


けん引フックはけん引されるとをに使ラちのであり、他車をけん弓 I するための 
ちのではありません。 
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■けん引フックの使用目の 


トラブルびおさたら 

















己- 1 .まず初めに 


A 警告 

■車両を 運搬ずるとをは 

おず4輪接地、または4輪とち持ち上げた状態で運搬してください。 

駆動装置び損傷した0、車び台車から飛び出すおそれびあ0ます。また、駆動系部 
品び故障したと思われるとさは必ず4輪を持ち上げて運搬してください。 

■けん 引中の運転について 

♦けん 引を行ラとをは細むのま意を仏ってください。 

けん引フックやロープに過剰な負荷をかける急発進やまちびった車両操作は 
避けてください。 

けん引フックやロープび破損するおそれびあります。万一の場合、その破片び 
周囲の人などにあたり、重大な傷害を与えるおそれびありを険です。 

• けん引される車は、慎重に運転してください。 

エンジンび停止しているとブレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび通常よ 
り重くなります。 

► スマートエント u —这スタ ~トシステム装着車 

♦" エンジンスタートストップ"スイッチを日 FF にしないでください。 

八ンドルが□ックされ八ンドル操作がでさな<なり、思わ说事故につながるお 
それがお0危険です。 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

♦エンジン スイッチを " LOCK " にしないでください。 

八ンドルが□ックされ八ンドル操作がでさな<なり、思わ说事故につながるお 
それがおり危険です。 
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已 -1 .まず初めに 


A ま意 

■車両の 損傷を防ぐために 

♦けん 引するとをはなのことを必ずお守りください。 

-ワイヤー□-プは使用しない 
-连度30 km / h しツ下、距離80 km しツ内でけん引する 
-前進ち向でけん引する 
-サスペンション部などに□-プをかけない 

♦この 車で他車やボート（トレーラー）などをけん引しないでください。 

駆動系部品などに重大な損傷を与えるおそれびあります。 

■固 縛用フックについて 

固縛用フックは、船舶固縛で車両を輸送 
するとをに使用するためのものです。け 
ん引には絶対に使用しないでください。 


レッカー車でけん引してください。 

レッカー車でけん引しないと、ブレーキび過熱し効をび悪くなるおそれびあり 
ます。 
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長い下り坂でけん弓 I ずるときは 


トラブルびおさたら 
























己- 2. 緊急時の対処法 

警告なびついたとをは 


警告'灯び点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて;夕①ようにご 
対処ください。点！打•点滅しても、その後消'灯ずれば異常ではありま 
せん。ただし、同じ現象び再度発生した場合は、トヨタ販売店で点検 
を受けて < ださい。 


I ただちに停車してください。走行を続けるとを険でず。 

なの警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味しまず。ただちに 
安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告打 

警告な名-警告内容 

(©) 

ブレーキ警告な（警告ブザー）& 

-ブレーキ液の不足、またはブレーキ系統の異常 
パーキングブレーキび解除されていないとをち点なします。解 
除後、消灯すれば正常です。 


バーキングブレーキ未解除走行時警告ブザー： 

バーキングブレーキを解除しないまま車を発造させ、車まび已 km / h しソ上になる 
と、警告ブザーび鳴ります。 

警告ブヴーび鳴ったとさは、バーキングブレーキを解除してください。 
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5-2. 緊急時の対処法 


I ただちに停車してください。 

次の警告は、お車へのダメージや思わめを険を招くおそれびあることを 
意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して< 
ださい。 


警告な 

警告な名-警告内容 


口 


充電警告な 

充電系統の異常 




油圧警告な 

エンジンオイルの圧力異常 


(ホ色点灯) 


水温警告な 

エンジンびオーバーヒートしている (^ P . 338) 
























5-2. 緊急時の対処法 


I ただちに点検を受けてください。 

次の警告は、放置ずると、システムび正しく働かず、思わめ危険や故障 
をおくおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検を 
受けて < ださい。 


警告な 


心 


が 


(©) 



因 

TMT) 

P 


4 WD 


警告な名-警告内容 


エンジン警告な 

-エンジン電モ制御システムの異常 
•電モ制御ス□ットルの異常 

•オートマチックトランスミッション電子制御システムの異常 

SRS エアバッグ/プリテンシヨナー警告な 

- SRS エアバッグシステムの異常 
-プ U テンショナー付をシートベルトシステムの異常 

ABS & ブレーキ アシス ト 警告な 

- ABS の異常 
•ブレーキアシストの異常 

パワーステアリング警告な 

EPS (エレクトリックパワーステアリング）の異常 

スリップ表示な 

- S-VSC システムの異常 
•TRC システムの異常 

デイスチャージへッドランプ 
オートレべリング警告な* 

自動光軸調整システムの異常 

4 WD 警告巧* 

4 WD システムの異常 


み 

(点減) 


クルーズコント□ール 表示な* 

クルーズコント□ールシステムの異常 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
















































5-2. 緊急時の対処法 


I "ただちに処置して < ださい。 

次の警告はそれぞれの対処方法に従って処置し、警告打び消なずるのを 
確認してください。 


警告な 

警告な名-警告内容 

対処ち法 


(赤色点減) 


水温警告な 

エンジンびオーバーヒート気 
味 

ミち意して走行する 


を 


半ドア警告な 

いずれかのドアび確実に閉 
まつていない 

全ドアを閉める。 


〇 


燃料残量警告口 

燃料の残量（約日 LUi 下） 

燃料を補給 


ぶ 

(点滅） 


運転席シートベルト 
非着用警告な 
(警告ブザー）※ 

運転席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


ぶ 

PASSENGER 

(点滅） 


助手席シートベルト 
非着用警告な 
(警告ブザー）※ 

助手席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


&運転席-助手席シートベルト巧着用警告ブザー: 

運転席-助手席シートベルト非着用のまま車速び約20 km/h 上になると警告ブ 
ヴーび30秒間断続的に鳴ります。その後ち運転席-助手席シートベルト非着用 
のままだと、ブヴーの音びかわり90秒間鳴ります。 

□知識 

■助手席シートベルト非着用警告なの柔員検知センサーの作動について 

♦柔員びいなくてち、シートに荷物などを置くと、センサーび重量を検巧して 
警告なび点滅することびあります。 

♦座布団などを敷くと、センサーび柔員を検巧せず警告なび作動しないことび 
あ0ます。 
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トラブルびおさたら 








































5-2. 緊急時の対処法 


□知識 

■パワーステアリング警告なについて 

バッテ U —の充電び不十分な場合、または一時的に電圧び下びった場合に点な 
することびあ0ます。 


A 警告 

■パワー ステアリング警告なが点なしたときは 

八ンドルび非常に重くなることびあります。八ンドルを操作して通常より重い 
とさは、八ンドルをしっかりと持ち、通常より強く操作してください。 


I ただちに処置してください。 （ スマートエントリ ー& スタートシステム装着車） 


なの警告はそれぞれの対処方法に従って処置し、警告巧び消なずるのを 
確認してください。 


車内 

お化 
言 口 

ブヴー 

車外 

乾化 
言 口 

ブヴー 

警告な 

警告内容 

対処方法 

1回 

なし 


車室内に電子キーびない状態 
でエンジンをかけよラとした 

車室内に電テキーが 
あるか確認する 

正規の電子キーび車室内にな 
い状態で走行をはじめた 

メカニカルキーで解錠して" 
エンジンスタートストップ’’ 
スイッチを押した際、車室内 
でキーを検出でをなかった 

ブレーキを踏みなが 
ら電テキーで"エ 
ンジンスタートス 
トップ"スイッチ 

にふれる 

— U ] 


" エンジンスタートストッ 
プ"スイッチを押したとを 
にま室内でキーを検出でをな 
いことび2回連続で続いた 
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5-2. 緊急時の対処法 


車内 

車外 




敢化 
言口 

乾化 
言口 

警告打 

警告内容 

対処方法 

ブヴー 

ブヴー 







シフトレバーび P で"エ 
ンジンスタートストッ 



連続音 


プ"スイッチを日 FF にせ 

" エンジンスタート 

1回 

(10 砂 
間） 


— U ) 


ずし、運転席ドアを開閉し 

ストップ"スイッチ 



て電子キーを車がに持ち出 

を日 FF にしたあと、 



し、スマートエント U —& 

スタートシステムでドアを 

施錠しよラとした 

再度施錠する 






" エンジンスタート 




運転席し i (外のドアを開閉し 
て、電モキーを車外に持ち 
出した 

ストップ"スイッチ 
を日 FF にする 

または 

電モキーを車室内に 
持ち込む 

1回 

3回 


•>14) 





シフトレバーび P で、" エ 

" エンジンスタート 




ンジンスタートストッ 

ストップ"スイッチ 




プ"スイッチを日 FF にせ 

を日 FF にする 




ずに運転席ドアを開閉し 

または 




て、電モキーを車がに持ち 

電テキーを車室内に 




出した 

持ち込む 




















5-2. 緊急時の対処法 


車内 

乾化 
言 口 

ブヴー 

車が 

乾化 
言 口 

ブヴー 

警告打 

警告内容 

対処方法 

連続音 

連続音 


シフトレバーが P 
政外で、"エンジ 
ンスタートス 

トップ"スイッチ 
を OFF にせずに 

運転席ドアを開閉 
して、電子キーを 
車外に持ち出した 

•" エンジンス 

タートストップ" 

スイッチを OFF 

にする 

•シフトレバーを 

P にする 
-電モキーを車室 
内に持ち込む 

— 
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5-2. 緊急時の対処法 

パンクしたとをは（応急用タイヤ装着車) 


パンクしたタイヤを、備え付けの応急用タイヤと交換してください。 

(タイヤについての詳しい説明は、 P . 24己をご覧ください。） 

■ ジャッキで車体を持ち上げる前に 

• 地面び固く平日な場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをかける 
♦シフトレバーを P に入れる 
• エンジンを停止ずる 
• 非常点滅なを点滅させる 
■ 工具とジャッキ位置 



トラブルびおさたら 




























5-2. 緊急時の対処法 


I 工具袋、ジャッキの取り出しかた 

固画田中央デッキボードを取りはずず（一 P . 236) 
E3M 2 1 ホデッキボードを巧りはずす(一 P . 237) 



カノ（一をはずず 



固定バンドをはずし、工具袋を取 
り出ず 



ジャッキを取0出ず 
n ゆるめる 
曰締める 
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5-2. 緊急時の対処法 


応急用タイヤの取り出し方 


國画！]デッキボードを取りはずず（一 P . 236) 




ラ ゲージルーム 後部床上にある 
マツトの切0欠さ部分をめ< 0、 
操作ボルトにエクステンションを 
取り付ける 


エクステンションにホイールナツ 
トレンチを取り付け、操作ボルト 
をまわしなびら応急用タイヤび地 
面に着<までゆるめる 


アタッチメントをホイール巧から 
はずし、応急用タイヤを取り出ず 


mi 司アタッチメントををとにちどず 

ホイールナツトレンチで操作ボルトを締め付けて、アタッチメントを巻を上 
げます。 
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トラブルびおさたら 







































5-2. 緊急時の対処法 


I パンクしたタイヤの交換 



輪止め X ’をずる 


バンクしたタイヤ 

輪止めの位置 

前輪 

左側 

ち側後輪ラしろ 

ち側 

左側後輪5しろ 

後輪 

左側 

ち側前輪前 

ち側 

左側前輪前 


* 輪止めはトヨタ販売店で購入する 
ことびでをます。 



ホイールキャップをはずず 
* スチールホイール のみ 
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5-2. 緊急時の対処法 






ジャッキの A 部を手でまわして、 
ジャツキ溝をジャッキセット位置 
にしつか0かける 


ホイールナットレンチをジャッキ 
八ンドルに組み付ける 


タイヤび地面から少し離れるま 
で、車体を上げる 


ナットをずべて取りはずし、タイ 
ヤを取りはずず 

タイヤを直接地面に置くとさは、ホ 
イールの意匠面に傷び付かないよラ 
意匠面を上にする。 
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トラブルびおさたら 



































5-2. 緊急時の対処法 


(タイヤの取り付け 



ホイール接触面のミちれをふさ取る 
ホイール接触面びミちれていると、走行 
中にナツトび緩み、タイヤびはずれる 
おそれびあります。 


M 习 タイヤを取りがけ、タイヤびびたつかない程度まで手でナットを 
仮締めする 


► スチールホイールからスチールホイールにかえるとさ（応急用タイヤ 
を含む） 



ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽<あたるまでまわず 


► アルミホイールか日応急巧タイヤにかえるとき 



ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽<あたるまでまわず 
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5-2. 緊急時の対処法 


アルミホイールか日アルミホイールにかえるとき 



ナツトの座金びホイールにあたる 
までまわす 


車体を下げる 


図の番号順でナツトを2、3度しつ 
か0締め付ける 

締め付けトルク： 

103 N • m (10 已0 k 呂 f • cm ) 



ホイールキャップを取り付ける* 
タイヤのバルブ（空気 □) に切り欠を 
を合わせてホイールキャップを確実 
に取り付ける。 

* スチールホイールのみ（応急用タイ 
ヤに取り付けることはでをません） 
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トラブルびおさたら 











































5-2. 緊急時の対処法 


1163 固161 ずべてのェ真•ジャッキ-パンクしたタイヤを収納ずる 

I 応急用タイヤの格納 




アタッチメントをホイール巧に取 
り付ける 

ホイールの意匠面を上にしてアタツ 
チメントを取り付けてください。 


操作ボルトにエクステンションを 
取り付け、ホイールナットレンチ 
で操作ボルトを締め付ける 

タイヤび地面から離れたとさは、ア 
タッチメントびホイール巧か6はず 
れていないか確認してください。 
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5-2. 緊急時の対処法 


□知識 

■応急用タイヤについて 

♦タイヤの側面に TEMPORARY USE ONLY と書かれています。応急用にの 
みお使いください。 

♦空気圧を必ず点検してください。（一 P. 3已 1) 


■操作ボルトの締めずぎ防止機構について 


タイヤ格納時に操作ボルトを約40 N . m (400 kgf. cm) UU: の力で締め付 
けると、カチッと音びして、それし:!上締め付けられない構造になっています。 
これは操作ボルトの締めすざ防止機構の働をによるちので異常ではありませ 
ん/。 


■ェクステンシヨンについて 


エクステンションは、操作ボルトにのみ使用するちのです。他の部品には使用 
しないで < ださい。 







5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■ジャッキの 使巧について 

ジャッキの取 D 扱いを誤ると、車び落下して死 t またはけびにつなびるおそれ 
びあ0ます。 

なのことをお守りください。 

♦ジャッキは タイヤ交換、タイヤチェーン取り付け、取りはずし！;(がの目的で使 
用しない 

♦備え付けの ジャッキは、お客様の車にしか使ラことびでをないため他の車に 
使ったり、他の車のジャッキをお客様の車に使わない 

♦ジ ャッキセット位置に正しくジャッキびかかっていることを確かめる 
♦ジャッキで 支えられている車の下に体を入れない 
♦ジャッキで 支えられている状態で、エンジンをかけたり走らせない 
♦車内に 人を乗せたまま車を持ち上げない 

♦車を 持ち上げるとをは、ジャッキの上または下にものをのせない 
♦車を 持ち上げるとをは、タイヤ交換でをる高さし i (上に上げない 
♦車の 下にもぐりこんで作業する場合はジャッキスタンドを使用する 

車両を下げる際は特に、ご自身や周囲の人びけびをしないよ5ま意してくださ 
い。 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■タイヤ 交換について 

♦走行 直後、ディスクホイールやフレーキまわりなどにはふれないでください。 
走行直後のディスクホイールやフレーキまわりは高温になっているためタイ 
ヤ交換などで手や足などびふれると、やけどをするおそれびあります。 

♦なの ことをお守りいただかないとナットびゆるみ、ホイールびはずれ落ち、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります 

-ホイールの交換後はすぐに103 N • m (10 已0 kgf • cm) の力でナット 
を締める 

-タイヤの取り付けには、使用しているホイール専用のナットを使用する 
-ボルトやナットのねじ部や、ホイールのボルト巧につぶれや亀裂などの異 
常びある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける 
-ナットを取 D 付けるとさは、必ずテーパー部を内側にして取り付ける 
(一口. 2已〇) 

■応急 用タイヤを使用ずるときは 

♦お客様の お車専用になっているため、他の車には使用しないでください 
♦同時に 2つし i (上のスペアタイヤを使用しないでください 
♦でさる だけ早く通常のタイヤと交換してください 
♦急 加を、急ブレーキ、急減速、急旋回は避けて<ださい 

■応急 用タイヤ使用時の速度制限 

応急用タイヤを装着しているとをは、100 km/h しツ上の速度で走行しないでく 
ださい。 

応急用タイヤは、高速走行に適していないため、思わめ事故につなびるおそれ 
びあ D ます。 


トラブルびおさたら 







5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■応急 用タイヤ装着中は 

正確な車両速度び検出でをない場合びあり、下記のシステムび正常に作動しな 
<なるおそれびあります。 

•ABS 

♦ブレーキ アシスト 
• S-VSC 
参 TRC 

♦クルーズ コントロール* 

また、下記のシステムは、性能び十分に発揮でをないばか D でな<、駆動系部 
品に悪影響を与えるおそれびあります。 

•4WD システム* 


A ミち意 

■け ンクしたままの走行について 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離の運転でち、タイヤとホイールび修理でをないほどの損傷になります。 

■応急 用タイヤ装着中は段差にま意 

応急用タイヤ装着中は、標準タイヤの装着時に<らベ車高び化<なっています。 
段差を柔りこえるとをはごま意ください。 

■応急 用タイヤ使用時のタイヤチてーン装着 

応急用タイヤには、タイヤチェーンを装着しないでください。 

タイヤチェーンび車体側にあたり、走行に悪影響をおよぼすおそれびあります。 
雪道、凍結路で前輪びバンクした場合は、応急用タイヤを前輪として使用せず、 
後輪に使用し、はずした後輪を前輪に付けてからタイヤチェーンを装着してく 
ださい。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 







5-2. 緊急時の対処法 

パンクしたときは（タイヤパンク応急修埋キット装着ま) 


タイヤパンク応急修理キット装着車には、スペアタイヤび搭載されて 
いません。 

タイヤが/(ンクしたときにタイヤ/(ンク応急修理キットで応急修理 
ずることびできまず。おやねじなどび刺さつた程度の軽度な/(ンクを 
応急修理できまず。（パンク補修液1本につき、応急修理できるタイ 
ヤは1本でず。）パンクしたタイヤの損傷状況により、応急修理キッ 
卜では応急修理できない場合びありまず。（一 P . 316) 

タイヤパンク応急修理キットで応急修理したタイヤの修理-交換につ 
いては、トヨタ販売店にご相談ください。タイヤパンク応急修理キッ 
卜による応急修理は、一時的な処置でず。でさるだけ早くタイヤを修 
理•交換してください。 

■ 応急修理する前に 

• 地面び固く平日な場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをかける 
♦シフトレバーを P に入れる 
• エンジンを停止ずる 
• 非常点滅なを点滅させる 


トラブルび起さたら 

3 




5-2. 緊急時の対処法 


■タイヤパンク応急修理キットと工具、ジャッキの位置 



■タイヤパンク応急修理キットの巧容、さ部名称 
ボトル 
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5-2. 緊急時の対処法 


コンプレッヴー 


[応急修理キットの格納場所 


ラ ゲージルームの 左側デツキ ボー 
ドの下 UP . 237) 
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トラブルびおさたら 


















5-2. 緊急時の対処法 


[応急修理ずる前に 


応急修理をする前に、タイヤ損傷の程度を確認ずる。 


fj やねじなどび刺さった場合のみ 
タイヤを応急修理してください。 

-タイヤに刺さっている釘やねじなど 
は巧かないでください。抜いてしま 
ラと巧び大を < なりすざ応急修理び 
出来なくなることびあります。 

'ノ f ンク補修液び漏れないよラにする 
ため、バンク圏巧び分かっている場 
合は、バンク圏巧び上になるよラに 
車両を移動してください。 

A ミち意 


■ 応急修理キットによる応急処置げ不可能な場合 

なのとをは、応急修理キットでは応急処置でをません。トヨタ販売店にご連絡 
<ださい。 

♦タイヤ 空気圧び不十分な状態で走行してタイヤび損傷しているとを 

♦タイ ヤ側面など、接地面しツがに穴や損傷びあるとを 

♦タイヤび ホイールから巧らかにはずれているとを 

♦タイヤに 4mm しソ上の切り傷や刺し傷びあるとを 

♦ホイールび 破損しているとを 

♦乙 本じ(上のタイヤびパンクしているとを 

♦ 1本のタイヤに2箇所し U 上の切り傷や刺し傷びあるとを 

♦補修 液の有効期限び切れているとを 
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5-2. 緊急時の対処法 


応急修理ずるとさは 


四応急修理キットをカバーか日取り出ず 




パンクしたタイヤのバルブからバ 
ルブキャップを取りはずず 


ボトルのホースか5空気逃びし 
キャップを取りはずず 

空気逃びしキャップは再度使用する 
ため、なくさないように保管してくだ 
さい。 


ボトルのホースをパンクしたタイ 
ヤのバルブに接続ずる 

ホース先端を時計まわりにまわして 
しっかりと最後までねじ込む。 
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トラブルびおさたら 


































5-2. 緊急時の対処法 



BTO52CA054 



コンプレッサーのスイッチび 
OFF であることを確認ずる 


コンプレッサーのゴムををはずず 


コンプレッサーの電源プラグをア 
クセサ U — ソケットに挿し込む 
(一 P. 22日） 


318 

































5-2. 緊急時の対処法 


手順 



BTO52CA056 



ボトルをコンプレッサーに接続す 
る 

しっかりと接続されているか確認し 
て < ださい。 


付属のラベル2枚を図のよラにそ 
れぞれ貼0付ける 

ホイールのミちれや水分を十分にふを 
取ってからラベルを貼り付けてくだ 
さい。ラベルを貼り付けることびでを 
ない場合は、トヨタ販売店にてタイヤ 
を修理-交換するとをにノ くンク補修液 
ミち入済であることを必ずお伝えくだ 
さい。 
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トラブルびおさたら 




























5-2. 緊急時の対処法 



旧311团1川 エンジンを始動ずる 



タイヤの指定空気圧を確認ずる 
運転席側の空気圧ラベルで確認する 
ことびできます。（一 P. 248) 


コンプレッサーのスイッチを ON 
にし、パンク補修あと空気を充慎 
する 
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5-2. 緊急時の対処法 


手順 


□ 



▼ 



▼ 



空気圧び指定空気圧になるまで空 
気を充慎ずる 

n スイッチ ON 直後は、パンク補 
修あをミ主入ずるため、一時的に 
空気圧び上昇ずる 
B 1分程度りを温の場合は1已 分 
程度）で実際の空気圧表おにな 
る 

0 指定空気圧になるまで充慎ずる 

空気圧はコンプレッサーのスイッチ 
を OFF にして確認してください。空 
気の入れすざにを意して、指定空気圧 
になるまで充慎'確認をくり返してく 
ださい。 

10分!;1上(ほ温の場合は40分!;■(上) 
充慎してち指定空気圧にな6ない場 
合は、応急修理でをません。トヨタ版 
売店にご連絡 < ださい。 

空気を入れすぞたとをは、指定空気圧 
になるまで空気を抜いてください。 
(一 P. 吕48、3已 1) 


周画!巧 コンプレッサーのスイッチび OFF であることを確認した上で、 
アクセサ U — ソケットから電源プラグを抜く。バルブからボトル 
の ホースを 取りはずず 

ホースを取りはずすときにノじク補修液び漏れる可能性びあります。 

固画固ノりレブキヤップを応急修理したタイヤのノ（ルブに取り付ける 


トラブルびおさたら 















5-2. 緊急時の対処法 



ボトルのホース先端に空気逃びし 
キャップを取り付ける 

空気逃びしキャップを取り付けない 
とバンク補修液び漏れ、お車びミちれる 
可能性びあります。 


周画!巧 いったんボトルとコンプレッサーを接続したままラゲージルー 
ムに収納ずる 


国画画タイヤ内のパンク補修あを巧等に広げるために、ただちに約 
已 km 、 速度 80 km/h LU 下で安全に走行ずる 



走行後、ボトルのホースか5空気 
逃びしキャップを取りはずし、再 
度応急修理キットを接続ずる 



コンプレッサーのスイッチを数秒 
間 ON にし、 OFF にしてか5空気 
圧を確認ずる 

n 空気圧び1 30 kpa 未満の場合： 
応急修理でさません。トヨタ販 
売店にご連絡ください。 

且空気圧び1 30 kpa LU 上、指定空 
気圧未満の場合：因圆到へ 
0空気圧び指定空気圧（一 P . 
248、3已1 ) の場合：固画^へ 


I ち漏|21| コンプレッサーのスイッチを ON にして指定空気圧まで空気を充 
慎し、再度約已 km 走行後にあ5ためて国 H 固か5実施ずる 
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5-2. 緊急時の対処法 



ボトルのホース先端に空気逃びし 
キャップを取り付ける 

空気逃びしキャップを取り付けない 
とバンク補修液び漏れ、お車びミちれる 
可能性びあります。 


国 H 国ボトルとコンプレッサーを接続したままラゲージルームに収納 
する 

周画岡 急ブレーキ、急加速、急八ンドルを勘ん慎重に 80km/hLU 下 
で運転してトヨタ販売店へ行さまず 
タイヤの修理-交換についてはトヨタ販売店にご相談ください。 

□知識 

■応急修理キットについて 

♦応急修理キットは自動車タイヤの空気充損用です。 

♦パンク補修液には有効期限びあります。有効期限はボトルに表示されていま 
す。有効期限び切れる前に新しいボトルに交換してください。交換について 
はトヨタ販売店にご相談ください。 

♦ノ ンク補修液ボトル1本でタイヤ1本を1回応急修理できます。使用したパン 
ク補修液の交換は、トヨタ販売店にご相談<ださい。 

♦が気温度び-30で〜60でのとをに使用でをます。 

♦応急修理キット搭載車両の装着タイヤ専用です。指定タイヤサイズし U がの夕 
イヤや他の用途には使用しないでください。 

♦パンク補修あびを服に付着するとシ5になる場合びあります。 

♦パンク補修液びホイールやボデーに付着した場合、放置すると取れなくなる 
おそれびあります。めれた巧などで速やかにふさ取ってください。 

♦応急修理キット作動中は大をな音びしますび故障ではありません。 

♦タイヤ空気圧の点検や調整には使用しないでください。 
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トラブルびおさたら 














5-2. 緊急時の対処法 


■空気を入れずざてしまったときは 
16311 W 1 1 I タイヤからボトルのホースを取りはずす 



ボトルのホース先端に空気逃びしキャップ 
をかぶせ、キャップのま起部をタイヤのバ 
ルブに押しあて、空気を抜く 


怕3到 I 引 ボトルのホースから空気逃びしキヤップを取りはずし、ホースを再接続 
する 


HH 句コンプレッサーのスイッチを数砂間 ON にし、 OFF にしてから空気圧 
を確認する 

指定空気圧より化いとさは、再度コンプレッサーのスイッチを ON にし、 
指定空気圧になるまで空気を充墳して<ださい。 


■応急修理をのタイヤのバルブについて 


庇急修理キットを使用したとさは、タイヤのバルブを新品に交換してください。 


■応急修理キットの点検について 


ノてンク補修液の有効期限の確認は定期的に行つて < ださい。 
有効期限は容器に表示されています。 


A 警告 

■タイヤが A ‘ンクしているとさは 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離でちパンクしたタイヤで走行すると、走行不安定となり、思わめ事故 
につなびるおそれびありを険です。また、タイヤ.ホイール.サスペンション • 
車体に損傷を与えるおそれびあります。パンクした状態で走行を続けると、夕 
イヤ側面に円周状の溝びでさる場合びあります。この状態で応急修理キットを 
使用すると、タイヤび破裂するを険びあります。 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■応急修理 キットについて 

♦応急修理 キットは指定の位置に収納して< ださい。 

急ブレーキ時などに応急修理キットび巧び出したりして破損したり、思わめ事 
故につなびるおそれびありを険です。 

♦応急修理 キットはお客様の車専用です。他の車には使わないで < ださい。他の 
車に使5と思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦指定 タイヤサイズし U 外のタイヤや他の用途には使用しないでください。パンク 
修理び完全に行われず、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

■パンク 補修液について 

♦誤って 飲み込むと健康に害びあります。その場合はでさるだけたくさんの水を 
飲み、ただちに医師の診察を受けてください。 

♦もし 目に入ったり、皮膚に付いたりした場合には、水でよく洗い流してくださ 
しんそれでも異常を感じたとさは、医師の診察を受けてください。 

■パンクした タイヤを応急修理ずるときは 

♦車両を ま全で平坦な場所に停止させて<ださい。 

♦走行 直後、ホイールやブレーキまわりなどにはふれないでください。 

走行直後のホイールやブレーキまわりは高温になっている可能性びあるため 
手や足などびふれると、やけどをするおそれびあります。 

♦タイヤ を車両に取り付けた状態で、バルブとボトルのホースをしっかりと接続 
して<ださい。ホースの接続び不十分な場合、空気び漏れた0、パンク補修液 
び飛散したりするおそれびあります。 

♦パンク 補修液注入中にボトルのホースびはずれると、圧力でホースび暴れ大変 
危険です。 

♦空気 充慎後はボトルのホースを取りはずすとをや空気を抜くとさにパンク補 
修液び飛散する場合びあります。 

♦作業 手順に従って応急修理を行って<ださい。 

手順どおりに行わないとパンク補修液び噴出する場合びあ D ます。 
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トラブルびおさたら 





5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■パンクした タイヤを応急修理ずるときは 

♦破裂のを 険びあるので応急修理キット作動中は補修中のタイヤから離れて< 
ださい。タイヤに亀裂やを形び発生している場合、ただちにコンプレッサーの 
スイッチを切り、修理を中止してください。 

♦応急修理 キットは長時間作動させるとオーバーヒートする可能性びあります。 
60分!;(上連続で作動させないで < ださい。 

♦応急修理 キットび作動すると部分的に熱 < なります。使用中または使用後の取 
り扱いにはミち意して < ださい。ボトルとコンプレッサー接続箇所の金属部分は 
特に熱くなるのでふれないでください。 

♦速度制限 シールは指定位置し U がに貼らないで<ださい。八ンドルのパッド部分 
などの SRS エアバッグ展開部に速度制限シールを貼ると、 SRS エアバッグ 
び正常に作動しなくなるおそれびあります。 

■ 補修液を均等に広げるための運転について 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコントロールび不能となり、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

♦低速で 慎重に運転してください。特にカーブや旋回時にはま意してください。 

♦車び まっすぐ走行しなかったり、八ンドルをとられたりする場合は、運転を中 
止し、なのことを確認してください。 

-タイヤを確認してください。タイヤびホイールからはずれている可能性び 
あります。 

-再度空気圧を測ってください。1 30 kpa 未満の場合はタイヤび大きなダ 
メージを受けている可能性びあります。 


326 





5-2. 緊急時の対処法 


A ま意 

■応急修理 ずるときは 

♦タイヤに 刺さった封やねじを取り除かずに応急修理を行ってくださし、取り除 
いてしまラと、応急修理キットでは応急修理びでをな<なる場合びあ D ます。 

♦応急修理 キットには防水機能はありません。降雨時などは、水びかからないよ 
ラにして使用してください。 

♦砂地な どの砂埃のをい場所に直接置いて使用しないで<ださい。砂埃などを吸 
い込むと、故障の原因となるおそれびあります。 

■応急修理 キットについて 

♦応急修理 キットは DC 1 2 V 専用です。ほかの電源での使用はでをません。 

♦応急修理 キットにガソ U ンびかかると劣化するおそれびあ D ます。ガソ U ンび 
かからないよ5にしてください。 

♦応急修理 キットはビニール袋に入れて砂埃や水を避けて収納して<ださい。 

♦応急修理 キットは指定の位置に収納し、お子さまび誤って手をふれないよラご 
ミ主意ください。 

♦分解、 改造などは絶础こしないでください。また、空気圧計などに衝撃を与え 
ないでください。故障の原因となるおそれびあります。 


トラブルび起さたら 
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5-2. 緊急時の対処法 

エンジンがかか6ないとまは 


正しいエンジンのかけ方（一 P . 141,14 己）に従っても、またステ 
アリング□ックを解除（一 P . 142, 146) してちエンジンがかか 5 
ないときは、巧のことをご確認ください。 

■スターターは正常にまわっているのにエンジンがかか！5ない 
お n 

次の原因び考えられまず。 

• 燃料び入っていない可能性びありまず。 

給油して < ださい。 

• 燃料を吸い込みずざている可能性びありまず。 

再度、正しい手順（一 P . 141, 145) に従って、エンジンをか 
けて < ださい。 

♦エンジンイモビライヴーシステム*に異常びある可能性びあり 
ます。（一 P . 日日） 

■ スターターがゆっくりまわる/室内 I な-へッドランプび暗い 
/ホーンの音がルさい、または鳴らない場台 

次の原因び考えられまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 334) 

♦バッテ U —のターミナルびゆるんでいる可能性びありまず。 

■スターターが まわらない 

(スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

電装品の断線やヒューズ切れなど電気系統に異常びある可能性び 
ありまず。異常の種類によっては、一時的な処置でエンジンをかけ 
ることびできまず。（一 P . 32日） 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





5-2. 緊急時の対処法 


■ スターターがまわ！5ない/室内 I な- へッ ドランプび点!口しな 
い/ホーンが鳴らない場合 

次の原因び考えられまず。 

♦ ノ（ッテ U —のターミナルびはずれている可能性びありまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 334) 

♦ステア U ング□ックシステムに異常びある可能性びありまず。 

処置のしかたびわか6ないとさ、あるいは処置をしてちエンジンびかからな 
いときは、トヨタ販売店にご連絡ください。 


I "緊急始動機能 （ スマ-トエントリ ー& スタートシステム装着車） 

通常のエンジン始動操作でエンジンび始動しないとさは、次の手順でエ 
ンジンび始動ずる場合びありまず。累急時 LU 外は、この方法で始動させ 
ないでください。 

固画田パーキングブレーキをかける（一 P . 1已 4) 

固画回シフトレバーを P に入れるレ P . 14助 
固画司"エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U - モード 
にずる（一 P .140) 

固画囚ブレーキペダルをしっかり踏みなびら、約1已砂間"エンジン 
スタートストップ"スイッチを巧し続ける（一 P .141) 

上記の方法でエンジンび始動してを、システムの故障び考えられまず。 
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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トラブルびおさたら 














己- 2. 緊急時の対処法 

シフトレバーびシフトでまないとまは 


ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレパーがシフトでさない場合、 
シフト□ツクシステム（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故 
障が考え5れまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
ただし一時的な処置として、巧の方法でシフトレパーをシフトずるこ 
とびでさまず。 


111 im パーキングブレーキをかけるレ P . 巧 4) 

固画互スマートエント U -& スタートシステム装着車： 

" エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U —モー 
ドにずる（一 P . 140) 

スマートエント U -& スタートシステム非装着車： 

エンジンスイッチを " ACC " にずる（一 P .145) 

お Ml 3 1ブ レーキ ペダルを踏む 



シフト□ック解除ボタンを巧ず 
ボタンを巧しているあいだはレ 
バーをシフトでさます。 
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5-2. 緊急時の対処法 

キーを巧くしたとをは 


キーナンパープ レー トに巧刻されたキーナンパーと残りのキーか5、 
トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることができまず。 

( 一 P. 20) 




5-2. 緊急時の対処法 

電モキーが正甫に画かないとまは （ ス7-トエントリ ー a スタートシステム装着ま) 


電子キーと車両間の通信びさまたげ5れたり（一 P . 34)、電子キーの 
電池び切れたとさは、スマートエントリ ー& スタートシステムとワイ 
ヤレスリモコンび使用でさなくなりまず。このよラな場合、巧の手順 
でドアを開けたり、エンジンを始動ずることびできまず。 


I ドアの解錠-施綻 



メカニカルキー（一 P . 21 ) を使つ 
てドアを解綻-施錠ずる 

n 全ドア施錠 
曰全ドア解錠 


モードの切りかえ、エンジン始動の方法 

Eiam シフトレノ（一び P の状態でブレーキぺダ J しを踏む 



電モキーのトヨタエンブレム面で 
" エンジンスタートストップ"ス 
イッチにふれる 

この操作中にいずれかのドアび開閉 
されると、スマートエント U — &ス 
タートシステムび"エンジンスター 
トストップ"スイッチにふれた電子 
キーを正し<検知でさず警告音び鳴 
0ます。 
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111 互モードの切りかえ： 

ブヴーび鳴ってから]0秒じ(内に、ブレーキペダルから足を 
離して"エンジンスタートストップ"スイッチを巧しまず。 
" エンジンスタートストップ"スイッチを巧ずごとにモード 
び切りかわりまず。（一 P .140) 

エンジン始動： 

ブヴーび鳴ってから]0秒じ(内に、ブレーキペダルをしっか 
0踏み込んで"エンジンスタートストップ"スイッチを巧 
します。 

処置をしてちエンジンびかからないとさは、トヨタ販売店に連絡してく 
ださい。 


□知識 

■エンジン停止のしかた 

通常のエンジン停止のしかたと同様、シフトレバーを P にして‘‘エンジンス 
夕ートストップ"スイッチを押します。（一 P .141) 

■電池交換について 

このエンジン始動ち法は一時的な処置です。 

電池び切れたとさは、ただちに電池を交換することをおすすめします。 

(一 P ' 27の 








5-2. 緊急時の対処法 

八ッテリーがあがつたとをは 


バッテリーびあびった場合、巧の手順でエンジンを始動ずることびで 
さまず。 

ブースターケーブルと 12 V のバッテ U —付さ救援車びあれば、次の 
手順に従って、エンジンを始動させることびでさまず。 



エンジン上部の力/1 (一をはずす 

□ 運転席側後方のク U ップをは 
ずす 

B 目力手席側後方のク U ップをは 
ずず 

且前方のク U ップをはずず 



ノ（ッテ U —の+端テのカノ（一をはずし、ブースターケーブルを次の順 
につなぐ 


n ホ色のブースターケーブルを自車のノ（ッ了 U —の+端モにつなぐ 
曰赤色のブースターケーブルのをラー方の端を救援車のバッテ U — 
の+端テにつなぐ 

B 黒色のブースターケーブルを救援車のバッテ U —の一端テにつなぐ 
〇黒色のブースターケーブルのをラー方の端をバッテ U —か b 離れ 
た、未塗装の金属部（図におずよラな固定された部分）につなぐ 
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5-2. 緊急時の対処法 


E 1 CTI 3 救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約已分間 
自車のバッテ U —を充電ずる 

HE " エンジンスタートストップ"スイッチび OFF の状態でい 
ずれかのドアを開閉ずる（スマートエント U — &スタートシ 
ステム装着車） 

信 aa [可 救援車のエンジン回転を維持したまま、次の操作をしまず。 

► スマー トエント U -& スター トシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチをいったんイグニッシヨン 
ON モードにしてか6エンジンをかける 

► スマートエント U — &スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチをいったん " ON " にしてからエンジンをかける 

固画互自車のエンジンび始動した5、ブースターケーブルをつない 
だとさと逆の順ではずず 

エンジンびかかってを、早めにトヨタ販売店で点検を受けてくださ 
し、。 


トラブルび起さたら 


5 

3 

3 






5-2. 緊急時の対処法 


□知識 

■バッテリーあびり時の始動について 

この車両は、押しびけによる始動はでをません。 

■バッテリーあびりを防ぐために 

♦エンジンびかかっていないとをは、ランプやエアコンの電源を切って<ださ 
い。 

♦巧おなどで長時間止まっているとをは、不お要な量装品の電源を切ってくだ 
さい。 

■バッテリーびあびったときは 

コンピューターに記憶されている情報び消去されます。バッテ U - びあびった 
とさはトヨタ販売店で点検を受けてください。 

■バッテリーびあびったとをの留意事項 

(スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

♦バッテ U - びあびった直後は、スマートエント U -& スタートシステムによる 
ドアの解錠びでさない場合びあります。解錠でをなかった場合は、ワイヤレス 
リモコン、またはメカニカルキーで解錠-施錠をしてください。 

♦バッテ U - びあびったあとの、最初のエンジン始動は失敗することびあります。 
2回目し U 降のエンジン始動は正常に動作しますので、問題ありません。 

♦車両は常に"エンジンスタートストップ"スイッチの状態を記憶しています。 
バッテ U —あびり時、バッテ U —脱着後は、車両はバッテ U —びあびる前の状 
態に復帰します。バッテ U - を脱着する際は、"エンジンスタートストップ"ス 
イッチを OFF にしてから行ってください。 

バッテ U —あびり前の"エンジンスタートストップ"スイッチの状態び不明の 
場合、バッテ U —接続時は特にミち意してください。 

■バッテリーの充電について 

バッテ U —の電力は、車両を使用していないあいだち、一部の電装品による消 
費や自然放電のために、少しずつ消費されています。そのため、車両を長期間 
放置すると、バッテ1」一びあびってエンジンを始動でをなくなるおそれびあり 
ます。（バッテ U - は走行中に自動で充電されます） 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■バッテリーの 引义または爆発を防ぐために 

バッテ U —から発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれびあ0を険です 
ので、乂や乂巧び発生しないよラなのことをお守りください。 

♦ブースター ケーブルは正しい端子または接続箇所しツ外に誤って接触させない 
♦ブースター ケーブルは" +" と"一"の端子を絶巧に接触させない 
♦バッ テ1」一付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない 

■バッ テリーの取り扱いについて 

バッテ U —内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関連部 
品には鉛または鉛の混合物を含んでいるので、取り扱いに関し、なのことを必 
ずお守りください。 

♦バッ テ U - を取り扱うときは保護メガネを着用し、液（酸）び皮膚 • 巧服 • 車体 
に付かないよラにする 

♦必要し U 上、顔や頭などをノ（ッテ1」一に近付けない。 

♦誤って バッテ1」一液び体に付いたり目に入った場合、ただちに大量の水で洗 
し、すぐに医師の診察を受ける 

また、医師の診察を受けるまで、水を含ませたスポンジや巧を患部にあててお 

< 

♦誤って バッテ1」一液を飲み込んだ場合、多量の水を飲んで、すぐに医師の診察 
を受ける 

♦バッ テ1」一の支柱、ター5ナル、その他の関連部品の取り扱い後は手を洗ラ 
• おテさまをバッテ U —に近付けない 


/1\ ミ主意 

■ブースター ケーブルの取り扱いについて 

ブースターケーブルを接続したり、取りはずすとさは、を却フアンやベルトに 
巻を込まれないよラに十分ま意してください。 
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トラブルびおさたら 







己- 2. 緊急時の対処法 

才一 A —ヒートしたとをは 


才ーパーヒートしたときは： 


固画]！]安全な場所に停車し、エアコンを止める 
固画回エンジンルームか日蒸気び出ているか確認ずる 
蒸気び出ている場合： 

エンジンを停止ずる。蒸気び出な<なった5、ミ主意してボ 
ンネットを開け、エンジンを再始動ずる 
蒸気び出ていない場合： 

エンジンを停止し、注意してボンネットを開ける 
固画回ラジエーターを却用のフアンび作動しているか確認ずる 
フアンび作動している場合： 

水温警告灯び消灯したらエンジンを停止ずる。 

フアンび作動していない場合： 

すぐにエンジンを停止して、トヨタ販売店に連絡ずる 



エンジンび十分に;ちえてか日、 
を却水の量や ラジエーター コア 
部（放熱部）のを却水ちれを点 
検ずる 



を却水び不足している場合は、 
を却水を補給ずる 

冷ま P 水びない場合は、応急措置と 
して水を補給する。 


早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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5-2. 緊急時の対処法 


□知識 

■才ーバーヒートとは 

なの状態びオーノ くーヒートです。 

♦水温警告なび赤色に点滅または点なしたり、エンジン出力び化下する 
♦エンジン ルームから 蒸気び出る 


A 警告 

■エンジン ルーム点検中の事故やけがを防ぐために 

♦エンジン ルームから蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでボンネット 
を開けないでください。ボンネットやエンジンルーム内び高温になっているた 
め、やけどなどの重傷を負ラおそれびあります。 

♦エンジンび かかっているとさは、手や着を（特にネクタイ、スカーフ、マフ 
ラーなど）をフアンやベルトから離してください。 

♦エンジン および ラジエーターび 熱いラちは ラジエーター キャップを開けない 
でください。 

高温の蒸気や;令却水び圧力によって噴を出し、やけどなどの重傷を負5おそれ 
びあ0ます。 


A ま意 

■ を却水を入れるときのミち意 

を却水は、エンジンび十分に;令えてからゆっくりと入れてください。 

エンジンび熱いとさに急にをたい;令却水を入れると、エンジンび損傷するおそ 
れびあります。 
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トラブルびおさたら 











己- 2. 緊急時の対処法 

スタックしたとをは 


めかるみや砂地、雪道などでタイヤび空転したり埋まり込んで動けな 
くなったときは;欠の方法を試みてください。 

► FF 車（前輪駆動） 

mm パーキングブレーキをかけシフトレバーを P に入れ、エンジ 
ンを停止ずる 

i 3 B ?1 前輪周辺の±や雪を取0除< 

固 画 回前輪の下に木や石をあてびラ 
I 过 Ml 4 1 エンジンを巧始動ずる 

居 an 司シフトレバーを D または R に確実に入れ、パーキングブレー 
キを解除して注意しなび日アクセ J しを踏む 

► 4 WD 車 （4 輪駆動） 

mm パーキングブレーキをかけシフトレバーを P に入れ、エンジ 
ンを停止する 

固 画 回前輪前後の±や雪を取0除< 

固 画 回前輪の下に木や石をあてびラ 

[ Hi [で エンジンを再始動し、 4 WD オートモードになっていることを 
確認ずる（一 P . 1 79) 

眉 面 H 司シフトレバーを D または R に確実に入れ、パーキングブレー 
キを解除してま意しなびらアクセ J レを踏む 


白知識 


緊急用フックについて（寒を地仕様車） 

スタックして走行でをなくなつたとをに、 
緊急的に他まに引っ張り出してもらラため 
に使用します。 

この車で他まをけん引することはでをませ 
ん。 



BT051CS003 
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5-2. 緊急時の対処法 



A 

OFF 


を押して TRC を OFF にして < ださ 


し、。 


A 警告 


■脱出ず るとさは 

前進と後退をくり返してスタックから脱出する場合、他の車、ちのまたは人と 
の衝突を避けるため周囲に何ちないことを確認してください。 

スタックから脱出するとを、車び前ちまたは後ちに飛び出すおそれびあります 
ので、特にま意してください。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を付けてください。 

車び急発進し、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


么ま意 


トランスミッションやその他の部品への損傷を避けるために 

♦前輪び 空転するのを避け、エンジンを空ぶかししないでください。 
♦上記の 方法で脱出でをなかった場合、けん引による救援び必要です。 
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5-2. 緊急時の対処法 

車両を緊急停止するには 


万一、車び止まらな<なったとさの非常時のみ、 JiTF の手順で車両を 
停止させて < ださい。 

mm ブレーキぺダ j レを両足でしっかりと踏み続ける 

ブレーキペダルをくりおし踏まないでください。通常より強い力び化要 
となり、制動距離ち長くなります。 

1111可 シフトレバーを N に入れる 

► シフトレバーび N に入った場合 
固画互減速後、車を安全な道路協に停める 
居面函互エンジンを停止ずる 


► シフトレバーび N に入らない場合 

ブレーキペダルを両足で踏み続け、巧能な限り減速させる 



スマートエント U — &スタート 
システム非装着車：エンジンス 
イッチを " ACC " にして、ェ 
ンジンを停止ずる 



スマートエント U — &スタート 
システム装着車："エンジンス 
タートストップ"スイッチを2 
秒じ(上押し続けるか、素早< 3 
回じ(上連続で押してエンジンを 
停止する 


車を安全な道路脇に停める 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■走行 中にやむを得ずエンジンを停止ずるときは 

♦ブレーキの 効をび悪くなると共に八ンドルび重くなるため、車のコント□ール 
びしにくくなりを険です。エンジンを停止する前に、十分に減速するよラにし 
て < ださい。 

♦スマート エント U -& スタートシステム非装着車：キーを抜くと八ンドルび 
□ ックされるため、キーは絶対に抜かないでください。 







己- 2. 緊急時の対処法 
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車両の仕様 
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6-1. 仕様一覧 

><ンテナンスデータ 
(油脂類の容量と 
銘柄など） . 346 

6-2 . カスタマイズ機能 

ユーヴーカスタマイズ 
機能一覧 . 354 
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6-1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ （ 油脂類の容量と銘柄など） 


使用ずるオイルの品質により、自動車の寿命は著し<左右されまず。 
トヨタ車には最も適したトヨタ純正オイル•液類似下、「指定銘柄」 
といいまず）のご使用をおずずめしまず。指定銘柄に(外を使用される 
場合は、指定銘柄にホ目当ずる品質のちのをご使用ください。 




指定燃料 

容量 [ L ] (参考値） 

無鉛レギュラーガソ1」ン 

60 
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6-1 .仕様一! 


[エンジンオイル 


指定銘柄 

容量 [ L ] (参考値**^ 1) 

オイルのみ 
交換 

オイルと 
オイル 
フイルター 
交換 

トヨタ純正モーターオイル SN 0 W -2 〇※2 
——API SN , RC/ILSAC 白 F - 己， 

SAE 0 W -20 

トヨタ純正モーターオイル SN 5 W -20 

—API SN ， RC/ILSAC GF - 己， 

SAE 己 W -20 

トヨタ純正モーターオイル SN 5 W -30 
——API SN , RC/ILSAC 白 F - 己， 

SAE 己 W -30 

トヨタ純正モーターオイル SN 1 0 W -30 
—API SN , RC/ILSAC GF - 己， 

SAE 1 OW -30 

3.9 

4.2 


《 ] :エンジンオイルの容量は交換する隙の目まです。オイル量の確認は、エンジンを暖機後に停止 
し、日分た(上経過してからレベルゲージで巧ってください。 

《2 : 0 W -20 は、新車時に充填されている、省燃費性に優れるオイルでず。 


車両の仕様 
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6-1 .仕様一! 


■指定エンジンオイル 

A 円規格 SN / RC 、 SM / EC か、 ILSAC 規格合格油をおずずめしまず。 
なお、 ILSAC 規格合格油の宙には ILSAC CERTIFICATION (イルサツ 
クサーティフィケーシヨン）マークび付いていまず。 

□ API マーク 

且 ILSAC CERTIFICATION 
マーク 



■ エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づを、外気温に適した粘度のちのをご使用ください。 


だ 

く， 

1 1 1 1 1 1 k 

SAE 0W— 吕 0( 推奨)* > 

1 1 1 1 1 1 r 

SAE 己 W— 20 > 

1 1 1 1 1 i こ 

SAE 已 W— 30 、 



1 1 1 1 1 1 : 

SAE 1 0W-30 > 

1 1 1 1 1 1 f 


-30-20-10 0 10 呂〇 30 40 

外気;互（。） 


BT0 6104005 


※： ow - so は新車時に充填されている、省燃費性に優れるオイルです。 

オイル粘度について（例として 0 W -20 で説明しまず）： 

• 0 W -20 の 0 W は、な温時のエンジン始動特性をおしていまず。 W の前 
の数値びルさいほどを場や寒;令時のエンジン始動び容易になりまず。 

• 0 W -20 の20は、高温時の粘度特性をおしていまず。 

粘度の高い（数値び大さい）オイルは、高速または重負荷走行に適し 
ています。 
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6-1 .仕様一! 


[方シ 1— ター 


指定銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] 
慘荀直） 

トヨタ純正スーパー□ングライフクーラント 
凍結保証温度 
濃度300/〇 -12 て： 

濃度日0% -3 己て： 

3 ZR-FAE 

己.己 

2 ZR-FAE 

5.5 


[才ートマチックトランスミッション 


指定銘柄 

エンジン 

駆動ち式 

容量 [ L ] 
暖考値 &) 

トヨタ純正 CVT フルード FE 

吕 ZR - 

FAE 

FF (前輪駆動） 

8.7 

2 ZR - 

FAE 

FF (前輪駆動） 

8.0 

4 WD (4 輪駆動） 

7.9 


容量は参考値です。交換び化要な際はトヨタ販売店にご相談 < ださい。 


I リヤデイファレンシャル （4 WD 車) 


指定銘柄 

容量 [ L ] (参考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API GL - 已 SAE 8已 W — 90) 

日.己 


A ま意 

■ CVT フルードについて 

上記で指定の卜3夕純正フルードし i (外をご使用の場合、変速不良、振動など 
不具合発生や破損にまる恐れびあります。 


車両の仕様 
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6-1 .仕様一! 


I トランスファー (4 WD 車) 


指定銘柄 

容量 [L] 

慘考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API GL- 已 SAE 8己 W - 90) 

日.8 


I ブ レー キ 

■ ブレーキフルード 

指定銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード 2500H 


■ ブレーキペダル 


項目 

基準値 [mm] 

遊び 

1〜6 

踏み込んだとをの床板とのすを間* 

72しツ上 


^エンジン回転時に294 N (30 kgf) の踏力をかけたとさの巧板とのすを間の最ル値 

■パーキングブレーキ 


項目 

基準値（回数） 

踏みしろ 

操作力300 N (30 .目 kgf) のとをのノッチX’数 

7〜1日 


^ ノッチとは、バーキングブレーキをかけるとさの節度（"カチツ"といラ音)のことです。 


オツソヤ— 

容量 [L] (参考値） 1 3.5 


3已〇 


























I タイヤ.ホイ-ル 

►標準タイヤ 


► 応急用タイヤ 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

タイヤが冷えているとさの空気圧 
kPa (k 邑 /cm ピ) 

前輪 後輪 

T 13己/8日 D 16 

101M 

1巨 X4T 

420 (4.2) 


タイヤサイズ 

ホイール 
サイズ 

タイヤが冷えているとをの空気圧 
kPa (k 呂 /cm^) 

前輪 後輪 

19己/巨己 R1 己 

91S 

FF 

(前輪駆動） 

15X6」 

230 (2.3) 

4WD 
(4 輪駆動） 

240 (2.4) 

19己/ 60R16 8白 H 

16X6」 

230 (2.3) 

215/50R17 91V 

17X7」 

220 (2.2) 


6-1 .仕様一 


車両の仕様 


351 
























[電球（バルブ) 



電球 

W (ワット）数 


ヘッドランプ（ディスチャージヘッドランプ装着車） 
八イビーム（バルブタイプ： H 目 3) 

60 


□-ビーム（ディスチャージへッドランプ： D 4 S ) 

吕已 


ヘッドランプ（八□ゲンヘッドランプ装着車） 

ノ V イビーム（バルブタイプ： H 目 3) 

60 


□-ビーム（バルブタイプ： H 11) 

己己 


車幅灯 

己 


フ□ントフォグランプ* (バルブタイプ： H 1 己） 

19 

車外 

フロント方向指示な/非常点滅灯 

21 


サイド方向指示な/非常点滅な 

己 


U ヤち向指示な/非常点滅灯 

21 


制動な 

LED * 


尾な 

LED & 


後退灯 

16 


八イマウントストップランプ 

LED & 


番号灯 

己 


ルームランプ 

8 

車内 

パーソナルランプ 

8 


ラゲージルームランプ 

己 


& LED は丄 ight Emittin 旨 Diodes (発光ダイオード)の略で、半導体発光電子素子です。 


3已2 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
























[車両仕様 


型式 

エンジン 

駆動方式 

Z 白 E22W 

3ZR-FAE 

(2.0L ガソ U ン） 

FF (前輪駆動） 

ZGE20G 

2ZR-FAE 

(1.8L ガソ U ン） 

FF (前輪駆動） 

ZGE20W 

ZGE2 己 G 

4WD (4 輪駆動） 

ZGE25W 


6-1 .仕様一 


車両の仕様 


3已3 















6-2. カスタマイズ機能 

ユーザーカスタマイズ機能一覧 


お車には、設定を変更ずることび可能な数多くの装備びついていま 
ず。トヨタ販売店で作動などをご希望の設定に変更ずることができま 
ず。 

機能によっては、他の機能と連動して設定がかわるちのちあります。詳しくは卜 
ヨタ販売店へお問い含わせください。 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

スマートエント 

U —&スタート 

システム 

UP. 24) 

スマートエント U —&ス 

タートシステム 

あ0 

なし 

作動の合図（非常点滅な） 

あ0 

なし 

作動の合図（ブヴー） 

あ0 

なし 

作動の合図 
(ブヴー音量調整） 

レベル7 

レベル！〜目 

なし 

ワイヤレスドア 

□ック 

UP. 35) 

ワイヤレス機能 

あ0 

なし 

解錠後、ドアを開けなかつ 
たとをの自動施錠までの時 

間 

3日秒 

60秒 

12日秒 

作動の合図（非常点滅な） 

あ0 

なし 

作動の合図（ブヴー）（ス 
マートエント U — Si スター 
トシステム装着車のみ） 

あ0 

なし 

作動の合図 

(ブヴー音量調整）（スマー 
トエント U —&スタートシ 

ステム装着車のみ） 

レベル7 

レベル！〜6 

なし 

半ドア警告ブヴー（スマー 
トエント IJ-& スタートシ 

ステム装着まのみ） 

あ0 

なし 


3已4 





















6-2 .カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

ランプ自動点 
口 -消なシステ 
ム 

UP. 170) 

ライトセンサーの感度調整 

レベル3 

レベル]〜已 

ランプを点灯するまでの 
時間 

標準 

長め 

イル5 ネー テッ 
ドエント U —シ 

ステム 

UP. 20目） 

消灯までの時間 

1已秒 

7. 已秒 

30秒 

解綻時の作動 

あ 0 

なし 

" エンジンスタート 
ストップ’’スイッチ OFF 

後の作動 

(スマートエント U —& 
スタートシステム装着車の 
み） 

あ 0 

なし 

エンジンスイッチ 
"LOCK " 後の作動 
(スマートエント U —& 
スタートシステム非装着車 
のみ） 

検巧ェ1」ァ接近時の作動 

あ 0 

なし 



3已已 















6-2 .カスタマイズ機能 


3已6 



さくいん 


略語一覧 . 3已8 

五十音順さくいん . 3已9 

症状別さくいん . 367 


3已7 






將 i 五_曽 

アルフアベットお語一質 


アルフアベツト略語 

カタカナ表記 

A 巨 S 

アンチロックブレーキシステム 

ACC 

アクセサリー 

DISP 

ディスプレイ 

ECO 

エ コノー—/ エコロジー 

ECU 

エレクト U ックコン ト □—ルユニット 

EDR 

イベントデータレコーダー 

EPS 

エレクト U ックパワーステアリング 

INT 

インター5ッテント 

LED 

ライトエ5ッティングダイオード 

SRS 

ヴプ U メンタルレストレイントシステム 

S-VSC 

ステア U ングアシステッドビークルスタビ U ティ 
コント□-ル 

TRC 

トラクシヨンコント□-ル 


3已8 

















五十音順さ < いん 

五十音順さ<いん 


巧 アームレスト . 4'7, 已 3 

アクセサリーソケット . 229 

ァシストグ U ップ . 233 

アンチ□ックブレーキシステム 

(A 巨 S ). 184 

アンテナ . 240 

口 i ィグニッションスィッチ.. 140,14 己 

イベントデータレコーター . 16 

イル S ネーテッドエントリー 

システム . 210 

ルームランプ（室内灯） 

スイッチ . 213 

インナー S ラー . 82 

H ウインカ-(ち向指示灯） 

W 数 . 3已2 

スイッチ ...] 已3 

電球の交換 . 264, 2目已 

ウインドウ 


旦ェァコン 

エアコンフイルターの交換…. 283 


オートエアコン. . 198 

ナノィー . 202, 204 

エァバッグ . 102 

一般的な警吉 . 107 

お子さまのためのを意 . 107 

力ーテンシールドエアバッグに 

関する警吉 . 108 

力ーテンシールドエアバッグの 

作動条件 . 103 

改造•分解 . 110 

警告灯 . .... 29 目 

サイドエアバッグに 

関する警告 ... 109 

サイドエアバッグの 

作動条件 ..... 103 

作動条件 ... 103 

正しい姿勢 . 100 

配置 . 102 


ウォッシャー . 173,177 

パワーウィンドウ . 86 

ウインドウ□ックスイッチ . 86 

ウインドシールドデアイサー ..... 208 
ウォーニングランプ （警告灯）...160 

ウオツシヤー 

ミ夜の補給 . 281 

スィッチ ... 173,177 

タンク容量…………………… ....... 3已日 

冬の前の準備-点検…….. ....... 192 

運転 

寒;令時の運転 ... 192 


エレクトリックパワー 

ステアリング ( EPS ). 184 

エンジン 

イグニッション 

スイッチ. .. 140,14已 

エンジン回転計 

(タコ方ータ ー）.] 已目，1已8 

エンジンびかからない.. ..328 

エンジン警告丹. ... 29目 

エンジンスイッチ . 140,14已 

オーバーヒート . 338 

わ、けち .141. 14已 


正しい姿勢 . 100 

手順 . 130 

運転席シー トベルト 
非着用警告灯 . 297 


ボンネット . 2巳] 

エンジンイモビライザーシステム.…日 9 
エンジンオイル 

冬の前の準備•点検 . 192 

容量 . 347 


3已9 
























































五十音順さ < いん 


因 


応急用タイヤ（スペアタイヤ） 



カードホルター . 

223 

空気圧 . 

.3已1 


が気温表示 . 

1白 S 

スペアタイヤ... . 

.301 


カスタマイズ機能 . 

3円4 

オートエアコン . 

. 198 


ガソリンスタンドでの情報 . 

372 

オートマチックトランスミッション 


カップホルター . 

218 

(A/T) 



ガレージジャッキ . 

吕曰3 

オートマチックトランス 


目 



=ッシヨン . 

. 148 

キー 


シフトレバーび 


エンジンスイッチ . 140, 

14已 

シフトでさない . 

.33 日 


キー . 

...20 

スポーツシーケンシャル 



キーナンバー . 

...20 

シフトマチックモード ....... 

. ] 已〇 


キーレスエント U — 


オートレべリングシステム ....... 

. 171 


(ワイヤレスドア□ック） .... 

…3已 

才ーバーヒート（エンジン） ..... 

.338 


キーを無くした . 

331 

オープナー 



電モキー ... 

...20 

給油 □. 

….日已 


電子キーの電池び切れた ....... 

332 

ボンネット . 

.巧1 


電ミ也の交換 . 

277 

お子さまの安全のために 



方力-カルキー . 

...21 

ウインドウ□ックスイッチ.. 

....86 


給油 □. 

...白已 

エアバッグに関する警吉 ...... 

. 107 


緊急時の対処 


お子さまのシートベルト 



イベントデータ 


mm . 

… .77 


レコーダー . 

...1 白 

シートベルトに関する警告.. 

… .78 


エンジンびかからない . 

328 

チャイルドシート . 

.111 


オーバーヒートした .. 

338 

チャイルドシートの固定 ...... 

. 121 


キーを無くした . 

331 

チャイルドプ□テクター ...... 

....39 


警告灯びついた . 

294 

キーの電池に関する 



けん引 ... 

290 

警告 . 

.279 


故障したとさは . 

286 

バックドアに関する警告 ...... 

… .44 


シフトレバーび 


バッテ U —に関する警告 ...... 

.337 


シフ ト でさない .. 

330 

パワーウインドウに 



車両を緊急停止する . 

342 

関する藝告 ... 

… .88 


スタックした . 

340 

オドメーター 



電子キーの電池び切れた ....... 

332 

(續宣距離計） . 157.1日9 


発が筒 . 

?只 A 




バッテ U —びあびった . 

334 

買い物フック . 

.232 


パンクした . 

301 

力ーテンシールドエアバッグ… 

. 102 





360 




























































五十音順さ < いん 


空気圧（タイヤ） . 

. 3已1 

日 

交換 


区間距離計 



キーの電池 . 

.277 

(トリップメーター）…… 

157,1已9 


タィヤ ... 

.301 

クルーズコント□-ル ...... 

. 180 


胃球 ... 

已目 

グ□ープボックス . 

. 215 


ヒューズ . 

.270 




工具（ッール) . 301 

314 

計器（メーター） 



後退灯（バックアップランプ） 


メーター . 

1己白， ] 已8 


W 数 . 

.3 已2 

警告灯 



電球の交換 . 

.266 

SRS ェアバッグ . 

. 296 


ル物入れ . 

.22 吕 

アンチ□ックブレーキ 



コンソールボックス . 

.216 

システム (ABS) ...... 

. 296 


つンライト 


エンジン . 

. 2白色 


(自動点灯•消丹装置) . 

.170 

シートベルト非着用.… 

. 2白7 




充電 . 

. 2白己 

己 

サイドエアバッグ . 

.102 

水温 ... 

29已，2白7 


サードシート . 

….曰已 

スマートエントリー& 



サンバイザー . 

.226 

スタートシステム ...... 

. 2白8 




デイスチヤージへツドランプ 




オートレべリング ...... 

. 29色 




燃料残量 . 

. 297 




バワーステア U ング .... 

. 296 




半ドァ . 

. 297 




プリテンシヨナー ........ 

. 296 




ブレーキ . 

. 294 




ブレーキアシスト… ..... 

. 2白色 




油圧.………… .................. 

. 2白已 




4WD. 

. 296 




警告ブザー 





シートベルト非着用.… 

. 2白7 




シフトダウン制限 ........ 

.] 已1 




ブレーキ . 

. 294 




化粧用（バ—テイ）ミラー . 227 




けん引 . 

. 290 
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五十音順さ < いん 


田 


シート 




車幅灯 


シートアレンジ ........ 


… .已9 


W 数 . ... . ..... 

3已2 

TFI ，い運転なまれ 


100 


電球の交換 

pFn 

チャイルドシートの固定 ....... 

. 121 


ランプスイッチ . 

168 

調整 . .. 

.47, 4白，已已 


車両型式 . 

3円’つ 

調整に関する警吉 .... 

.48,已4,已目 


車両仕様（スペック） . 

346 

手入れ . 


.244 


収納装備 . 

214 

へッドレスト . 


… .已7 


手動光軸調整ダイヤル . 

169 

シートベルト 




助]手席アッパートレイ . 

21已 

お子さまの着用 ........ 


… .77 


助]手席シートベルト 


緊急時シートベルト 




非着用警告灯 . 

2白7 

固定機構 . 


… .77 




シートベルト警告口 


.297 

曰 

水温警告灯 . 163, 29己，297 

シートベルト 




水温表示灯 . 

162 

プ U テンシヨナ ー.. 


… .7 色 


スイッチ 


清掃-手入れ………… 


.244 


ウインドウ□ックスイッチ... 

...86 

正しい着用 .. 


… .73 


エンジンスイッチ . 140, 

14己 

チャイルドシートの固定 ....... 

. 121 


ドア□ックスイッチ . 

...38 

調整 . 


… .73 


パワーウインドウスイッチ… 

… 8白 

妊娠中の方の着用.... 


....79 


フォグランプスイッチ . 

172 

室内灯（ルームランプ） 




ランプスイッチ . 

168 

W 数 . 


.3 已2 


ワイパー&ウオツシャー 


スイッチ . 


.213 


スイッチ . 173. 

177 

シフトレバー 




スタック 


オートマチックトランス 



スタックした . 

340 

=ッシヨン…………. 


. 148 


ステア U ングアシステッドビークル 


シフトレバーび 




スタビ U ティコント□-ル （ S - VSC ) . 184 

シフトでさない ..... 


.330 


ステアリングホイール（八ンドル） 

シフト□ックシステム.. 


.330 


オーディオスイツチ . 

234 

ジャッキ 




シフトパドル. . 

1已〇 

ガレージジャッキ.… 


.2 已3 


言周整 ... 

...81 

車載ジャッキ . 

...301, 314 


スピードメーター 


ジャッキ八ンドル . 

...301 

314 


(速度計） . 1巳己，1已8 





スペアタイヤ（応急用タイヤ） 






空気圧 . 

3巳] 





収納場所 . 

301 





スペック（車両仕様） . 

346 


362 
























































五十音順さ < いん 


巧 


スポーツシーケンシャル 


タコメーター . 

1已6,1曰8 

シフトマチックモード.. 

. 1已〇 




スマートエントリー& 

ち 

チェーン（タイヤチェーン） ...... 

.1 白2 

スタートシステム 


チャイルドシート 



エンジンの始動 . 

. 140 

に0円 X バーでの固定. 


.123 

ドアの解錠-施錠 ....... 

. 2已 

シートベルトでの固定 


.122 

バックドアの解錠-施錠 . 2已 

チャイルドプ□テクター.. 


… .39 



駐車ブレーキ 



清掃 


(パーキングブレーキ）… 


.154 

外装 . 

. 240 




シートべ J レト . 

. 244 Q 

ツール（工具） . 

301 

314 

内装 . 

. 244 




セカンドシート . 

. 49 B 

手入れ 



積算距離計 


外装 . 


.240 

(オドメーター） . 

157,1已9 

シートベルト . 


.244 

洗車 . 

. 240 

内装.…….. . 


.244 

センタートレイ . 

. 222 

テールランプ（尾灯） 



前照灯（へッドランプ） 


W 数 . 


.3 已2 

W 数 . 

. 3已2 

スイッチ . 


.168 

スイッチ . 

. 168 

— » 1- ■" い、 

了ッキホード . 


.236 

デイスチャージへツドランプに 

デッキフック . 


.237 

関する警告 . 

. 26 白 

電球（バルブ） 



電球の交換 . 

2已8, 260 

W 数 . 


.352 



交換 . 


已目 

速度計 


電子 キー 



(スピードメーター） ...... 

156,1 已 8 

電池び切れた . 


.332 

タイヤ 





空気 圧 . 

. 3 已 1 




交換 . 

. 301 




スペアタイヤ… . 

. 301 




チ:!:ーン . 

. 192 




点検 . 

. 24色 




バンク応急修理キット 

. 313 




パンクした . 

301,313 




冬用タイヤ . 

. 192 




□ーテーシヨン . 

. 24色 
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五十音順さ < いん 


日 



囚 


巧 


ドァ 



電球の交換 . 

264, 2目已 

ドアガラス…………… 

. 86 


をが箇 . 

. 2召呂 

ドァミラー .. 

. 83 


バックアップランプ（後退灯） 

ドァ□ック…………… 

. 38 


W 数 . 

.……….3已2 

ドアガラス . 

. 86 


電球の交換 . 

. 2色白 

ドァミラー 



バックドア . 

. 41 

調整 . 

. 83 


バッテリー 


盗難防止システム 



バッテ U —びあびった 

. 334 

エンジンイモビライヴー 


をの前の準備点検 ........ 

. 192 

システム . 

. 99 


バニティ（化粧用）ミラ— 

- . 227 

時計 . 

. 228 


バルブ谭球） 


ドライブモーター . 

. 164 


W 数 . 

. 352 

トラクシヨンコント□ール 


電球の交換 . 

. 2已白 

( TRC ). 

. 184 


パワーウィンドウ . 

. 86 

トリップメーター 



パンク 


(区間距離計) . 

.... 157,1已9 


パンクした...………. ...... 

301,313 




番号灯 


ナノイー . 

….202, 204 


W 数 ... 

. 3已2 




スイッチ . 

. 168 

荷物 



電球の交換 . 

. 267 

積むとさのを意 ....... 

. 190 


八ンドル（ステアリングホイール） 




調整 . 

. 81 

燃料 





ガソ U ンスタンドでの情報.... 372 

囚 

非甫点滅な 


を…由 . 

. 9已 


W 数 . 

. 3已2 

種類 . 

. 346 


スイッチ . 

. 287 

燃料計….... . 

.... 1已白，]已8 


電球の交換 ... 

264, 2目已 

容量 . 

..34 巨 


尾灯（テールランプ） 





W 数 ... 

. 3已2 

パーキングブレーキ 



スイッチ . 

. 168 

(駐車ブレーキ） . 

. 1已4 


ヒユーズ . 

. 270 

パーソナルランプ 



表示灯 . 

. 160 

W 数 . 

. 3已2 




スイッチ . 

. 211 




八ザードランプ 





W 数 . 

. 3已2 




スイッチ . 

. 287 
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五十音順さ < いん 


151フォグランプ 

W 数 ... 3已2 

スイッチ ... 172 

電球の交換 ... 261 

フック 

けん弓 I フック . 290 

冬用タイヤ . 192 

ブレーキ 

パーキングブレーキ .] 已4 

ブレーキ付近からキーキー 
音び聞こえる . 13已 

ブレーキアシスト . 184 

フ□ァマット . 230 

フ□ントシート 

調整 . 47 

フ□ントち向指を灯 

W 数 ... 3已2 

スイッチ ...] 已3 

電球の交換 . 264 

フ□ントフォグランプ 

W 数 . 3已2 

スイッチ . 172 

電球の交換 . 261 

H へッドランプ（前照灯） 

W 数 . 3已2 

スイッチ ... 168 

ディスチヤージへッドランプに 

関する警告 . 2目曰 

電球の交換 . 258, 260 

へッドレスト 

調整 . 57 

Hi 方向指示灯（ウインカー） 

W 数 . 3已2 


ホーン . 1曰已 

ボトルホルター . 220 

ボンネット . 251 


胃マルチボックス. 

囚ミラ¬ 


ぶ22 


インナー S ラー . 82 




ドア S ラー . 83 

バニテイ（化粧用） S ラー.…227 

ムーンルーフ . 89 

メーター(計器） . 1已巨，1曰8 

メンテナンス 

^ンテナンスデータ ..346 

ユーザーカスタマイズ . 354 


4 WD オートモードスイツチ ....... 179 


ランプ 

W 数 . 352 


室内口 . 20白 

電球の交換…………. . 2已目 

パーソナルランプ . 211 


フオグランプ . 172 


へッドランプ（前照灯） . 168 

方向指示丹（ウインカー)……1已3 

ラゲージルーム 

デッキフック .. 237 

デッキボード’ . 236 

ラゲージボックス . 237 

ラ ゲージルー ムランプ . 42 

ラ ゲージルーム ランプ 



スイッチ .] 已3 W 数 . 352 

電球の交換 . 264, 2目日 
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五十音順さくいん 


巧 リヤウインドウデフォッガ- ..... 206 

U ヤシート 

調整 ... 4曰，已已 

U ヤ方向指示灯 

W 数.…. .. 3已2 

スイッチ .] 已3 

電球の交換 . 2目日 

リャワィパー . 177 

リヤウインドウデフォッガー ..... 20巨 

回 ルームランプ（室内灯） 

スイッチ . 213 

ra 冷却* 

冬の前の準備-点検…….. ....... 192 

容量..… .. . .349 

冷却装置 

エンジンオーバーヒート ........ 338 

E3 ヮィパ- 

スィッチ . 173,177 

ワイパーデアイサー . 208 

ワイヤレスドア□ック 

電池交換 . 277 

U モコン . 35 
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症状別さくいん 

巧が別を < いん 


タイヤびパンクした 


P . 301 
P .313 


バンクしたとをは 


\ 

P .328 

エンジンびかからないとさは 

エンジンがかからない > 

P .99 

エンジンイモビライヴーシステム 

/ 

P .334 

バッテ U —びあびったとさは 


P .332 

電子キーが正常に働かないとさは 


シフトレバーび動かない 



シフトレバーびシフトでさないとさ 
は 


水温警告好び 
点滅または点打した 


エンジンルームから 

蒸気び立ちのぼった 



オー八ーヒートしたとさは 


キーを無<した 


バッテ U —びあびった 


ドアび施錠でさない 


P . 331 

キーを無くしたとさは 


P .334 

パッテ U —びあびったとさは 


P . 24 
P .3 巳 
P .38 

ドア 


めかるみや砂地などで \ 

動けなくなった ノ 

P . 340 

スタックしたとさは 


警告打び点好、点滅した \ 

P . 294 

警告好びついたとさは 















































症状別さくいん 


■メーター 



■警告な一覧 


(©) 

ブレーキ 警告口 
P . 

294 

ぶ 

運乾席シートベルト非着用 
警告打(点滅） P. 297 

(©) 

ABS & ブレーキ アシ 
スト警告な P. 296 

ぶ 

PASSENGER 

助手席シートベルト非着庙 
警告口(点滅） P. 297 

〇 

燃料残量警告好 

P . 

297 

4 WD 

4 WD 警告口 

P . 29 色 

が 

SRS エアバッグ/プリテン 
シヨナー警告打 P . 296 

0! 

パワーステアリング 
警告な P . 296 

を 

半ドア警告巧 

P . 

297 

— U ) 

スマ-卜てントリスタ-卜 
システム警告打 P. 298 


エンジン警告口 
P . 

296 

P 

デイスチヤ-ジヘッドランフオ- 
トレべリング警告口 R 296 

口 

充電警告口 


ょ 

水温警告な 

P . 

2 白已 

(赤色点打） P . 295 


油圧警告口 


ょ 

水温警告口 


P . 

29 已 

(跪点滅） P . 297 

国 

ス U ップ表示口 


、巧 

クルーズコント□ール表示な 

(点な） P . 

296 

(点激 P . 296 
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症状別さくいん 


■センターパネル 



警告音び鳴った > 

■警告巧の点灯、点滅をご確認ください。（一 P . 2日 4) 

■警告巧び点な、点滅していないとさ、または車内外で警告音び 
鳴ったときは、じ(下のことをご確認ください。 


おまの状況 

鳴ったとさの状況 

参照ページ 

停車/駐車中 

ドアを開けたとを 

P. 31 

車外に出たとを 

スマートエント IJ& スタートシ 
ステムでロックスイッチを押し 
たとを 

走行中 

シフトレバーを R にしたとを 

P . 1己1 

シフトダウンしたとを 

P . 151 

ブレーキを踏んだとさ 

P. 1吕已 
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ガソリンスタンドでの情報 

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。 


[]KcaSI 


P . 251 



総由 □ 


P . 9己 



己下 061 AR003 


燃料の容量 
(参考値） 
燃料の種類 


60 L 

無鉛レギュラーガソ U ン P . 96. 346 
標準タイヤ 


タイヤび;令えてい 
るとをの空気圧 


タイヤサイズ 

空気圧 [kPa ( kg / cm ^)] 

前輪 後輪 

1 吕己/ 

6己 R 1 己 

91 S 

FF (前輪駆動） 

230 (2.3) 

4 WD (4 輪駆動） 

240 (2.4) 

195/60 R 16 89 H 

230 (2.3) 

215/50 R 17 91 V 

220 (2.2) 


応急用タイヤ： 42日 （4.2) kPa ( k 吕 / cm う 

オイルのみ交換時 


エンジンオイル容 3.9 L 

量（参考値） オイルとフィルター交換時 


4.2 L 

トヨタ純正モーターオイル 

• SN 0 W -20 (API SN , RC/ILSAC 

エンジンオイルの- SN 已 W -20 (API SN ， RC/ILSAC 
種寞員 • SN 已 W -30 (API SN , RC/ILSAC 

• SN 1 日 W -3 日 (API SN , RC/ILSAC 


GF - 己 、 SAE OW -20) 
GF - 己 、 SAE 已 W -20) 
GF - 己 、 SAE 己 W -3 日） 
白 F - 己 、 SAE 1 OW -30) 
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お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたしまず。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 
を国 巧 通 • フ U — コール 

130800 - 700-7700 

オープン時間36日日日 : 孤〜18:日日 

所在地〒 4 加-日 002 名ち屋巿中村区名駅四 T 目 10 の 27 
第二豊田ビル西館 7 階 

「個人情報保護ち針」については、 
hUp:/Amw. toyota.co. jp にて掲載しております。 


1-3 巧白動軍な巧会社: 

http://toyota.Jp 
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